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富士見ファンタジア文庫




本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。




本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。







口絵・本文イラスト　森沢晴行
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　わたし、鷹たか崎さき駆かる真ま。


　十七歳の高校二年生。


　そんな花も恥はじらう乙おと女めなわたしだけど、今は制服のスカートを振ふり乱して走ってるの。


　しかも口には食べかけのトースト。


　あー！　こんな姿誰だれにも見られたくないっ！


　でも仕方ないの。


　だって、このままじゃ学校に遅ち刻こくしちゃいそうなんだもん！


「──まずいな。少し急ぐか」


　七月の暑さなんて気にしてられない。


　わたしは鞄かばんをぎゅっと握にぎって、さらにスピードを上げた。


　そんなとき。


「──っ」


「うわっ!?」


　曲がり角のところで、急に人ひと影かげが飛び出してきたの！


　──ぶつかっちゃう！


　思わず目をつむりそうになる。


　でもわたしは思いっきり地面を蹴けると、ふわりと宙に舞まった。


　すごく体重が軽いわたしだからできること。


　みんなは危ないから真似まねしないでね？


　でも、避さけられたのはいいんだけど……


「ぐえッ！」


　下から、そんな声が聞こえたの。


　ああ、どうしよう！


　ぶつかりそうになってた人の頭を踏ふんじゃったみたい。


「失敬」


　ごめんなさい。でも今は急いでるの！


　わたしはその人に謝ると、また学校へ走っていった。








「あ、少──じゃない、駆真さん。おはようございます。今日はゆっくりですね」


　なんとか教室に辿たどり着くと、友達の美み栄はえちゃんが話しかけてきた。


　錐きり本もと美栄ちゃん。


　ショートボブがとっても似合う可愛かわいい子だ。


　優やさしいし、それにすっごく頭もいいの。


　わたし、勉強苦手だから羨うらやましいなあ。


「ああ。少々準備に手間取ってな。……鎧よろい塚づかと鉤かぎ野のはどうした？」


「サキさんはまだ見てません。多分遅刻だと思います。かほるさんは……」


　美栄ちゃんが教室の奥の方を見る。


　かほるちゃんが、何か機き嫌げんの悪そうな顔で窓の外を眺ながめていた。


　背中を丸めてるから、ちっちゃい身体からだがさらにちっちゃく見えちゃってる。


「……ちゃんと来てはいるんですが、まだ納なつ得とくがいっていないようで」


「そうか」


　鎧塚サキちゃんと鉤野かほるちゃんは、美栄ちゃんの親友だ。


　スラッと背の高いサキちゃんと、ちっちゃいかほるちゃん。


　真ん中に美栄ちゃんが入ると、階段みたいになってちょっと笑っちゃう。


　でもかほるちゃんは身長にコンプレックスがあるみたいなの。


　今日もそのことで、ちょっとへそを曲げてるみたい。


　そんなことを考えながら自分の席（窓まど際ぎわの一番うしろ！　特等席！）に歩いていくと、今度は茶色い髪かみを二つに括くくった女の子が目の前に立ちはだかった。


「鷹崎。時間ギリギリじゃないの」


　──げ。


　心の中で目め一いつ杯ぱい嫌いやそうな顔を作る。


　この子の名前は鳶とび一いち槙まき奈なちゃん。


　すっごく可愛くて、何でもできる子なんだけど、ちょっとイジワルで、すぐわたしにつっかかってくるんだよね。


「──そう言うな、鳶一。一応ホームルームには間に合った」


　ちゃんと間に合ったんだからいいじゃない！


　わたしはそう思うけど、槙奈ちゃんは許してくれないみたい。


「間に合ったってのは予よ鈴れいの前に教室に入ってる真面まじ目めぇーな生徒しか遣つかっちゃいけない言葉なのよ。あんた騎き士しのくせに規則ってものの大事さを……て、そういや初日から気になってたけど、どうしたのよその頭」


　槙奈ちゃんが目を丸くしてわたしの頭を指さしてくる。


　わたしはちょっとフクザツな気分になった。


　今わたしの髪は、頭の後ろの高い位置で一つに結ばれている。


　いわゆるポニーテールだ。


「生徒手帳に、肩かたより長い髪はしばるようにと書かれていた」


　いつもは髪をしばったりしないんだけど、少し気分を変えてみたの。


　でもでも、それに一番に気づいたのが槙奈ちゃんだなんて。


　ちょっと予想外。


　それに、あんまり嬉うれしくない。


「ふーん……あっそ。どーでもいいけどあんま似合わないわね」


　槙奈ちゃんはつまらなそうにそう言った。


　ほら。やっぱりこうだ。


　わたしが何しても文句しか言わないんだから。


　そこでわたしは、槙奈ちゃんに少し仕返しをしてやることにした。


「ちなみに髪の染色や化け粧しようも禁止とされていたが」


　槙奈ちゃんの髪の毛はキレイな茶色だけど、明らかに地毛じゃない。


　それに、うっすらとお化粧もしてるみたい。


　わたしお化粧とかあんまり上手うまくないし、いいなあと思わなくもないけど、それだって立派な校則違い反はんだもんね！


「い……いーのよそんなの。いちいち守ってる子なんてそうそういないんだから」


「規則は大事と今自分で」


「うるさいわね！　髪染めより化粧より、遅刻の方がいけないの！　一生かけても償つぐないきれない大罪なの！」


　槙奈ちゃんが声を荒あらげる。


　あーあ、また始まった。


　自分の分ぶが悪くなると、すぐ子供みたいなこと言い出すんだから。


　波に乗っちゃった槙奈ちゃんはもう止まらない。


　一つ一つ聞いていったら完全に破は綻たんした理論なのに、勢いだけで押してくる。


「何よ、だからあんたは堅かた物ぶつ堅物言われるんじゃないの。もうちょっと柔じゆう軟なん性ってものを持ちなさいよ。毎朝酢すか柔軟剤ざいでも飲んでらっしゃい。少しはマシになるんじゃない？」


　ほら、もう規則の話じゃなくなってる。


　と、不意に槙奈ちゃんの声が止まった。


　先生でも来たのかな……？


　わたしはそう思って教きよう卓たくの方を見たけど、先生の姿はない。


　なんだろう──


　でも槙奈ちゃんの方に視線を戻もどした瞬しゆん間かん、


「────」


　わたしはその理由がわかった。


「あらあら、駄だ目めよケンカしちゃ。私たちクラスメートじゃない」


　いつの間にか槙奈ちゃんの背後に女の子が現れて、その両りよう肩かたに手を載のせている。


「そうよね、駆真、槙奈」


　すっごいふわふわした、柔やわらかい声。


　もういかにもお嬢じよう様さまっ、て感じの優ゆう雅がな仕草で、わたしと槙奈ちゃんをたしなめてくる。


　ううっ、敵かなわないなあ……


　だって、そんな一言で、あの槙奈ちゃんを静かにさせちゃうんだもん。


　この子は草くさ薙なぎ音ね音おんちゃん。


　ゆるいウェーブがかかった髪を三つ編みに結んでて、それをくるっと首に巻いている。


　あとは唇くちびるの左下にちょん、とホクロがあるのが特とく徴ちよう。


　槙奈ちゃんが逆らえない、数少ない女の子だ。


「か──閣下」


「む。槙奈は、普ふ通つう友達をそんな風に呼ぶのかしら？」


「す──すいません、ええと……草薙、さん」


　槙奈ちゃんが慌あわてて言いかえる。


　音音ちゃんは、まあそんなトコか、みたいな顔をして槙奈ちゃんの肩から手を退どかした。


「ええと、校則の話だったかしら？　確かに大事よね。駆真、もう遅刻しちゃ駄目よ？」


　そして、いきなりそんなことを言う。


　わたしは心臓がどきどきするのを抑おさえながらなんとか返した。


「心がけます」


「うん、いい子いい子。──槙奈も分かった？　お化粧はだーめ」


「──ッ！　そ、そんな……っ！　せ……せめて、せめて眉まゆ毛げだけはお許しを……っ！」


「んー……そうねえ。じゃあ私のこと音音ちゃんって呼んでくれるなら考えてもいいわよ」


「ね──ねおんちゃん!?　そんな恐おそれ多い……」


「じゃあ明日あしたから両サイドのない眉まゆで登校してくれば」


「よろしく音音ちゃん！」


　涙なみだ目めになりながら、音音ちゃんの手をぎゅっと握る槙奈ちゃん。


　やっぱり音音ちゃんには敵わなかったみたい。


　音音ちゃんは満足そうに頷うなずいて、自分の席へ戻っていった。


　わたしたちはしばらく黙だまっていた。それはそうだ。だって音音ちゃんの──


「……鷹崎、もうそれいいから」


「そうか」





　──こちらの頭の中を見み透すかしたような槙奈の発言に、脳内で読み上げていた『マニュアル』の文面を止める。駆真はそのまま視線を窓の外にやり、吐と息いきを一つ吐はき出した。


　そろそろ担任教きよう諭ゆが廊ろう下かから足音を響ひびかせてくる時間だろう。別にホームルームにも授業にもさしたる興味はないが、一応形式上起立と礼くらいはしておかねばなるまい。


　駆真はもう一度吐息をこぼすと、前に向き直って机の中を探さぐり始めた。





　不自然極きわまる学校生活。


　──こんな生活が始まったのは、数日前からだった。
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「…………」


「…………」


　その日の夜、鷹たか崎さき家の食しよく卓たくには何故なぜか重苦しい空気が流れていた。


　カチャカチャという食器の音、壁かべ際ぎわから響ひびく時計の秒針が進む音、あとはまあ、外から時折聞こえてくるお隣となりさんの飼い犬の鳴き声や虫の声。それが、今駆かる真まのいる空間に流れる音の全すべてだった。


「…………」


　鷹崎駆真は頰ほおにかかっていた長い黒くろ髪かみを耳にかけると、その端たん整せいな顔をほんの少しだけ歪ゆがめて、気まずそうに嘆たん息そくした。


　とはいえ、別に何か特別なことがあったわけではない。駆真と、その唯ゆい一いつの肉親である姪めいの在あり紗さはいつも通り向かい合ってダイニングテーブルに着き、いつも通り夕食をとっている。傍はた目めから見れば、何の問題もない光景に思えるだろう。


　だが。駆真は顔は料理に向けたまま、視線だけでちらりと在紗の方を見やった。


　自然に生まれ得たとは思えない、美しい白はく髪はつに、これまた白い肌はだ。お人形さんのような、という形容が彼女ほど似合う少女はこの世にそういまい。百人いれば百人が恋こいする（と、駆真は頑かたくなに信じて疑わない）完かん璧ぺきなる乙おと女めが、目の前にいた。


「…………」


　そしてすぐに目線を戻もどし、鼻から細く息を吐く。


　──やはり、在紗の様子がおかしい。


　いや、無む論ろんその絶対的な可愛かわいらしさが損そこなわれているとか、そういうことはないのだ。だがここ最近……ひと月前の誕生日くらいからだろうか、どこか在紗に元気がないように感じていたのである。


　今だってそうだ。


　まず第一に、会話が少ない。ひと月前の在紗なら、夕食の際にはその日あった出来事を楽しそうに話していたのに、最近それがどんどん少なくなっている。今日なんて「いただきます」以来言葉を聞いていない。


　それに、ため息が多い。なんとなく数えてみたのだが、今日は駆真が確かく認にんしただけでも五十回は憂ゆう鬱うつそうにため息を吐ついていた。平常の在紗なら十回に満たないし、昔友達とケンカをしたときでさえ、平均値は三十回前後だった。これは異常ともいえる数値である。


　それにそれに、今も手に持った箸はしの角度がいつもより微び妙みように低い気がするのだ。咀そ嚼しやくをしているときの箸の角度は、普ふ段だんなら三十二度から四十度程度。それが今日は平均で二十度を下回る。これは何かを示しているのではないか……？


　それにそれにそれに──


　考え出したらきりがない。駆真は嫌いやな想像を抑おさえ込むように、残りのご飯を一気にかき込んだ。──と。


「……ごちそうさま」


　そう言って在紗が箸を置いた。──その前には、まだ半分近く料理の残った皿がある。


「え──」


　駆真は半ば呆ぼう然ぜんと目を見開いて、姪っ子の顔と、半分になったハンバーグとの間を何度も往復させる。まさか。信じられない。在紗が大好きなハンバーグを残すなんて。


「在紗、体調でも悪いの……？」


　在紗はもとからそう量を食べる方ではなかった。むしろ小食といっていい部類だろう。しかし駆真がそれを把は握あくしていないわけもない。今日のハンバーグだって、駆真の指と目に狂くるいがなければ、ちゃんと在紗が食べきれるくらいの大きさに成形してあったはずだ。


　あからさまに心配そうな顔を作る駆真に、在紗は小さく両手を振ふりながら、


「……ううん、そういうのじゃないの。えと、今日美み須す々ずの家でお菓か子し食べ過ぎちゃって……ちょっと、お腹なかいっぱいなんだ。……ごめんなさい、せっかく作ってくれたのに」


　言って、申し訳なさそうに肩かたをすぼめる。


　駆真はそんな在紗の様子に、何か痛々しさのようなものを感じ、数すう瞬しゆんの間押し黙ってしまった。


「だ、大だい丈じよう夫ぶだよ！　気にしないで在紗！　じ、実はお姉ちゃん今日すごくお腹減っててさ、ホントは在紗の分ちょっとだけもらえたらいいなあって思ってたんだ！」


　駆真は情けなく手を振りながら焦あせったような笑えみを浮うかべた。在紗にそんな顔をされては、自分が悪いことをしたような気分になってしまう。


「……本当？」


　在紗はどこか困ったような笑みを浮かべながら、小首を傾かしげた。


「も──もちろん！　これ、もらっていい？」


　駆真は威い勢せい良よく胸をどんと叩たたくと、在紗が首しゆ肯こうする前に皿を手元に引き寄せる。そして。


「…………」


「……どうしたの？」


「う、ううん、何でもないよ！」


　誤ご魔ま化かすようにわざとらしい笑顔を作る。……在紗の食べかけハンバーグに興奮していたなんて、口が裂さけても言えなかった。


　できれば時間をかけてじっくりねっとり味わいたいところだったが、さすがに在紗の目の前では不可能である。駆真は名残なごり惜おしみながらも手早くハンバーグを完食した。


「……大丈夫？」


「う、うん。無理なんてしふぇなうぃよ？」


「…………ん、そうだね。ありがと」


　在紗は苦く笑しようすると、空になった食器を重ねて流し台に運んでいく。そしてそのままリビングの方に歩いていき、ぼむ、と俯うつぶせの姿勢でソファに倒たおれ込んだ。ソファに置いてあったクッションに顔をうずめて、またも大きく吐息する。……通算、五十一回目のため息だった。


「…………」


　駆真は無言でゆっくりとソファに足を運び、在紗の隣に座り込む。


　と、そのとき、お風ふ呂ろの方からピー、という甲かん高だかい音が響いてきた。自動湯ゆ沸わかし器きのブザーだ。どうやらお湯が溜たまったらしい。


　駆真は小さくうなずくと、在紗に話しかけた。


「ね、ねえ、在紗」


「……ん。なあに、ねえさま」


　どこか気け怠だるそうに、在紗が顔を上げる。


「今、お風呂沸いたみたい。一いつ緒しよに入ろっか」


「…………っ！」


　駆真がいつものように入浴に誘さそった瞬しゆん間かん、在紗はハッと顔を強こわばらせた。


「──在紗？」


「……お風呂は……まだいいや。ご飯食べたばっかりだし、消化に悪いよ」


「え、あ……そ、そうだね。あはは、ごめんごめん。じゃあちょっとお腹休めてから入ろっか。そうそう、今日在紗の好きな泡あわの出る入にゆう浴よく剤ざい買ってき──」


「────嫌」


「……え？」


　駆真は身体からだの動きをぴたりと停止させて聞き返した。──今、在紗が何かを口にしたような気がする。


　否いな、本当はちゃんと聞き取れていたのかもしれない。聞き取り理解した上で……


「え──と、在紗？　今なんて……」


　駆真はそんな間の抜ぬけた質問をするしかなかったのである。


　在紗は一瞬逡しゆん巡じゆんのようなものを見せてからゆっくりと身体を起こし、駆真から目を逸そらして破は滅めつ的な言葉を吐いた。


「……ごめん、今日は私、一人で入る」


「あ……在紗？」


　駆真は呆然と呟つぶやいた。


　別に常に一緒に入浴しているわけではない。駆真も仕し事ごと柄がら帰りが遅おそくなることも多いので、個別に入ることの方が多いといっていい。


　だが、このように誘いを断られたのは、駆真の記き憶おくの中では初めてだったのである。


「ど、どどどどうかしたの……っ？　お姉ちゃん何かした……？」


　と、狼狽うろたえに狼狽えた駆真が、細かく震ふるえる手で在紗の背に触ふれようとしたとき、


「────！」


　在紗が肩かたをビクッと震わせ、駆真の手を払はらった。


「あ────」


　あまりの事態に、一瞬状じよう況きようが呑のみ込めない。


　在紗に、触れることを拒きよ絶ぜつされた。


　言葉にすればたったそれだけで事足りる現象が、上手うまく頭に入っていかなかった。


「……ごめん」


　だから在紗が悲しそうな顔でそう言って部屋に戻もどっていってしまうのを止めることなど、駆真にできるはずはなかったのである。





　　　　　　　◇





　蒼そう穹きゆう園えん中央都の中でも有数の大きさを誇ほこる豪ごう邸てい──草くさ薙なぎ邸。


　蒼穹園の旧貴族・草薙家の所有する広大な屋や敷しきであり、現在の蒼穹園騎き士し団だん団長を務める騎士が住まう場所でもある。


　しかしその館やかたの主あるじは、明らかにその敷しき地ち面積を使いこなせてはいなかった。


　その気になれば一個大隊を宿しゆく泊はくさせることも可能な部屋数と、森を一つはめ込んだような庭を誇りながら、十代という若さで蒼穹園騎士団を統すべる少女の活動領域は、自分の部屋とダイニングルーム、あとはトイレと浴室くらいのものだったのである。


「…………はあ」


　その少女に仕える従者は、幾いく度ど目とも知れないため息を吐はき出した。


「本気ですか、お嬢じよう様さま」


「……何度言わせるつもり？」


　少女は薄うす暗ぐらい自室で、いくつもの液えき晶しよう画面に向かいながら返してきた。


　彼女の私室に、十代の少女らしいものを期待してはいけない。第一に、部屋の半分近いスペースをよく分からない機材が埋うめている。そしてそこから延びたコードやケーブル類が床ゆかを埋め尽つくし、足の踏ふみ場ばもないような状態になっているのである。その中にちょこんと置かれた座ざ椅い子すと、それを中心に展開された液晶画面とキーボードの山が少女の城だった。実際、部屋というよりも潜せん水すい艦かんか何かの機関部と言った方がしっくりくる。ただ、何故なぜか座椅子の横にはウサギと犬を掛かけ合わせたようなぬいぐるみがポツンと置かれているのだが。


「でも、やっぱり危ないですよ。お嬢様にもしものことがあったら……」


「……知らないわよ、そんなの。第一、あなたが行けって言ったんじゃない」


「いやまあ、それはそのときの勢いと言いますか、言葉のアヤと言いますか」


「ふん」


　不ふ機き嫌げんそうに息を吐いて、少女がキーボードを操作する。真ん中の画面に、先月行われた蒼穹園武会の映像が映し出された。次いで隣となりの画面に、彼女が独自に情報をかき集め、作成した資料が展開される。


　彼女が幼くして蒼穹園騎士団のトップを務めていられる理由の一つがこれだった。彼女ほど完かん璧ぺきに情報を集め、処理し、的確に活用できる人間は他ほかにいまい。彼女はこの部屋から一歩も出ることなく、国中の出来事を知ることができると言っても過言ではない。


「…………」


　少女が目を細め、映像に見入る。そしてそれと同時に、右画面に映った資料をスクロールさせていく。


「……間ま違ちがいないわ」


　そう言う彼女の顔は、従者が今まで一度も見たことがないほどの喜びに染まっていた。


「……そういえば、制服はまだ届かないの？」


　少女が不意に、従者の方に目を寄よ越こして言ってくる。従者は少し視線を逸らしながら、


「いやあ……もう来てはいるんですが」


「なら早く寄越しなさい、愚ぐ図ず」


「いやでも……」


「いつから私に口答えできるほど偉えらくなったのかしらこの木偶でく人形」


「……ただいまお持ちします」


「ふん」


　従者は諦あきらめたように肩を落とすと、主ご所しよ望もうの品を取りに部屋を後にした。





　　　　　　　◇





「…………で、それから一いつ睡すいもしていない、と」


　半眼を作った三み谷や原はらが、頰ほおに汗あせを滲にじませながら言ってくる。


　駆真は憔しよう悴すいしきった顔でただ首を前に倒すことしかできなかった。


　蒼穹園騎士団本部庁ちよう舎しや一階の喫きつ茶さ室。その片かた隅すみに設しつらえられた数少ない喫きつ煙えん席の一角で、駆真は部下の三谷原雄ゆう一いち曹そう長ちようと向き合って座っていた。駆真の手元には水の入ったコップ、三谷原の手元には早くも盛せい大だいに死し骸がいが積み上がった灰皿が置かれている。


　ふと、向かいに座った三谷原が、無ぶ精しよう髭ひげの生えたあごをさするようにしながら周囲に目をやる様子が見えた。


　同じ小隊の二人だ。別段おかしな組み合わせではないのだが……何故か周囲の視線を集めてしまっているらしい。


　とはいえ、それも仕方あるまい。普ふ段だんの駆真の姿を知っている者にとって、今の彼女の惨さん状じようは異常としか言いようがないのだから。


　黒くろ髪かみ、赤目に白い肌はだ。鮮せん烈れつなコントラストを有するその姿し容ようは可か憐れんの一言。しかしその貌かおを彩いろどる表情は鉄仮面の如ごとし。──一いつ般ぱんの騎士の、駆真に対する認にん識しきはそんなものだろう。


　それが、だ。


「……何なんだ。私が何か悪いことをしたのだろうか……？」


　駆真は大きなため息を吐つきながら顔をうつむかせた。髪は櫛くしを通していないかのようにぼさぼさ、目は充じゆう血けつし、立派な隈くままでできている。その上騎士制服のボタンを一つずつ掛け違えているのである。日ひ頃ごろの冷静沈ちん着ちやくな騎士団少しよう尉いの姿は微み塵じんも見受けられなかった。


　だが周りの反応を気にしている余よ裕ゆうは、今の駆真に残されていない。


　今こうしている最中も、昨晩の記憶が頭の中で氾はん濫らんしていた。この世のどんなものよりも在紗を愛している駆真にとって、彼女から拒絶される以上の苦痛は存在し得ないのである。呑のん気きに睡すい眠みんなどとれるはずはない。


「……まあ気の毒と思わんでもないが、要は夕飯残して風ふ呂ろ一いつ緒しよに入りたがらなかっただけだろ？　本当に腹いっぱいだったのかもしれねェし、風呂の方はまあ……十二にもなれば家族と一緒に入るのが恥はずかしくなったとかもあるんじゃねェのか？」


「何を言っている！」


　さも大げさと言わんばかりの三谷原の言葉に、駆真はテーブルを叩たたいて立ち上がった。


「昨日の夕飯はハンバーグなんだぞ！　しかも駆真印の特製ラブラブハンバーグだッ！　ハート形に成形した肉の上にチーズをかけてふっくらと焼き上げ、それに特製照り焼きソースをかけたお箸はしでいただく一品だぞ！　かつて在紗をして『ねえさまと美須々の次に好き』と言わしめた究極の料理だぞ!?　つまり在紗を頂いただきに置いたとして、一時はこの世に存在する全すべてのモノの第四位に位置したことのある代しろ物ものなんだ！　おまえなど『様』を付けなければ名を呼ぶことすら許されないッ！　復唱！　ハンバーグ様ッ！」


「は……ハンバーグ様」


「よろしい！　それほどのものなんだ！　今まで一度も残したことなんてなかったんだぞ……それが……それがちょうどハートを半分に割るように残してあったんだ……ッ」


「わ、分かった分かった」


「分かってない！　絶対分かってない顔だ！　それにお風ふ呂ろ！　昨日は在紗の大好きなバブクリンを買ってあったんだ！　あの泡の出る固形入浴剤だ！　もちろん爽さわやかシトラスの香かおりだぞ！　いつもならあれを発見した段階で在紗から率そつ先せんしてお風呂に誘ってくれるほどの効果を持ったアイテムなんだ！　袋ふくろから出してひとしきりブクブク～とやったあと、こうバブクリンの真ん中辺りを両側から指で押さえるのが好きなんだ！　ああすると真ん中だけが早く溶とけてリング状になる！　それを覗のぞくようにしてこっちを見てくる在紗がまた可愛いんだ……ッ！」


　駆真は胸の前で両手を組むと、「くぅー」とうなり、恍こう惚こつとした表情を作った。


　だが次の瞬間にはがくんと肩を落とし、背から真っ黒い負のオーラを噴ふき出しながら椅い子すに着席する。


　そんな様子を苦笑しながら見ていた三谷原は、駆真が落ち着くのを待ってから話しかけてきた。


「──ま、まァとりあえず理解した。とにかく異常ってこったな」


「……ああ、そうだ。まったく原因が分からない……」


「原因……ねェ。まァ四六時中在紗ちゃんのこと見てるわけでもなし、それが普ふ通つうだとは思うけどねェ。学校で何かあったとかじゃねェの？　そのうち落ち着くだろ」


　何とはなしに言ったような三谷原の言葉に、駆真はバッと顔を上げた。


「──ッ、そうか、学校か……。確かに、考えてみれば在紗が一日の四分の一を過ごす空間だ……しかも私は把は握あくしきれていない」


「だろ？　まああれっくらいの歳としの子には色々あんだよ」


「よし、じゃあ私が小学校に転入して様子を……」


「無茶言うんじゃねェよ……。そんなにデカい小学生がどこにいるってんだ」


「私よりも背の高い小学生女子だっていないわけではない。小さな女の子が大好きなのは分かるが、そんな己おのれの嗜し好こうのみで彼女らの存在までも認めないとは恐おそれ入る」


「ちょっと待て。何俺の趣しゆ味みを勝手に捏ねつ造ぞうしてやがる」


「すいません、もう在紗に会わないでいただけますか」


「何故なぜ敬語だ。何さり気なく距きよ離り置こうとしてんだよ」


　三谷原は脱だつ力りよくしたようにため息を吐いた。


「……まあ、アレだ。あんま過保護になりすぎねェで、少しは放ほうっておくことも──」


　三谷原の声を最後まで聞かずに、駆真は立ち上がった。


「……？　どこ行くんだよ」


「椙すぎ浦うら少しよう佐さのところだ」


「何しに」


「休きゆう暇かの申しん請せいにだ」


「……何のために」


「決まっている。在紗の様子がおかしい原因を探さぐるためだ」


「ちょっと待っ──」


　三谷原が制止しようとした瞬しゆん間かん。


『──鷹崎少尉、鳶とび一いち少尉。椙浦少佐がお呼びです。至急執しつ務む室へお願いします』


　庁内の各所に設えられているスピーカーから、そんなアナウンスが聞こえてきた。


　駆真はふむとうなると、感心したようにうなずいた。


「さすがは少佐。分かっていらっしゃる」


「いや絶対違うだろそれ」


　三谷原の呆あきれたような声を背に、駆真は本部庁ちよう舎しやの廊ろう下かに靴くつ音おとを響ひびかせていった。








　騎士団本部庁舎四階に位置する椙浦少佐の執務室まで辿たどり着いた駆真は、息を整えることすら忘れて扉とびらの前のブザーを鳴らした。


『誰だれかね』


「鷹崎です」


　駆真が答えると、少佐は何やら疲つかれたような声で返してきた。


『おお、来たか。入りたまえ』


「──はっ」


　少佐の声の調子は少々気になったが、そんなことに頭を悩なやませている暇ひまはない。駆真は扉を開き、執務室の中に入った。と──


「やー☆」


「────ッ」


　いきなり目の前に出現した少女に、一瞬意識を奪うばわれる。


　その人物は普通に考えれば、騎き士し団本部庁舎に存在し得ない出いで立ちをしていた。左胸にエンブレムのついた半はん袖そでのセーラー服にプリーツスカート。足には紺こん色いろのハイソックスと焦こげ茶ちや色いろのパンプス。──いわゆる、学生服である。


　たまに一般開放区域で社会科見学に来た学生たちを見ることはあったが、さすがにこんなところまで普通の女子高生が入り込めるはずはない。駆真はその場違いな服装に奪うばわれていた視線を、徐じよ々じよに上──顔の方に上げていった。


　まず目に入ったのは髪だった。緩ゆるいウェーブのかかった髪が三つ編みに結ゆわれ、首元に巻かれている。後ろから引っ張れば首が絞まってしまいそうなヘアースタイルだ。


　さらに上に目をやると、穏おだやかな微ほほ笑えみに彩いろどられた美しい面おもてが確認できた。艶つやのある唇くちびるの左下に、一つ点を打ったようにホクロがあり、貌の印象をぐっと大人っぽくしている。


「──な」


　その人物が誰かを認識した瞬間、駆真は即そく座ざに姿勢を正し、完かん璧ぺきな敬礼をした。


「ふふ、そんなにかしこまらないでよ」





[image: ]


　少女はそう言って面おも白しろそうに笑う。


　蒼穹園の騎士の中に、その顔を知らぬ者は存在しない。


　蒼穹園騎士団団長・草薙音ね音おん元げん帥すい。蒼穹園の騎士たちを指先一つで操あやつる、騎士団の最高司令官である。


「──鷹崎駆真少尉。駆真でいいわね？　ねえねえ、どう？　似合うと思わない？」


「よくお似合いです、元帥閣下」


「やー、そんな堅かた苦くるしい呼び方はやめてよ、駆真。音音ちゃんって呼んで」


「よくお似合いです、音音ちゃん」


　駆真が素す直なおにそう言うと、少女は心底嬉うれしそうに足を揃そろえて跳とび跳はねた。──実際、嫌いやみなほどに似合っている。


「さー、じゃあ次は誰に見せにいこうかしら」


「ま、待ってください閣下」


　音音が駆真の脇わきを通り抜ぬけ、執務室の外に出ようとすると、部屋の奥から背の高い初老の男がその背を追ってきた。何度か見かけたことがある。元帥の秘書官を務める男性だ。


「…………」


　音音がその呼び声に無言で返す。彼はしまったという顔を作ってから再び口を開いた。


「ね……音音ちゃん」


「……へへー」


　音音は満足そうに微笑むと、秘書官を伴ともなって執務室から退出して行った。


「………………」


　駆真はしばしの間音音の消えた扉を見ていたが、すぐに顔を執務室の奥へと戻もどした。そこにはいやに疲れた顔をして机の前に立っている椙浦少佐と──


「──鳶一？」


　駆真の同どう僚りようである騎士・鳶一槙まき奈な少しよう尉いの姿が確かく認にんできた。そういえば先ほど、駆真と一いつ緒しよに名を呼ばれていた気がする。


「……鷹崎。あんたよくすんなりと『音音ちゃん』なんて言えたわね……その面つらの皮ちょっと羨うらやましいわ」


　茶色い髪かみをツーサイドアップにくくった少女が、ため息を吐つきながら言ってくる。気の強そうな双そう眸ぼうはいつもの通りなのだが、憔しよう悴すいしたような雰ふん囲い気きがそれをどこか弱々しく見せていた。


「呼べと言われたから呼んだまでだが」


「フツーの騎士の感覚じゃできないっての……騎士団長の上、草薙家の当主よ？　私らとは住む世界が二層三層違ちがう雲の上の人よ……？」


　草薙家は、千年前から続く蒼穹園最古の名家の一つだ。


　貴族制が廃はい止しされて久しいとはいえ、一部の家は今なお蒼穹園国内において強大な権力を有している。その中でも草薙家は別格なのだ。槙奈の反応ももっともであった。


「それで、その元帥閣下が何故ここに？」


「……その件で、鷹崎少尉と鳶一少尉を呼んだんだ」


　槙奈以上にくたびれた雰囲気を身体中に纏まとわせていた少佐が、やれやれと首を回しながら革かわ張ばりの椅子に腰こし掛かけた。


「……君らは、『絵え里り香かのトキメキ☆ハイスクール』という少女小説を知っているかね」


『……は？』


　駆真と槙奈の声がハモる。双そう方ほう、少佐の言っていることが一瞬理解できなかった。


「知っているかね？」


「──あー……そういえば中学生くらいの頃ころ読んだことがあるような……？」


「私は初耳です」


　少佐は二人の返答にうなずくと、大きな大きなため息とともにあとを続けた。


「先日、元帥閣下がそれを読んで、いたく感動したそうでな」


「はあ。……それが何か？」


「……閣下は幼少より家庭教師によって教育を受けていたらしく、一度も学校というものに通ったことがないそうだ」


　少佐が、白しら髪がの目立ち始めた頭に手を当てて、うなるように言う。


「……つまり？」


　槙奈が頰ほおに汗あせを滲にじませながら問う。実際、彼女もなんとなく気づいているのだろう。


　少佐は軽く首を横に振ふりながら答えた。


「………………学校に、通いたいのだそうだ」


「な──ッ!?」


「……さすがに無茶ではないかと」


　二人の反応ももっともだと言いたげに少佐がうなずく。しかし。


「……無理だと言って納なつ得とくするようなお人なら、騎士団のマスコットがあのようなわけの分からない生物になってはおらんよ」


「……あー。そういえばそうきゅんって閣下のデザインでしたっけ」


「──そうなのか。初耳だ」


　駆真は在紗のベッドに陣じん取どった、ウサギと犬を混ぜ合わせたような変へん梃てこなキャラクターのぬいぐるみを思い起こした。……独特なセンスである。


「しかし、マスコットのデザインと今回の件では、条件が違うでしょう。騎士団のトップが学校に通うなど、非常識云うん々ぬんの前に、危険過ぎます。蒼穹園とて、まったく敵のいない国ではありません」


　駆真の言葉に、しかし少佐は否定を示した。


「……何も変わらんよ。何も、な。閣下の我わが儘ままを止められる人間など、この世にはおらんのだから」


「しかし」


「……分かっている。何も発言力だとか、権力だとか、責任だとか、そんなことを言っているわけではないんだ。──単純に、純じゆん粋すいに、物理的に、不可能なのだよ。たとえば無礼を承知で言うが、閣下の両手足を鎖くさりに繫つなぎ、極ごつ寒かんの縁えん丞じよう刑けい務む所しよの最さい奥おうに、幾いく重えにも錠じようをかけて収しゆう監かんしたとしても、次の日には教室で授業を受けているだろう」


「──な」


　槙奈が短いうめきを漏もらす。少佐はそれを一いち瞥べつしてから続けた。


「私はかつて先代の団長、草薙昌しよう玄げん殿どの──閣下のお父上がまだ若い頃に、何かと親しくさせていただいていた。無論、娘むすめが一人いる、ということも聞いてはいたよ。……だが、初めてその姿を見たのは、昌玄殿がお亡なくなりになってからだった。のちに聞いた話だが、昌玄殿は閣下を決して家から出さなかったらしい」


「……箱はこ入いり娘だったってことですか？」


　少しよう佐さは槙奈の言葉に、小さく肩かたをすくめた。


「……まあ、そう考えるのが普ふ通つうだろう」


　少佐はそう言うと、机の脇わきに設しつらえられていたパネルを操作し始めた。すぐに部屋の照明が落ち、大きなスクリーンが天てん井じようから降りてくる。


「少佐？」


「これを見てくれ」


　駆真の問いに答えるように、すぐに天井に備え付けられていたプロジェクターから光が放たれ、スクリーンに映像が映し出された。


「これは……」


「空獣エア群、ですか」


「ああ」


　映像は、かなり離はなれた位置──しかも下方から望遠レンズで撮さつ影えいされたものらしく、そう鮮せん明めいなものとは言えなかった。だがそこに映っているのが、大群を成した人類の天敵であるということだけは容易に理解できる。


　大地に嫌きらわれた怪かい物ぶつ・空獣エア。


　死してなお浮ふ遊ゆうする身体からだを持ち、生しよう涯がいを空中で過ごす獣けものの総そう称しようである。


「……尋じん常じようじゃない数ですねこれ。どれくらいの高度なんですか？」


　槙奈が眉まゆをひそめながら言う。確かにスクリーンには、夥おびただしい数の獣の影かげが映り込んでいた。


「およそ七千メートルと聞いている」


「……っ、それは、また……」


　通常、騎士たちが掃そう討とう戦を行うのは、一いつ般ぱん的に高度二千メートルから三千メートルだ。警けい戒かい態勢に入るのも、空獣エアが高度五千メートルより下に降下してきたときである。 


　基本的に、騎士たちはこれ以上高い空域には足を踏ふみ入れない。仮に掃討作戦の最中に空獣エアが上空に逃にげだしたとしても、絶対に追うことはない。


　その理由の一いつ端たんがこの映像には映し出されていた。太陽の光を覆おおい隠かくすように空を舞まう獣の群れ。恐おそらくスクリーンに収まりきっていない部分には、さらに多くの空獣エアがひしめいていることだろう。下手へたに彼らのテリトリーに入り込んで、無事に済むはずはない。


「それで、この映像が何か」


「見ていたまえ。──ほら、あれだ」


「────？」


　駆真は少佐の指さした方向に目をやった。空獣エア群の中に、一つの小さな影が入っていく。


「人間──装着型の天てん駆く機き関かんを着けた騎き士し……ですか？」


「ああ」


　天駆機関とは、空獣エアの死し骸がいを基もとに製造される飛行機械である。人が空獣エアを狩かるのに必要不可欠な武器であった。だが──


「はあ!?　馬ば鹿かじゃないの？　単たん騎きであんな群れの中に突つっ込むなんて」


　槙奈が顔を歪ゆがめて声を上げる。当然だ。群れの規模は少なく見積もっても旅団規模。スクリーンに収まりきっていないところから考えて、師団規模の空獣エアがいるとみてもおかしくない。しかも大型種であるワイバーン級と思おぼしき影も多数確認できるのである。とても正気の沙さ汰たとは思えなかった。


「……鷹崎少尉も、鳶一少尉と同意見かね？」


「はい。自殺行こう為いかと」


　駆真とて、年若くして騎士団の小隊を任される身だ。自身の技量にも、それなりの自負を持ってはいる。


　それを念頭に置いた上で確信できた。自分でも、逃げ延びるのが精せい一いつ杯ぱいだろう。


「そうか」


　少佐は短く呟つぶやくように言って、机の上に組んだ手を載のせた。


　と、その瞬しゆん間かん、スピーカーからけたたましい咆ほう吼こうが轟とどろく。どうやら騎士が、空獣たちに見つかったらしい。小さな影を中心に円を描えがくように、大きな獣の影が展開していく。如何いかに熟練した騎士とて、こうなっては逃げられまい。──否いな、技量のある騎士ならば、このような状じよう況きようになってしまう前に離り脱だつしているだろう。


「……終わりね」


　槙奈が呆あきれたように肩をすくめる。──が。


　その瞬間、群れの中心に、花が咲さいた。


「────何？」


　その花弁が恐ろしい数の空獣エアの血しぶきであることに駆真が気づいたのは、一瞬の間をおいてからだった。


　騎士に隣りん接せつしていた空獣エアの首部分が、刹せつ那なの間に細かな肉にく塊かいとなったのである。


「は……？」


　駆真の隣となりで、槙奈が呆ぼう然ぜんとした声を出す。だが、仕方あるまい。それは明らかに想定できるはずのない事態であった。


　群れの中心にいた騎士は、大してその場所から動きもせずに、辺りを飛んでいた空獣エアを次々と屠ほふっていった。いや、その表現にも少し語ご弊へいがあるかもしれない。明らかに、異常なのだ。騎士は一人しかいないにもかかわらず、一度に数体の、多いときには数十体の空獣エアの首が、まったく同時に弾はじけ飛んでいる。


　鷹崎駆真に鳶一槙奈。騎士団が誇ほこる才さい媛えんたちの目を以もつてしても、何をしているのかすら理解できない。


　鏖おう殺さつは瞬まばたきの間に終結した。


　師団の数を誇る空の支配者が、次の瞬間には宙を漂ただよう塵ちりに成り果てたのである。


「……信じらんない。何これ。ＣＧ？」


　そんな槙奈の声に応こたえるかのように、映像の中の騎影が凄すさまじい速度で巨きよ大だい化していった。きっとカメラのある方へ降下しているのだろう。そして──


『ねえねえ、ちゃんと撮とってた？　カッコ良かったでしょう。ふふふ』


　近づいてきた騎士──草薙音音が、子供のように無む邪じや気きな笑えみを浮うかべてそう言ったところで、映像は終わった。


「…………」


「…………」


　スクリーンが上じよう昇しようし、部屋の照明が元に戻もどる。その間、駆真と槙奈は一言も喋しやべらず顔を見合わせていた。


「……これは閣下が団長に就任なさる際、幹部会で流されたという映像だ。秘ひ匿とく資料扱あつかいで公開はされていない。理由は分かるな？」


　二人は、合わせたように同時にうなずいた。


　異常過ぎるのである。


　強いとか、そういう次元の話ではない。遠目から捉とらえた映像ゆえ、詳くわしく見取れないのは確かだ。だがそれを差し引いたとしても、人間に可能な芸当ではない。


「な……なんですか、これ。ホントに人間なんですか？」


「──確かに、異常です」


　二人が少佐の方を向きながら言う。少佐はさもあらんとうなずいた。


「……昌玄殿は技術開発局出身でな。詳しいことは知らんが──生まれる前の娘に何らかの遺伝子操作を施ほどこしたという話は聞いていた。私も、実際目にしたときは度ど肝ぎもを抜ぬかれたがな」


「遺伝子操作って……そんなのであんな──」


「鳶一少しよう尉い。君は、自分の目が信じられないかね」


「う……」


　槙奈が唇くちびるを嚙かんで引き下がる。それはそうだ。つい今し方己おのれの目でその異常を目もく撃げきしたばかりなのだから。


「さて、では改めて訊きこう。──閣下の我が儘を止めることは可能だと思うかね」


　少佐は肘ひじを机につけたまま組んでいた手を額に当てると、つい先ほどまでの緊きん張ちよう感かんをため息一つで払はらい、疲つかれたような顔でそう言った。


「……少なくとも私には」


「不可能かと」


「結構。私が……いや、上層部の誰だれが何と言おうと、閣下は明日あしたから学校に通い始めるだろう。──そこで、だ」


　憂ゆう鬱うつそうに額に当てていた手を机の上に置き、少佐が軽く身を乗り出した。


「鷹崎少尉以下鷹崎小隊、及および鳶一少尉以下鳶一小隊は、明日からしばらくの間、閣下とともに高校に通ってもらいたい」


「は……？」


　槙奈が、間の抜けた声を出す。それはそうだ。こんな滅め茶ちや苦く茶ちやな指令、今まで受けたことがない。


「……それは、護衛ということで？」


　怪け訝げんそうな調子で槙奈が問う。それはそうだ。今し方、音音の異常すぎる戦せん闘とう能力を目まの当たりにしたばかりなのだ。実際、護衛など必要なのだろうかという疑問が付きまとう。


「形式上、名目上はそれが主になる。閣下は女王陛下に次ぐ国の最重要人物だ。騎士団としては護衛をつけないわけにはいかん。だが……」


　少佐は嘆たん息そくすると、背を椅い子すに投げ出した。厳格な彼にはあまり見られない仕草だ。


「君らの最優先事じ項こうは、閣下のサポートと最低限の秘密保持だ。こういっては何だが、閣下は通常身についているべき一般常識がいくつか欠落している。学校という集団生活の場で上手うまく立ち回れるかどうか不安が残るところだ。……それに、彼女の身体能力を、一般人に悟さとらせてはいかん」


「な……何故なぜですか」


「彼女は重要な外交カードでもあるんだ。いたずらにその力を公開してはならん。──それに、今の蒼穹園では人間の遺伝子操作自体、いくつかの法に触ふれるしな。批判の種は少ないに越こしたことはない」


「…………」


　槙奈は苦い顔をしながらうなずくが、駆真は表情を一いつ切さい変えなかった。


　無論、駆真の返答は決まりきっていた。そんな命令など受けられるはずはない。駆真は明日から休きゆう暇かをもらい、在紗の様子がおかしい原因を探さぐりに行かねばならないのだ。


「少しよう佐さ──」


　だが。そう言いかけたところで、駆真はあることに気が付いた。


　頭の中に、先ほど目にした音音の格好が再生される。あの制服に付いていたエンブレムは確か──


「何かね、鷹崎少尉」


「──はっ。お聞きしたいのですが、今閣下が着ていた制服は、我々が通うことになる学校のものですか？」


　駆真は、一瞬前まで用意していた命令拒きよ否ひの言葉を引っ込め、そんな質問を投げた。


「ああ、確かそのはずだが」


「……ならば、お受けいたします」


「──ッ！　ちょっと、鷹崎!?」


　槙奈が抗こう議ぎじみた声を上げてくる。


　しかし、駆真の耳には聞こえていない。当然だ。何しろ、今駆真の脳内には、蒼穹園中央都の地図──具体的に言えば、在紗の通う皓こう成せい大付属小付近の建物が展開されていたのだから。


　音音の着ていた制服。それは、小学校のすぐ隣にある、皓成大付属高校のものだったのである。








「……何コレ」


　槙奈が手にした小冊子をペラペラと捲めくりながら、顔の筋肉をぴくつかせた。


「閣下の随ずい伴はんをするにあたってのマニュアルだそうだ。閣下自らが監かん修しゆうしたらしい」


　駆真は無表情で文章を目に入れながら、槙奈の声に応えるように言葉を発した。


　本部庁舎の第三会議室には、鷹崎小隊と鳶一小隊、計十二名の騎き士したちが揃そろっていた。皆みな配布された小冊子に目を通し、苦く笑しようしたり呆れ返ったりと、思い思いの顔を作っている。


「…………」


　無言で、もう一度その文面に目を落とす。駆真は中学校を卒業してすぐ仕事を始めたので、高校には通ったことがなかったのである。正直、このような配はい慮りよはありがたかった。


　そしてその後、参考文ぶん献けんとして添てん付ぷされていた『絵里香のトキメキ☆ハイスクール』一～十五巻に手を伸のばすと、適当に目を通していった。


「……ふむ、高校生活というのはなかなかに難しそうだな。少し練習しておくか。──ええと？　登校時は以下の言葉を心中で唱える、か。


『わたし、岸きし本もと絵里香（自分の名前にすること）。


　十七歳の高校二年生。


　そんな花も恥はじらう乙おと女めなわたしだけど、今は制服のスカートを振ふり乱して走ってるの。


　しかも口には食べかけのトースト。


　あー！　こんな姿誰にも見られたくないっ！


　でも仕方ないの。


　だって、このままじゃ学校に遅ち刻こくしちゃいそうなんだもん！


「きゃー！　遅刻遅刻！」


　七月の暑さなんて気にしてられない。


　わたしは鞄かばんをぎゅっと握にぎって、さらにスピードを上げた。


　そんなとき。


「きゃっ」


「うわっ!?」


　曲がり角のところで、急に人ひと影かげが飛び出してきたの！』


　──そしてそこを偶ぐう然ぜん通りかかっていた転校生の少年とぶつかり、開かい脚きやくしつつ後方へ倒たおれ込む。そして『あいたたた……あ、危ないじゃない！』と叫さけび、少年に下着が見えていることを指し摘てきされ、スカートを押さえ込む……これは難易度が高すぎないか？　転校生が都合良く曲がり角から飛び出してくる確率など皆かい無むに等しいと思うのだが……」


「あ、あの……少尉？」


　無表情で少女小説の一節を読み上げる駆真に、鷹崎小隊の騎士・錐きり本もと美み栄はえが苦笑しながら話しかけてきた。


「なんだ」


「それは……さすがに閣下のジョークじゃないですか……？」


「……そうなのか？」


　小さく首を傾かしげ、駆真が小冊子を閉じかけると、今度は別方向から、いやに暑苦しい声こわ音ねが響ひびいてきた。


「いや！　そんなことないっすよッ！　元げん帥すい閣下ともあろうお方がそんな冗じよう談だんでマニュアルを作るはずありませんって！　というわけで駆真さん！　い、一回俺とそれ練習してみましょうッ！」


　髪かみを引ひっ詰つめにした若い男性隊員が、目に火を点ともしたかのような勢いで言ってくる。松まつ永なが衛えい二じ。ひと月前鷹崎小隊に入った新顔だ。何故か顔を赤く染め、鼻息を荒あらくしている。


「……まあ、いいだろう。──ではそこの机を曲がり角に見立てて向こうから走ってこい」


「はいッ！」


　衛二は力強くうなずくと、部屋の奥の方へと走っていった。何故か、周囲の騎士たちから呆あきれたようなため息が漏もれる。


　駆真は不思議そうにその様子を見回したあと、冊子を片手に軽く走り始めた。


「よし、来い」


「はい！　行きますッ！」


　広い会議室を走りながら、頭の中で呪じゆ文もんのように小説の一節を復唱する。──わたし、鷹崎駆真。十七歳の高校二年生。そんな花も恥じらう乙女なわたしだけど、今は制服のスカートを振り乱して走って──


　そこまでしか唱えていないところで、曲がり角に差し掛かかってしまった。


「──ッ」


「『うわあー』ッ！」


　衛二がわざとらしく声を上げ、何故か駆真に覆おおい被かぶさるように倒れ込んでくる。駆真は咄とつ嗟さに身を反らしてそれをかわすと、彼の腕うでをひねり上げて地面に押さえつけた。


「あ──っだだだだだッ！　ギブギブ！」


「──ぬ」


　駆真はハッとして手を離はなすと、姿勢を直して冊子を読み返した。


「……存外難しいぞ、これは」





　　　　　　　◇





　始業前の教室のざわめきが、耳に入っては抜けていく。


　音として鼓こ膜まくを震ふるわせてはいるのだが、ぼんやりとした意識が、それを情報として認にん識しきしてくれないのである。在紗は軽く自分の両りよう頰ほおを叩たたき、どうにか呆ほうけた頭を働かせた。授業が始まる前からこの調子では、学校に来ている意味がない。


　とはいえそれくらいでこの沈しずんだ気分が消えてくれるはずはなかった。深いため息を吐ついて机に突つっ伏ぷす。窓から降り注いでくる太陽の光がやけに眩まぶしかった。憂ゆう鬱うつの権ごん化げたる今の在紗が当たり続けていては、そう長くない時間で灰になってしまうと思えるほどに。


「…………うー」


　胃が痛む。恐おそらく精神的なものだろう。駆真に内ない緒しよで薬も飲んではいるが、効果はいまひとつのようだ。これのせいで最近は食しよく欲よくもあまりない。──一昨日おとといの夜など、大好物のハンバーグを残してしまったほどだ。


「…………」


　そのときの駆真の心配そうな顔を思い出し、申し訳ない気分になる。


「……やっぱり、ねえさまには話しておいた方がいいのかな……」


「何を？」


　その独り言に応えるように耳元で発せられた声に、在紗は肩かたを震わせて飛び起きた。


「うっいー。今日も絶不調ねアーリサー」


　机に伏ふせていた在紗の耳元に顔を置くためか、膝ひざを折って姿勢を低くしていたお下さげ髪がみの少女が、右手をピシッと掲かかげてやたら元気に挨あい拶さつしてくる。


「み、美須々……」


　在紗の声に応えるように、クラスメートの橙とう堂どう美須々がゆっくりと立ち上がる。


「どーしたのよアリサ。なんか暗いわね。なんて言うの？　アレよ、醱はつ酵こうしちゃいそう」


「あはは……さすがにそれはないと思うけど」


「わっかんないわよう？　気を付けないとカビくらいは生えてきちゃうかも」


　そう言って快活に笑い、背負っていた通学鞄を在紗の机の一つ前に位置する自分の席に置く。どうやら今登校してきたばかりのようだ。


　と、鞄を開けて教科書や筆記用具を机に移していた美須々が、「あ、そうだ」と呟つぶやき、手を止めて再び在紗の方に顔を向けてくる。


「今教室来るとき先生たちが話してるの聞いたんだけどさ、なんか今日、ウチのクラスに転入生が来るらしいわよ」


「転入生？」


「そ。珍めずらしいわよね。……ま、いい時期に来たと言えなくもないけどさ」


「……？　何かあったっけ？」


　在紗の言葉に、美須々が信じられないといった顔で反応する。


「なーに言ってんのよアリサ。今月、合同文化祭じゃないの」


「あ……」


　完全に忘れていた。隣となり合った敷しき地ちに位置する皓成大付属小・中・高は、毎年夏休み前のこの時期に、合同で文化祭を行うのである。


　……とはいえ主に催もよおし物ものをやるのは高校生で、小学生と中学生は一部の実行委員や係かかりの生徒などを除けば完全にお客さんだ。そのためほとんどの生徒にとってはただ純じゆん粋すいに遊べる素す晴ばらしいイベントなのである。


「『あ』じゃないわよ。しっかりしてよねー。今年はアリサも出し物に参加するんだから」


「え、いや……まだ承しよう諾だくしたわけじゃ……」


「この期ごに及およんで何言ってんのよー。ウチのクラスで……いや、小学校でアリサ以上に適任者なんていないんだから」


「で、でも……」


　在紗が言いよどんでいると、不意に始業を告げるチャイムが鳴った。


　すぐに、廊ろう下かの方から聞き慣れたサンダルの音が聞こえてくる。


「おっと……毎度毎度先生早いわねー」


　美須々が肩をすくめながら自分の椅い子すに腰こしを落ち着ける。周囲に散らばっていた生徒たちも、素早く席に着いていった。


　ほどなくして、六年三組担任の安あ倉くら善よし子こ教きよう諭ゆが教室に入ってくる。美須々以外にも転入生の存在を知っている生徒がいたのだろうか、平時よりも少し教室がざわついていた。何人か、廊下にいるであろう転入生を覗のぞこうとしてか、身を乗り出している者もいる。


　善子先生が教きよう卓たくの前に立ち、出席簿ぼを置いて教室を一望した。


　それに合わせるようにして、学級委員が声を上げる。


「起立。──礼、着席」


　生徒が一いつ斉せいに立ち上がり、頭を下げてから席に座る。先生はそれを満足そうに眺ながめてから口を開いた。


「みんなおはよう。──早さつ速そくだけど、今日はみんなに、新しいお友達を紹しよう介かいするわね」


　その言葉に、皆が「おおッ」と色めき立つ。


「はい、じゃあ入ってきて」


　善子先生が扉とびらの方に顔を向け、コミカルな仕草で手招きをした。


　……だが、その後いくら待っても、誰だれも入っては来ない。


「…………あれ？」


　教室が再びざわめき出す。さすがに先生も不ふ審しんに思ったのか、首を捻ひねって廊下に出た。


　そして数秒後、小こ柄がらな女の子の腕を引っ張って戻もどってくる。


「……なんか、暗そうなコね」


　美須々が少し身体からだを捻ってそう言ってくる。さすがに初対面の相手にそう言うのは失礼であるが……正直、在紗もほんの少しだけ美須々と似たような印象を持ってしまっていた。


　髪は小こ綺ぎ麗れいに整えられているのだが、猫ねこ背ぜ気味の姿勢のせいで前まえ髪がみが顔に影かげを作ってしまっている。しかも陰いん鬱うつそうに歪ゆがんだ目元には濃こい隈くまが浮うかび、口は小さなへの字に結ばれていた。肌はだは在紗には及ばないものの相当に生白く、見るからに不健康である。実際、動きやすそうな皓成小の夏服よりも、病院のベッドに臥ふせるためのパジャマの方がよく似合いそうな容よう貌ぼうだった。


「はい、じゃあ、自己紹介をして」


「…………」


　先生に促うながされるも、転入生は憂ゆう鬱うつそうに顔をうつむかせ、身体の前で組んだ手をもぞもぞと動かすばかりで、一向に喋しやべろうとはしなかった。


「……どうしたの？」


「…………」


「ええと……」


「…………」


　さすがに間が持たなくなったのか、先生が黒板に転入生の名前を書いていった。


「は、はい、佐さ藤とう沈しず音ねちゃんです。みんな、仲良くしてね！」


『はーいっ！』


　先生の声に応じ、六年三組の生徒たちが元気よく返事をする。


「じゃあ……そこ、空いてる席に座ってね」


「…………」


　沈音が、無言で示された方向──誰も座っていない、在紗の隣となりの席に視線を送る。


「げ。ここかー」


　在紗のすぐ前に座っていた美須々が、嫌いやそうに顔をしかめた。


「……そんなこと言っちゃ駄だ目めだよ、美須々」


「ぬ……、ん、ごめん。そうね」


　在紗が窘たしなめると、美須々は素直に謝ってばつが悪そうに頭をかいた。


　そんな様子を見ながら、沈音がゆっくり……というかふらつくような足取りで在紗の方に寄ってくる。


「……？　えと……なぁに？」


　在紗が首を傾かしげて問う。すると沈音は少し目を細め、鼻をヒクヒク動かして、匂においを嗅かぐように在紗に顔を近づけてきた。


「え……あ、あの……」


「ちょ、ちょっと、あんた何してんの？」


　後ろで美須々が怪け訝げんそうな顔をしているが、気にしている様子はない。まるで意識の中に在紗しか置いていないかのような感さえあった。
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　そして沈音はうつむかせていた顔をゆっくりと上げると、小さく、本当に小さく、在紗の方を向いて、初めて声を発した。


「……よろしく、お願いします」


「え──あ、う……うん。こちらこそ」


　在紗は椅子の上でのけぞった体勢のまま、困ったような笑え顔がおを作った。
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（──はい、じゃあ異存ある人、手を挙げてー）


　蒼そう穹きゆう園えん騎き士し団幹部会に突とつ然ぜん乱入してきた女は、ひとしきり喋ってから会議室中を見回してそう言った。


　見た目は幼い少女なのだが、何故なぜだろうか何年も年を経たかのような貫かん禄ろくと凄すご味みを滲にじませる不思議な女である。首に巻いた三つ編みと笑いボクロ、そして嫌いや味みなほど穏おだやかな笑みが印象的だった。


　──その日の幹部会では、次の蒼穹園騎士団団長を選定する会議が行われていた。


　十日ほど前、前団長・草くさ薙なぎ昌しよう玄げんが親族とともに事故で亡なくなった。分家筋は数多く残っているものの、この事故で、千年続いた草薙家の正統なる血は全すべて絶たたれたと言っていい。


　そのニュースは蒼穹園中を震しん撼かんさせたが──騎士団としてはいつまでもそれにかまけているわけにはいかなかった。すぐに次なる騎士団のトップを選定せねばならなかったのだ。


　そこで名前が挙がったのが、陸りく戦せん部ぶの田た沼ぬま正しよう之の助すけ大将であった。実戦経験はあまりなかったが、無難に、波風を立てずに仕事をこなす慎しん重ちような手しゆ腕わんが評価された。……それに何かと、幹部たちの覚えが良かったのである。


　しかし、ほぼ皆みなの考えがまとまりかけたところで、一人の少女が現れた。


　そして呆あつ気けにとられる騎士団幹部たちに、胸を張ってこう言った。私は草薙昌玄の一人ひとり娘むすめ、草薙音ね音おん。あなたたちに騎士団は任せられない。父の遺志を継つぎ、私がこの組織を治める、と。


　無む論ろんそんなものに納なつ得とくを示す幹部は一人もいなかった。


　しかし音音はその反応を笑っていなすと、幹部全員の手元にクリップで留められた書類を配り始めたのである。


　皆それに目を落とし──顔を真っ青に染めた。


　人間、誰しも叩たたけば埃ほこりは出るものだ。それが騎士団の幹部ともなればなおのことに。


　そんな埃をかき集めたものが、目の前に示されたのである。民間企き業ぎようとの癒ゆ着ちやくや親族の犯罪歴抹まつ消しよう、過去の女性問題に至るまで、思いつく限りの醜聞スキヤンダルが羅ら列れつされていた。公表されれば、現在の地位はおろか一生社会の表おもて舞ぶ台たいには立てないであろう代しろ物ものである。


　騒そう然ぜんとなる幹部たちを微ほほ笑えみながら見ていた音音は、次に会議室のプロジェクターを使ってある映像を流し始めた。


　圧あつ倒とう的てきな力で、画面中に展開した夥おびただしい数の空獣エアを鏖おう殺さつする音音の姿。


　その人じん智ちを超こえた力に、幹部たちは再び恐きよう怖ふした。


（どう？　文と武、どちらも申し分ないと自負しているけれど）


　そう言って笑う少女の顔は、何の冗じよう談だんでもなく恐おそろしい怪かい物ぶつにすら見えた。


　そして音音は手近に座っていた幹部の肩かたに手をかけると、最後にこう付け足した。


（これでも駄目っていうのなら、今すぐあなたたち全員の首を落として、新しい幹部会を作るわ。そこで信任されればいい話だものね）


　見え透いた脅おどし文句。


　しかしそれに文句を発することができる者は、その場に一人もいなかった。








「……小娘がッ」


　奥歯を嚙かみしめ、拳こぶしを握にぎりしめる。もう数年が過ぎたとはいえ、あのときの幹部会のことが、頭から消えたことはなかった。


　田沼正之助大将は髪かみの少なくなった額に汗あせをびっしり滲ませながら、苛いら立だたしげに机を叩いた。あの女さえいなければ、今蒼穹園の最高戦力の頂点に立っているのは自分だったのである。それを思うと、彼女への怒いかりは消えるどころかより強く燃え盛さかるばかりだった。


「──だが、まあ」


　田沼は汗を拭ぬぐうと、机の前に直立した瘦そう身しんの若い男に目をやった。


「ようやく機会が巡めぐってきた。……期待しているよ、斎さい木きくん」


「──は」


　斎木は教科書通りの見事な敬礼をして応こたえた。短く刈かった髪に細い面。一見するとあまり印象に残らないような容貌だが──それすらも、彼にとっては武器であろう。そう、たとえば……人混みに紛まぎれて相手に毒を打ち込むときなどは。


　田沼はいやらしい笑みを浮かべた。


　武力でも知力でも魅み力りよくでも敵かなわぬであろう敵を相手取らねばならなかった人間は、歴史上何人もいるだろう。それらの人間が好んで使った迅じん速そくかつ確実な方法とは何か。答えは単純明快──暗殺だ。


　田沼の腹心である斎さい木き恒つね明あきは、騎士団一の暗殺者であるといっていい。空獣エアよりも人を殺す技わざに長たけた者──鷹たか崎さき駆かる真まなどの英えい雄ゆうたちのように表舞台で華か麗れいに活かつ躍やくすることはないが、騎士団には、彼女らの扱あつかいきれない案件を秘ひ密みつ裏りに処理する、もう一つの武力が存在するのである。その最さい高こう峰ほうが斎木と、彼の指揮する小隊であった。


　表向きの所属は本部庁舎資料室勤務の事務員である。それゆえ、彼らの正体を知る者は騎士団内でもほんの僅わずかしかいなかった。


「既すでに皓こう成せい大付属高には私の部下を潜せん入にゆうさせています。万に一つも失敗はあり得ません」


「ふふ、よろしい。──だが万に一つくらいでは安心できんな。相手はあの化け物だ。億に一つ、兆に一つの可能性すら残さぬようにな」


「は」


　信しん頼らいする部下の自信に溢あふれた返事を聞いて、田沼は機き嫌げん良さそうに笑った。


　音音も予想だにするまい。まさか騎士団の裏の力が、己おのれの身に襲おそいかかるなど。


「あいつさえ消えれば、晴れて私が騎士団長だ。蒼穹園の最高戦力を統すべる者だ……ッ」


　生まれながらに欲が深く、しかも旧貴族の家いえ柄がらに生まれたためそれを抑よく圧あつされることもなく育てられた田沼には、一時は手にしかけた最高の権力を諦あきらめることがどうしてもできなかったのである。しかも自分の孫ほども歳の離はなれた娘に容易たやすくその座を奪われたというのだから、彼の肥大しきった自尊心が受けたダメージは計り知れない。


　いつしか彼は音音の寝ね首くびをどうかくかだけを考えて日々を過ごすようになっていた。騎士団長になって国民を守りたいとか、国を良くしようとか、そんな崇すう高こうな願望などは持ち合わせていない。ただただあの女が憎にくく、ただただ一番偉えらくなりたい、そんな幼よう稚ちな思考が、彼の無む駄だにアグレッシヴな行動の根源だった。


「今しかない。常に騎士に護られたあの女が自ら外に出てくれるなど、願ってもないチャンスだ。これを天運と呼ばずになんと言う。神も言っているのさ、私こそが蒼穹園の騎士団を統べるに相応ふさわしい器うつわと。──如何いかに強大な力を持っているとはいえ、あの女も人間である以上、死がないわけではない。一発の銃じゆう弾だん、一いつ滴てきの毒薬で歴史が変わることなど、今までもざらにあったろう」


　あの不ふ遜そんな女が倒たおれ伏ふす様を想像し、田沼はさらに笑みを濃こくした。


「必ず成功させてくれたまえ。任務成功の暁あかつきには、君にもそれなりのポストを用意しよう」


「は。光栄であります」


「──では、よろしく頼たのんだよ」


「は」


　斎木はもう一度敬礼をしてからゆっくりとした足取りで扉とびらに向かって歩いていった。


　と、斎木が扉に手をかけようとした瞬しゆん間かん、田沼の机の脇わきにある小さな電子パネルから、来客を知らせるブザーが鳴り響ひびいた。


「誰だれかね」


『佐さ間ま岡おかです』


「……入ってくれ」


　田沼が応えると同時、執しつ務む室に巨きよ漢かんが入ってきた。長年戦場で鍛きたえ上げられたことを思わせる頑がん強きような身体からだつきに、威い厳げんに溢れた顔。確か階級は田沼の二つ下であったが、二人並んでいると彼の方が上官に見られることも多かった。


「ん……？」


　田沼は違い和わ感かんに首を捻ひねった。部屋に入ってきた佐間岡少将は、その大きな身体の至るところに包帯や湿しつ布ぷを貼はり付けていたのである。確かにこめかみの大きな裂れつ傷しようをはじめとして、佐間岡は全身に幾いくつもの傷を持っていた。だがそれらは全て古傷。今になって治ち療りようをせねばならないようなものはなかったはずだ。


　佐間岡も田沼のそんな視線に気づいてはいたようだが、それに答えるよりも先に、自らの進行方向に立っていた瘦身の男に目を向けていた。


「──では、失礼します」


　佐間岡の視線を浴びながら、斎木がまたも律りち儀ぎに敬礼をして部屋を出ていく。佐間岡はしばらくその背を目で追ったあと、ようやく田沼の方に顔を戻もどしてきた。


「……どうしたんだね、その傷は」


「はは……いやなに、元げん帥すい閣下にじゃれつかれましてな」


　思いもかけず元帥の名が登場して、不意に心臓が跳はね上がる。


「そ、そうかね……それはまた、気の毒に……」


「〈城しろ〉の件で、裏で色々と用意をしていたのがバレまして。いや、閣下に隠かくし事ごとはできませんなあ、はっはっは」


「そ……そそそそ、そう、だねえ……」


　佐間岡に合わせて笑ってみせるが……やけに喉のどが渇かわいていくことだけが自覚できた。


　が……すぐに思い直す。そこまで手ひどくやられたのであれば、彼の元帥への不満も高まっているのではあるまいか、と考えたのである。


　幹部会とて一枚岩ではない。大きく分ければ旧来の体制を維い持じしようとする田沼派と、比ひ較かく的てき若い面子メンツで構成される草薙派が存在するのである。草薙派の中でも発言力のある佐間岡を取り込むことができれば、音音亡きあとも何かとことが運びやすいだろう。


「……まったく、閣下にも困ったものだな。そのような理由で部下に暴力を振ふるうなどけしからんことだ。君もそう思わんかね、佐間岡くん」


「はっはっは。いやいや、昔前線にいた頃に比べればこれくらいは何とも。酷ひどいときなど上官に、虫歯が疼うずくからといって殴なぐられましたよ」


「それはまた理り不ふ尽じんな……」


「階級が逆転したあとに同じ理由で殴ってやりましたがね。いやまあ生まれてこの方虫歯を作ったことがないのが自じ慢まんなのですが」


　言って、またも豪ごう快かいに笑ってみせる。──田沼は嘆たん息そくした。この男、これくらいでは応えないようだ。


「ああ、そうそう。この書類にサインをお願いできますでしょうか」


「あ──ああ、もちろん」


　佐間岡が、小こ脇わきに抱かかえていた書類を机の上に置いてくる。田沼は小さく指を震ふるわせながらそれにサインをした。


「ありがとうございます。では」


　佐間岡が敬礼をして踵きびすを返す。──が、扉の前で立ち止まったかと思うと、ちらりと田沼の方に目をやってきた。


「そういえば先刻この部屋にいた男──斎木恒明中ちゆう尉いでしたかな」


「──っ、そ、そうだが……何か？」


「昔、うちの隊にいたことがありましてな。空戦の方は……まあ、これといって見るところのない男なのですが、何と言いましょうか……汚れ仕事が非常に上手うまい男でして」


「ほ……ほう……？」


　全身の毛穴が開くような感覚。田沼は机に隠れている脚あしがガタガタと震えるのが自覚できた。──この男、もしや気づいているのでは……ッ!?


「そ、それがどうかしたかね……？」


「いえ。少し思い出しただけですよ。はっはっは」


「は……ははは」


　大きな背中が扉の外に出るのを確かく認にんしてから、田沼は深く息を吐はいた。





　　　　　　　◇





　蒼穹園中央都に位置する皓成大付属高校は、創立百年を超える名門私立校である。


　かつて貴族の子し弟ていたちのための高等教育の場として開かれた学校には、貴族制が廃はい止しされた現在でも、名家の子息子女たちが数多く在ざい籍せきしている。中央都内に存在する高等学校の中でも有数の敷しき地ち面積と充じゆう実じつした設備を誇ほこり、隣りん接せつする付属中学校、小学校も含ふくめれば、その広さは街の一区画を優に超こえると言われている。


　──そんな一流校の廊ろう下かに、奇き妙みような集団が並んで立っていた。


　東校舎の三階、二年七組の教室の前で、皓成大付属高の夏服を着込んだ七人の少女たちが、それぞれ緊きん張ちようとか、微び細さいな興奮とか……あるいは沈しずみ込みそうなローテンションとかを纏まとわせながら小声で会話を交かわしている。


　教室の中では既にホームルームが始まっていた。今ちょうど教きよう諭ゆが、彼女ら特とく別べつ聴ちよう講こう生せいのことを説明しているところだろう。


「うふふ、楽しみねえ」


　もっとも機嫌が良さそうなのは、無論草薙音音元帥であった。今がホームルームの時間中でなければ、スキップして鼻歌でも歌っていたかもしれない。冗じよう談だん抜ぬきでそう思えるほどに、彼女の表情は楽しげだった。


「……千ち恵え子こ、あなた高校って普ふ通つう科かだったっけ？」


「あ、はい。……公立ですけど」


「それでもマシよ……私騎き士し学校出だから、高校って通ってないのよね。大だい丈じよう夫ぶかしら」


「そんなに気張らなくても……と言いたいところですけど、なにぶんこんな凄すごいとこには通ったことがないものでなんとも……」


　その横に続くのは、鳶とび一いち槙まき奈なとその副官、影かげ井い千恵子である。


　そしてその横に、駆真の部下である鷹崎小隊の三人娘、鎧よろい塚づかサキ、錐きり本もと美み栄はえ、鉤かぎ野のかほるが続く。サキと美栄はなんだかんだでこの状じよう況きようを楽しんでいるようだったが、何故なぜかかほるは重く沈んだ顔を構築していた。


「か……かほるさん、どうしたんですか、さっきから」


「そーよー、何拗すねてんのよー」


　美栄とサキが左右から問うと、かほるはようやく眼鏡めがねの位置を直しながら顔を上げた。
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「……閣下に随ずい伴はんするのって、十代の騎士だけのはずよね……？　だから三み谷や原はら曹そう長ちようも、お二人以外の鳶一小隊の人たちも、みんな外部警備に回ってるのよね……？」


「え、ええ。そのはずですけど……」


　美栄が頰ほおに汗あせを滲にじませながら返すと、かほるは頭を抱えてうなった。


「……私も一応、ハタチ超えてるんだけど」


「あ……」


「あはは、そーいやそーねー。まーいいんじゃない？　若く見られてんだしー」


　かほるとは対照的に、上背のあるサキが笑いながら言う。かほるは首を上に向けてキッと目を鋭するどくした。


「よくないわよ……っ！　バスとかに乗るとき子供料金でいいんだよって言われる悲しみがあんたに分かってたまるもんですか」


「あー、そりゃ分かんないなー」


　またも脳天気にサキが笑う。かほるはもう何を言っても無駄と悟さとったのか、憮ぶ然ぜんとした様子で顔を前に戻した。


「…………」


　駆真はずしりと重たい鞄かばんを手に提さげながら、そんな集団の最さい後こう尾びに控ひかえていた。頻ひん繁ぱんに廊下の様子と窓の外に見える景色を確認し、頭の中に展開された学校近辺の地図と、今現在自分のいる位置を照らし合わせていく。


「……よし、予想通りの位置だな」


　そうこうしているうちに、どうやら教諭の説明が終わったようだった。教室の中から、「では入ってきてください」という声が聞こえてくる。


「よし、じゃあ行きましょうか」


　そう言って、音音が教室に入っていった。それに続き、駆真たちも順に入室していく。


　瞬間──


『おおおおおおおおおおおおおおおおおおおおッ！』


　壁かべを揺ゆらし窓を震わせる大だい歓かん声せいが、教室を包み込んだ。


「え──」


　呆あつ気けにとられた誰かの声が、すぐに歓声の波に呑のまれて消えていく。


「すっげえぇぇぇぇぇぇぇぇ！　本物だ本物だッ！　写メ撮とれ写メ！」　


「きゃー！　可愛かわいいぃぃー！　ていうか鷹崎さんすっごい肌はだ白ーい！」


「よく！　よく我が七組に来てくださいました閣下！」


「閣下！　閣下！　閣下！　閣下！」


「駆真様！　駆真様！　是ぜ非ひ私のお姉さまに！　スール的な意味で！」


　……駆真たちは、自分たちの人気を甘く見ていたことを痛感した。


　空の支配者・空獣エアを狩かる蒼穹園騎士団の騎士たちは国民の英えい雄ゆうである。若くしてその頂点に立つ音音や、空戦部のエースである駆真は、下手へたな芸能人やスポーツ選手などよりも知名度が高いのだ。


「……ったく、どこが名門校よ。普ふ通つうのうるさい高校生じゃない」


「まあ、仕方ないんじゃないですか？　昔ほど規則でガチガチじゃないでしょうし、閣下や鷹崎少しよう尉いの人気は凄いですし」


　千恵子にそう言われながらも槙奈は少々面おも白しろくなさそうな顔をしていたが、「鳶一さーん！」という声を聞いた瞬しゆん間かんに、少し顔を赤くして、嬉うれしいんだけど喜ぶのも大人げない、みたいなムズムズした表情を作っていた。


「こらこら、静かにしなさい」


　初老の男性教諭が生徒をなだめ、騎士たちに自己紹しよう介かいをするよう促うながしてくる。未いまだ生徒たちはざわついていたが、自己紹介を聞き逃のがさないためにか、一いつ斉せいに音量を下げた。


「じゃあ、私からいかせてもらおうかしら」


　一歩前に出たのは、やはり音音だった。


「蒼穹園騎士団から来た、草薙音音です。趣しゆ味みはお昼ひる寝ね。好きな食べ物はういろう。今まで学校に通ったことがないので、すっごく楽しみです。みんな、仲良くしてね！」


　言って、どこで覚えたのか、一世代前のアイドルのようなポーズをキメてみせる。同時、再び歓声と拍はく手しゆが湧わき起こった。


「じゃあ次、槙奈よ」


「あ──はい」


　そして次々と仲間が自己紹介をしていく中、駆真は一人目を細め、教室の立地と席の配置を確認していた。


　──やはり窓まど際ぎわがベストか。位置的に見て……一番後ろの席が最高だ。欲よくを言えばもう少しだけ建物自体の高さが低ければ良かったのだが、これ以上望むのは贅ぜい沢たくというものだろう。よし、あとはどうにかして──


　と、思考の途と中ちゆうで肩かたを叩たたかれる。どうやら自己紹介を終えた美栄が駆真の番を知らせてくれたらしい。駆真は音音とは対照的にぴくりとも表情を変えず足を踏ふみ出すと、


「鷹崎駆真です」


　そう言って、すぐに元の位置に戻もどった。


「ええと……それだけですか？」


「はい」


　教諭が訊きいてくるのに短く答える。


「そ、そう。……えーと、じゃあ皆みなさん、空いてる席に適当に座っちゃってください」


　きっぱりと返された教諭は、苦く笑しようしながらもそう言って規則的に並ぶ机の方を指さした。ちょうど教きよう卓たくの前辺りのスペースがくり貫ぬかれたように空けられている。


　騎士たちは音音を中心に据すえるように席に座っていったのだが──


「…………」


　駆真だけは目を鋭く研とぎ澄すますと、無言で窓際最後列に座った男子生徒のもとに歩き、ずいっと顔を近づけた。


「な、何ですか？」


　くぐもったような声で男子生徒が言ってくる。額にはうっすらと汗が浮うかび、頰には朱しゆがさしている。どうやら駆真に顔を近づけられて照れているらしい。実際、駆真の行動に気づいた生徒たちが後方で何やら騒さわぎ始めていた。時折男子生徒に対する野次や罵ば声せいらしきものも飛んでくる。


　しかし駆真は意に介かいさずに唇くちびるを開いた。


「……君、視力はいくつだ」


「え……？　ええと、一応両目とも二・〇ですけど……」


「そうか。なら今日から〇・二になれ」


「は……？　ど、どういう……」


　駆真はさらに男子生徒に身体からだを密着させると、他の生徒からは見えないように小さなスプレーボトルをちらつかせた。後方から、悲鳴じみた声が響ひびいてくる。


「特別製の催さい涙るいスプレーだ。死ぬよりも辛つらい粘ねん膜まくの痛みがおよそ十時間は続き、その後もまともにものが見られなくなる。後こう遺い症しようで視力は十分の一に低下し、最悪の場合失明する可能性もあるそうだ」


　そこまで言ってようやく、男子生徒も状況を理解したようだった。息の詰つまるような音を喉のどから出し、顔を真っ青に染める。


「え……え……ッ？」


「それで……？　君の視力はいくつだったかな」


「れ……〇・二……です」


「賢けん明めいな判断だ」


　駆真は男子生徒の身体を突つき放すようにして姿勢を戻すと、教諭の方に顔を向けた。無論その際、男子生徒の目の前に仰ぎよう々ぎようしく掲かかげていたデオドラントスプレーのボトルもポケットにしまい込んでいる。


「先生。彼、視力が悪いそうなので席を替かわってあげても構いませんか」


「え……？　ああ、別に構いませんが……細ほそ川かわくん、君、目よくなかったっけ？」


「い、今悪くなりました……」


　男子生徒は異様な素早さで荷物を纏めると、逃にげるように教卓の前へと走っていった。


「よし」


　駆真は重い荷物を机に落ち着けると、ようやく席に着いた。すぐに鞄の口を開き、中に詰めていたものを順に取り出していく。と。


「やあ、鷹崎駆真さんだよね？　よろしく」


　隣となりの席に座った男が、やたら爽さわやかな笑えみを浮かべながら話しかけてきた。すらりとした長身に甘いマスク。唇からこぼれる白い歯は、陽光を反射して輝かがやいている。夏場だというのに何故か白い詰め襟えりを着ていた。


「僕は瑠る璃りヶが崎さき美み奈な斗と。この学校の生徒会長をやっているんだ。部活はサッカー部で、一応レギュラー……っていうか、うん、エースなんて呼ぶ人もいるかなあ、ははは。生徒会との両立は大変だけどさ、まあなんとかやってるって感じかな」


「…………」


　駆真は鞄から取り出した高倍率双そう眼がん鏡きようとそのスタンドを取り出すと、慣れた調子で窓まど枠わくに設置していった。


「あ、来たばっかりだから教科書とか持ってないよね？　でも安心して。僕のを見せてあげるからさ。え？　ううん、いいんだよお礼なんて。僕たちクラスメートじゃないか」


「…………」


　そして次に、トランシーバーのような機械とヘッドフォンを取り出し、接続する。


「そうそう、僕のパパ、ちょっとした会社やってるんだけど、聞いたことないかな？　ラピス・ラズリってブランドの──」


「黙だまれ」


　さすがに鬱うつ陶とうしくなってきたので、視線すら動かさずにそう言う。


「え……？　ええと……はは、ゴメン、よく聞こえ」


「黙らせてやろうか。物理的に」


「す、すいませんでした……」


　ナントカ崎ナントカとかいう男が、ようやく黙る。


「……よし、これで大だい丈じよう夫ぶだろう」


　それとほぼ同時に、駆真は手元の機器を全すべて設置し終えた。


「……鷹崎さん？　それ、なんですか？」


「お気になさらず。少々やらねばならぬことがありまして」


　不思議そうに訊きいてくる教きよう諭ゆに、自信満々の調子で返す。


　騎き士しにそう言われては教諭も納なつ得とくせざるを得ないのだろう、まだ何やら気にしている様子だったが、とりあえず何も言ってこなくなった。


「…………」


　駆真は窓を開くと、トランシーバーのような機械──在あり紗さの制服の襟に取り付けた盗とう聴ちよう器きの受信機から延びるヘッドフォンを片耳に当てながら、窓枠にしっかりと設置された高倍率双眼鏡を覗のぞき込んだ。倍率の高い双眼鏡は、きちんと設置してやらないと、手ブレが酷ひどくて見られたものではないのである。


　駆真の視線の先──教室の窓の外のそう遠くない位置には、高校の校舎と似たような建物が確かく認にんできた。その中の窓の一つに狙ねらいを絞しぼり、さらに倍率を上げる。


　そこには、白い髪かみと肌を持つ可か憐れんな少女が映り込んでいた。


『──、…………が、──、でも、美み須す々ず──』


　タイミング良く、ヘッドフォンからも音声が流れ始める。


　駆真の最愛の姪めい、鷹崎在紗。


　この席は、在紗のことを見守るのに、最適のポジションだったのである。








「なんで……」


　皓成大付属高校、二年一組の教室で、学生服を着込んだ松まつ永なが衛えい二じは両手をわななかせながら椅い子すに座っていた。


「なんで俺だけ別のクラスなんだぁぁぁぁぁぁぁぁぁッ！」


　たまらず、叫さけぶ。衛二の年ねん齢れいは十八歳。ゆえに駆真たちと同じように音音のサポート役として学校に派は遣けんされたのだが、何の手て違ちがいか、一人だけ別のクラスに配属されてしまったのである。


「こら松永くん、静かになさい」


「あ……は、はい、スンマセン……」


「まったく、特別聴ちよう講こう生せいだからって気を抜いていては駄だ目めよ。あなたもその制服を、校章を身につけた以上、伝統ある皓成大付属の生徒なんですからね？」


「き、肝きもに銘めいじます……」


　衛二は肩をすぼませて、大人しく椅子に座り直した。





　　　　　　　◇





　皓成大付属小六年三組の教室には今、転入生・佐さ藤とう沈しず音ねの机を中心に人だかりができていた。


「凄すごいね……」


「そーね。ま……仕方ないといえば仕方ないんだろうけど」


　そう困り顔で呟つぶやくのは、教室の前の方に移動した在紗と美須々であった。二人の席は沈音の席のすぐ近くにあるため、今は人の波に呑のまれてしまっているのである。


「なんなのあの子、めっちゃ頭良いじゃない。在紗と同じくらい？」


「い、いや……私よりずっと凄いと思うけど……」


　そう、ただでさえ珍めずらしい転入生ということで注目を集めていた上、沈音は一時間目の理科では空獣エアの等級や浮ふ遊ゆう効率について事細かに説明してみせ、二時間目の社会では、歴史研究家でも知らないような近代史の裏事情を語り、三時間目の算数では、見たこともない公式をすらすらと解いていったのである。目立ちもしようというものだ。しかし──


「ねえねえ佐藤さん！　あんなのドコで習ったの!?」


「すっげ、何だよ今の。テキトーに言ってたんじゃねーのか？」


「空獣エア博士？　空獣エア博士なんだ？」


　沈音はそんな集中砲ほう火かに顔を赤くして黙り込んでしまっているようだった。そして何故か、在紗の方に助けを求めるような視線を送ってきている。


「そういえば、あの子授業中もずっとアリサのこと見てたわね。なんでだろ」


「……分かんない」


　そう、沈音は一時間目からずっと、先生の質問に答えるとき以外は、ノートを立てて顔を隠かくしながら、在紗の方をじ──っと見つめてきていたのである。


「昔どっかで会ったことあるとか？　低学年の頃引っ越こししてった友達とかいない？」


「いないことはないけど……」


「じゃあ幼よう稚ち園えん」


「どうだったかな……」


「じゃあ前世」


「……美須々は覚えてるの？」


「昔占うらなってもらったら、鳥インフルエンザにかかって死んだ九官鳥って言われたわ。最さい期ごの言葉は『ダイジョウブ、アノ人ハ夜マデ帰ッテコナイカラ。ネエ……イイデショ？』だったそうよ。そのせいで飼い主夫婦離り婚こんしちゃったらしいわ」


「……そうなんだ」


　在紗は頰ほおに汗あせをひとすじ垂らしながら苦く笑しようした。


　そうこうしている間も、沈音の周囲は賑にぎやかにざわめいていた。中心にいる沈音が困ったように眉まゆを八の字にしている。


「おーうおう、人気者ねえ」


「……うん。でも、なんか困ってるみたい」


　美須々の言葉に、在紗は眉を下げる。在紗もあのように注目の的になるのは苦手なので、少々沈音に同情する気持ちがあった。


「──仕方ないわねえ」


　すると美須々は沈音の周りに群がったクラスメートたちをかき分けて沈音のもとに辿たどり着くと、その肩かたに手を置いて高らかに宣言した。


「ええい、控ひかえい控えい！　頭ずが高いぞぬしら！」


「な……、なんだよ橙とう堂どう。邪じや魔ますんなよ」


　美須々に押しのけられた男子が不満そうに口を突き出す。しかし美須々は意に介かいさず、自信ありげな態度で続けた。


「悪いけどこの子先約があるのー。ねーアリサー」


「え……っ？」


　いきなり話を振ふられた在紗は驚おどろいた声を上げるが……美須々の分かりやすすぎるアイコンタクトに気づき（右目だけ恐おそろしい速さで瞬まばたきをしていた）、すぐに首を前に倒たおした。


「な、なんだよそれー。俺たちだって転入生と話してーよ」


「ふふ、がっつく男はモテないわよん。授業中からずっと目と目で語り合っていたアリサに一番を譲ゆずるのは当然でしょ」


　言うと、美須々は沈音の手を引いて、在紗の目の前に突き出してきた。そしてクラスメートたちの方に向き直ると、


「はい、んじゃ質問したい子は順に並んで並んでー。……ほら、一番の人、質問質問」


「え……あ、うん」


　美須々に促うながされ、在紗は姿勢を正した。別に質問などないのだが……せっかく美須々が場を収めてくれたのだ。


「え、ええと……ご趣しゆ味みは」


「……お見合いじゃないんだから」


　半眼でうめく美須々。しかし沈音は静かに顔を上げると、


「…………パソコン、とか」


　小さな声で、そう言った。


「あ……そうなんだ。すごいね、私あんまり機械とか得意じゃないから羨うらやましいな」


　在紗が微ほほ笑えみながら言うと、沈音はまたも頰を赤くして顔をうつむかせた。





　　　　　　　◇





「……えへぇ～」


　駆真は左耳から聞こえてくる音声と、双そう眼がん鏡きよう越ごしに見える小学校の教室の風景に神経を集中させながら、顔をだらしなく崩くずした。


　やはり在紗は可愛かわいい。可愛すぎる。どないせーっちゅーねんと何の脈みやく絡らくもなく西部方言が出てしまうほど可愛すぎる。天地あまねく見み渡わたしたとしても敵かなう者がいないほど可愛すぎる。まさにミス・パーフェクト。世界中が恋こいする少女。蒼穹園結けつ婚こんしたい女性ナンバーワン。でも結婚したいと言った男は駆真が思いつく限りのむごたらしい方法で皆みな殺ごろし。言わなかった男は在紗の素す晴ばらしさが分かるまで瞼まぶたが閉じないよう器具で固定した上で、駆真が撮とりためた在紗成長記録をノンストップで視し聴ちようさせる。駆真はそんなことを思いながら、恍こう惚こつとした表情をさらに緩ゆるめた。


　小学校の教室では、在紗と見知らぬ少女が向かい合って話していた。話の内容から察するに、どうやら転入生らしい。


　──それにしても「ご趣味は」って。ヤバイでしょそれ。破は壊かい力ありすぎでしょ。なんでそんなにキュートな仕草でそんなにラブリーな言葉を吐はけるワケ？　教えておくれよマイ・エンジェーぅ。このままじゃ私、鼻血ダムの大だい決けつ壊かいという局地的大災害によって失血死しちまうぜい？　こんな事態に備えて昨日ほうれん草とレバー食べまくってきたけど、多分許容量超こえちまうぜい？


　しかし。駆真はとろけていた表情をすっと真顔に戻もどした。


「…………」


　やはり……何か違い和わ感かんがある。駆真以外には分からない小さな小さな異常かもしれないが、在紗の声がいつもと違う気がするのである。


「────き」


「……在紗を神経質にさせる理由、か……」


「──か──崎っ──」


　改めて考えてみても、「これだ！」という状じよう況きようが思い浮うかばない。駆真は難しげにうなって手をあごの辺りに当て──


「──鷹崎っ！」


「…………っ？」


　名を呼ばれ、我に返る。目を双そう眼がん鏡きようから外すと、机の前に不ふ機き嫌げんそうに腕うで組ぐみした槙奈が立っているのがわかった。


「……なんだ、鳶一。授業中に立ち歩くな」


「授業なんてもう終わったわよ。それにすら気づいてなかったワケ？」


　駆真は首を回して辺りを見回した。確かに槙奈の言うとおり教きよう諭ゆはもうおらず、生徒たちも自由に立ち歩いている。


「……それで、何の用だ？」


　視線を槙奈の方に移し、問う。無論、左耳にはヘッドフォンを押し当てたまま。


「この子たちが、あんたに話あるんだってさ」


　言いながら、槙奈が後ろに控えた数名の女子生徒を指で示す。皆みな少し興奮した様子で頰を桜色に染めていた。


「あ、あの、鷹崎さん。ええとね、うちの学校文化祭早くて、夏休み前にやるのね。それで、もしよかったら参加してくれないかなあって」


「文化祭……それは──」


　言いかけて、駆真は目を見開いた。


『あのさ、鷹崎さん……文化祭のことなんだけど』


　耳に押し当てていたヘッドフォンの先から、まったく同じ単語が聞こえてきたのである。


「どうしたの、鷹崎さん？」


「──いや、何でもない。続けてくれ」


「そ、そう？　じゃあ続けるけど……」


　左耳から聞こえてくる情報に意識を集中させながらも、脳の片かた隅すみで右耳からの言葉を処理する。無論そんな器用な真似まねはそう簡単にできはしないのだが──


「うち毎年文化祭でミスコンやるのよ、ミス皓成。私実行委員なんだけど、もし鷹崎さん出てくれたら盛り上がるんだけどなー、なんて……」


『やっぱお願いできないかなあ、ミス皓成の小学生の部。鷹崎さんしかいないのよー』


　──二方向から聞こえてくる台詞せりふの内容がほぼ同じというのなら、不可能ではない。


「…………ミスコン、だと？」


　どちらかといえばそれは左耳──小学校での会話に向けた問いかけだった。しかし目の前に立っている女子生徒たちは自分たちへの質問だと思ったのだろう。難しげな顔をした駆真に、少し焦あせったような様子で手を振ってきた。


「あ、べ、別に無理にとは。でも、鷹崎さんだったら優勝間ま違ちがいないだろうなーって……」


　と、駆真が答えるより早く、何故か槙奈がその少女の肩をがっしりと摑つかんだ。


「……ちょっと、そんな話だったの？」


「え……う、うん。駄だ目めだった……？」


「なんで鷹崎だけ誘さそって私誘わないのよ。こいつが出るなら私も出るわ！　いいわね!?」


「え──あ、うん、大だい丈じよう夫ぶだけど……」


　女子生徒は困こん惑わく気味に苦笑しながら首を縦に振った。と、槙奈の参戦が決定したところで、横からもう一つ、声が割り込んでくる。


「楽しそうね、何の話？」


　いつの間にやら、取り巻きを引き連れながらそこに立っていた音音が、興味深そうに目を輝かがやかせて訊きいてきたのである。駆真はヘッドフォンを押さえたままそちらに顔を向けた。


「──はい、文化祭の……」


　と、ミスコンの参加依い頼らいのことを話そうとした駆真の口を、急に槙奈が押さえつけた。


「……っ、わ、私から説明しましょう！　あ、あれですよ。文化祭でやるクラスの催もよおし物ものとかの話をしてたんですよ！」


　その際小さな声で「……強敵が増えるのは勘かん弁べんよ」と言っていた気がするが、駆真は特に気にしなかった。煩わずらわしい説明を代わってくれるなら大だい歓かん迎げいである。


「へえ！　文化祭！　いいわねえ、楽しそう。どんなことやるの？」


「え……？　あーっと……それは……」


　槙奈が乾かわいた笑いを浮かべながら、実行委員の生徒に視線を送る。──ただし、「余計なことは言うなよ？」という意志が、隣となりで見ているだけの駆真にも感じられるほどの鋭するどい眼まな差ざしだ。


「え……えーっと、ウチのクラスはたい焼き屋さんですね。他ほかにもいろんな出し物があって……あ、そうそう、毎年後夜祭では裏の森で肝きも試だめし大会もやるんですよ。高校生が脅おどかし役で、小中学生が参加するんです。それに──」


　槙奈の眼光に射すくめられ、額に汗を滲にじませながら、実行委員の女子生徒はどうにかミスコンの話題に触ふれぬよう文化祭の説明をしていった。


「ふうん、いいわねえ。あ、その肝試し、私お化け役やりたいなあ。ほら、装そう着ちやく型がたの天てん駆く機き関かん使えば、本当に空飛んでるお化けができるじゃない。駆真と槙奈もやりましょうよ！」


　……だが、やはりそれでも音音はしっかりと食いついた。駆真と槙奈は曖あい昧まいな返事をしてその場をやり過ごす。


　と、次いで音音は小さく首を傾かしげると、駆真の机の上にあった双眼鏡を指さした。


「駆真、何それ」


「双眼鏡です」


「何でそんなものを？」


「小学校に姪めいが通っていまして」


　明らかに因果関係不足根こん拠きよ不足な説明に、しかし音音はうなずいてみせた。


「へえ。どれどれ？　見てみてもいい？」


「構いませんが」


　しかし音音は双眼鏡には手を触れず、窓の方に顔を向けて目を細めた。


「……それで見えるのですか？」


「ええ、もちろん。──それで、どの子？」


　駆真は心中で「凄すさまじいな」と呟つぶやき、自分も双眼鏡を覗のぞき込んだ。


「あの、白い髪かみの女の子です」


「……ああ、いたいた。へえ！　可愛いじゃない！」


「そうでしょうそうでしょう。さすが音音ちゃんお目が確かだ」


「でも……ふふっ」


　と、音音が小さな笑い声を発する。


「向かいに座った女の子……彼女も可愛いと思わない？」


　在紗の前には、目に隈くまを作った暗そうな女の子が座っている。確か転入生の佐藤沈音だ。


「そうでしょうか」


「ええ。とっても個性的で私好み。食べちゃいたいくらい」


「…………？」


　駆真は不ふ審しんそうに音音の顔を見上げた。──にこやかな微び笑しようはいつも通りなのだが、何故なぜだろうか、盛せい大だいに笑い出してしまいそうなのを堪こらえているかのような表情に見えた。


　しかし音音はすぐに平時の調子に戻ると、何かを思い出したように手を打ち、指を一本ピンと立てた。


「──ああ、そうそう。なんかね、教室のすぐ近くにジュースの自動販はん売ばい機きがあるらしいの。まだ授業まで時間あるし、ちょっと行ってみましょうよ」


　言って、どこか興奮した様子で駆真と槙奈の手を引いてくる。


「──っ」


　在紗の様子を見ておきたいのだが──そんな考えが頭を過よぎる前に、一気にぐいっと身体からだが引っ張られ、半ば無理矢理立ち上がらされた。


「さ、行きましょ」


　音音は驚おどろく駆真と槙奈、それに他の騎き士し団員を全員引き連れて、軽かろやかな足取りでもって教室を出ていった。


　廊ろう下かには、教室内よりも大勢の生徒がひしめいている。皆、音音や駆真のことを見に来た生徒なのだろう。


「ええと、こっちって言ってたかしら」


　しかし音音はそんなこと気にも留めずに廊下の奥の方を指さすと、リズミカルな足音を響ひびかせながら歩いていった。彼女の行く道を開けるように、人の波が綺き麗れいに割れる。


　駆真たち騎士団員はその背を見失わぬようにあとを追った。


　と、前を行く音音の足が止まったかと思うと、前方から何やら野太い声が聞こえてくる。


「どけや、おい」


　見やると、そこにガラの悪い三人の男子生徒が立っているのが確かく認にんできた。その中央──何故か裾すその長い学ランを羽織った厳いかつい男が、音音に向かってメンチを切っている。見るからに不ふ穏おんな様子だ。周囲の生徒たちも、どこか緊きん張ちようしているように思える。


　しかし音音は彼らに気づくと、嬉うれしそうに顔を輝かせた。


「すごい！　わあ、みんな、バンチョーよ！」


　そう言って胸の前で手を合わせ、興奮した様子で続ける。


「初めて見たわ私。もう絶ぜつ滅めつ危き惧ぐ種しゆで国が保護に乗り出してるって聞いたから、もう生では見れないと思ってたけど、さすが皓成ね！　伝統校だけあるわー」


　音音はただ単に本心から言葉を発しているに違いない。しかし先方にとってはそうは聞こえなかったらしい。彼の両サイドに控ひかえていた生徒が凄すご味みを利きかせながら睨にらんでくる。


「おうおう、黙だまって聞いてりゃぺらぺらと言ってくれんじゃねーか」


「てめ、蔵くら田たさん舐なめてっとマジで殺されんよ？　あ？」


　そしてそれに呼応するように中央の大男──蔵田とか言うらしい──が、額に青筋を浮かせながら一歩前に進み出てきた。


「見ねえ顔だな。──てめーが噂うわさの転入生かい」


「ええ、こんにちは」


　特に緊きん張ちよう感かんもなく、音音がにこやかに返す。そんなのんびりとした調子に、幾いく分ぶんか気勢をそがれた様子の蔵田だったが、咳せき払ばらいを一つしてから眉まゆ根ねにしわを寄せて凄んでみせる。


「……特別聴ちよう講こう生せいだかなんだか知らねぇが、後こう輩はいなんだからちゃんと敬語遣つかいな」


　音音は目を見開いてポンと手を打つと、感心したかのような顔を作った。


「ああ、そういえばそうね。うん、それいいわ。凄く学生っぽい。……ええと、年上の人ってなんて呼ぶんだっけ？　テンパイ……じゃなくて、レンパイ？　ゼンパイ？　そうそう全敗！　よろしくお願いします全敗さん」


　如何いかにも弱そうな名前を付けられた蔵田は顔を真っ赤にして怒ど鳴なり声を上げた。


「舐めてんのか──!?」


「……？　私どこも舐めてないわよ？──ああ失敬、舐めていませんよ？　それとも舐められるような理由があるんですか？　ああ、もしかしてあなた、甘いお菓か子しでできているのかしら？　そんな童話あったわよね、もとい、ありましたよね？」


「この──」


　音音にその気はまったくなかろうが、蔵田としては大いに馬ば鹿かにされた気分なのだろう。怒いかりにまかせて音音の胸ぐらを摑み上げ──


「──ひッ」


　いつの間にか周囲に立っていた騎士に、合計六丁ちようの拳けん銃じゆうを突つきつけられ、上うわ擦ずったような悲鳴を発した。


「……名門校に通ってる割には頭が働かないみたいね」


　槙奈が懐ふところから抜ぬいたリボルヴァを構えながら、呆あきれたように吐と息いきする。


「な──え──？」


　一いつ瞬しゆんで泣きそうな顔になった蔵田が、呆ぼう然ぜんと自分を囲む銃口の群れを見回す。


「──ま、その方の名前を百万回復唱してから出直してらっしゃい。その頃ころには、如何いかに自分が命知らずな行動に出たか分かってるはずだから」


「あ…………ぁ」


　蔵田が、恐おそる恐るという感で両手を上げる。そして取り巻きの二人を連れて、脱だつ兎との如ごとく逃にげ出した。


　数秒後、割れんばかりの拍はく手しゆが廊下を包み込む。いきなり銃などを抜いて怖こわがられるとも思ったが、どちらかというと不良を追い返した方が印象深かったらしい。


　しかしそんな教室の中、音音だけがつまらなそうに唇くちびるを「ぶー」とやっていた。


「もう、みんなそんなことしなくてもいいのにー」


「何言ってるんですか。危険はどんな小さなものでも排はい除じよしておかないと」


「あれくらい危険のうちに入らないわよう。……もし本当に危険でも、ちゃんと自分でなんとかするし」


　音音のその言葉に、駆真と槙奈だけがピクリと眉まゆを動かした。昨日、椙すぎ浦うら少しよう佐さの執しつ務む室で見せられた空戦映像が頭を過ぎる。


「御ご自重ください」


「……それはもっと駄だ目めです」


「えー……」


「……えーじゃありません」


「うー」


「うーでもありません」


「あ」


「あーもいーもおーも駄目です」


　槙奈に選せん択たく肢しを潰つぶされ、音音は脱だつ力りよくしたようにむう、と呟いた。





　　　　　　　◇





「……何度見ても怖おぞ気け立ちますね」


　副官が、肩かたを抱だくようにしてを言うのを聞いて、佐間岡は苦笑とともに顔を上げた。


「気持ちは分からんでもないが、慣れてくれよ。──そう遠くないうちに、実物と対面することになるかもしれないからな」


「は……はい」


　蒼穹園騎士団本部庁舎の十八階に位置する執務室には、部屋の主あるじである佐間岡と、彼に呼び出された副官が向かい合っていた。とはいえ、普ふ段だんのように執務机を挟はさんでいるわけではない。部屋の隅すみに設しつらえられた簡単な応接用の椅い子すに腰こし掛かけ、広いテーブルの上に並べた何枚もの資料や写真を二人で睨んでいる。


　副官が目を落としていたのは一枚の写真だった。雲一つない青空の中に、岩のような灰色の塊かたまりが写っている。


　通つう称しよう〈城しろ〉。──この様相を見て一体誰だれが想像できるだろうか。この灰色の塊が、何十万という空獣エアの死し骸がいの塊であると。


　そして、その中に何体もの空獣エアが住まう、いわば空獣エアの巣とも呼ぶべき居城であると。


　──これが、非常にゆっくりとはいえ、蒼穹園中央都に近づいてきているということが分かったのは、ひと月半ほど前のことだ。


　騎士団幹部や国の高官たちの慌あわてようは凄まじかった。至急対策本部が敷しかれ、それに対たい抗こうするための実行力──草薙特務小隊の要員を集めることも決定された。


　混乱を避さけるためにこの情報は公開されていないが、ここひと月は、幹部会はこの案件に忙ぼう殺さつされていると言っても過言ではない。


「ああ、そうそう。君に一つ頼たのみたいことがあったんだ」


「はっ、なんでしょうか」


　佐間岡はテーブルの上の写真をざっと眺ながめると、目め頭がしらを押さえるような仕草をした。


「──ええと、どれだったかな。……すまんが、机の引き出しから眼鏡めがねを取ってくれないか。二段目だ。どうも最近老眼気味でな」


「あ、はい。少々お待ちを」


　副官は椅子から立ち上がると、いつも佐間岡が使用している執務机に歩いていき、言われたとおり二段目の引き出しを開けた。


「──あら？」


　彼女が小さく目を見開くのを見て、佐間岡は心中でしまったと呟いた。そういえば二段目にはあの写真が入っていたのだ。


「これ……お孫さんですか？　可愛かわいらしいですね」


　言って、副官が写真立てに飾かざられた写真を持ち上げ、示してくる。小学生くらいの女の子が、少し恥はずかしそうな笑え顔がおをして写っていた。


「いいや、娘むすめだよ」


「え……っ。そ……それは、お盛さかんなことで……」


　副官が苦笑しながら言ってくる。完全に予想通りの反応だ。確かに還かん暦れき近い佐間岡と写真の女の子とでは、年ねん齢れいが離はなれすぎている。


「何を勘かん違ちがいしているんだ。随ずい分ぶん昔の写真だぞ」


「あ──そ、そうですよね。やだ私ったら。今はお幾いくつなんですか？」


「死んだよ」


「え？」


　副官が、呆あつ気けにとられたような声を出す。


「空獣エアに襲おそわれてな。何年も前の話だ」


「あ……も、申し訳ありません」


「いいさ。──それより、眼鏡を」


「は、はい……」


　彼女は気まずげに写真を引き出しの中に戻もどすと、眼鏡ケースを手にして元居た場所に戻ってきた。


「……どうぞ」


「ん、悪いね」


　佐間岡は慣れた調子で老眼鏡をかけると、手元の写真を順に見ていった。


「ああ、これだ。ここを見てくれ」


　言って、一見何もないように見える空を指さす。──そこには、〈城〉と比べると明らかに小さな影かげがあった。


「空獣エア……大きさからいってハーピー級でしょうか。群れを作らずに一頭で飛んでいるのは珍めずらしいですが……これが何か？」


「……この部分の、より鮮せん明めいな画像は手に入らないか？」


「はあ……では管制室に訊きいてみましょう」


　副官は小さく首を傾かしげてからそう言った。実際、巨きよ大だいな〈城〉よりもこのような小さな影に気をかける佐間岡の行動を訝いぶかしげに思っているのかもしれなかった。


「──でも、何なんですか、これ」


「……多分だが──悪魔デイアブロさ」


「ディア……ブロ？」


「ああ」


　佐間岡は大おお仰ぎようにうなずいた。


「……あまり上手うまくない状じよう況きようだ。〈城〉に悪魔。しかもこちらの切り札は閣下に押さえられてしまいそうな上、当の本人は楽しく学校でお勉強ときている。ついでにタヌキの大将があまり穏おだやかでない動きをしているようだしな。──さて、どうしたものか」


　その声は自分でも容易に感じ取れるほど、疲ひ労ろうに満ちていた。





　　　　　　　◇





　昼休みを知らせるチャイムが教室中に響ひびき渡わたり、教きよう諭ゆが授業の終しゆう了りようを告げると同時、駆真は勢いよく椅子を蹴けって席を立った。当然七組の視線を一身に受けることになるのだが、駆真がそんなこと気にするはずもない。ヘッドフォンと双そう眼がん鏡きようを机に置いたままツカツカと教室の後ろを渡り──


「どこ行くの？　駆真」


　教きよう卓たくの前の席に座っていたはずの音音に制服の袖そでを摑つかまれ、その進行を停止させられる。


　簡単にふりほどけそうに見えるが、その実、尋じん常じようでない力が音音の指には込められていた。もしかしたら本人にとっては柔やわらかい紙でも摘つまむような力の入れ具合なのかもしれなかったのだけれど。


　一分一秒が惜おしいが、仕方ない。駆真は首だけを後ろに向けた。


「……せっかくの昼休みなので、小学校の方に行こうかと」


　そう言った瞬間、刹せつ那なにも満たないような僅わずかの間、音音が微かすかに眉を歪ゆがめ目を細めた気がした。──が、彼女はすぐに微ほほ笑えみに戻ると、「だーめよう」とおどけたような調子で指を一本くるくると回す。


「今日のお昼は食堂なの。ココの学食って美味おいしいらしいわよ？　楽しみねえ」


「いや、私は──」


　駆真が言葉を言いきる前に、音音の腕うでが首に回される。


「……っ」


　痛みや圧あつ迫ぱく感かんはさほど感じなかった。しかし──動かない。外せない。まるで駆真のあごや首の骨と、音音の腕の骨がぴたりと嚙かみ合ってしまったかのように、完かん璧ぺきにロックされてしまっていたのである。


「く──離してくださいッ……！」


「さー行きましょ。お昼よお昼ー」


　駆真がどうにか音音の腕から逃のがれようとしていると、音音は軽い足取りで歩いていった。自然首を押さえ込まれている駆真はざりざりと引きずられてしまう。廊ろう下かに踵かかとが引っかかり、右足の上うわ履ばきが置いてけぼりを食くらった。


　と──


「ッ！」


　道中、急に音音が手をバッと顔の横に上げた。


　当然音音の腕に首を拘こう束そくされ、斜ななめの姿勢のまま廊下を引きずられていた駆真の上体は枷かせを失い、綺き麗れいに床ゆかに叩たたきつけられる。


「つッ──」


　辛かろうじて受け身を取り、音音の方を見上げる。彼女は掲かかげていた手を目の前に持ってくると、何かを挟み込むように閉じた指の間を矯ためつ眇すがめつ眺めてから、すぐ横──開け放たれていた廊下の窓の外に顔を向け、小さく微笑んだ。


「……ふうん？」


「……どうかしましたか？」


「いーえー。なんでもー」


　彼女は首を振ふってそう言うと……その隙すきに逃にげだそうとしていた駆真の襟えり首くびを摑み、再び立ち上がらせた。


「ふふ、逃がさないわよう」


「……行かせてはくれませんか」


「一いつ緒しよに楽しくランチしましょ。大だい丈じよう夫ぶ、好きなの頼んでいいわよ、奢おごってあげるから」


「そ、そういう問題ではなく……ッ！　あ、在紗ぁーッ！」


　無論駆真の言葉など、最後まで聞き入れられはしなかった。





「ちょっと……閣下どこ行っちゃったのよ」


　ノートや文ぶん房ぼう具ぐを机に収めている僅かの間に音音の姿を見失ってしまった槙奈は、焦あせったように周囲を見回した。チャイムが鳴る瞬しゆん間かんまで隣となりの席に確かく認にんできていたあの脳天気な笑顔が、ほんの数秒目を離した隙に消えていたのである。


「え、ええと……今、鷹崎少しよう尉いを連れて廊下に……」


　副官の千恵子が困り顔をしながら言ってくる。


「ちょ──ッ、なんで止めないのよ！　ていうかなんで鷹崎なワケ!?」


「す、すいません……一瞬のことだったもので……」


「……とにかく追うわよ。鷹崎一人でサポートが務まるとも思えないわ」


「は──はいッ！」


　槙奈は千恵子と、ついでに教室に残っていた鷹崎小隊の面々を連れると、駆真と音音が消えたという扉とびらに手をかけた。と、それと同時に、


「七組、ここかッ！」


　槙奈が触ふれようとしていた扉が勢いよく開かれ、そんな暑苦しい声が響いてきた。


「……松永くん？」


　そう、教室には冷れい房ぼうが利きいているというのに、半はん袖そでのワイシャツの首周りを汗あせでうっすらと濡ぬらした松永衛二が現れたのだ。……そういえば同じ随ずい伴はん任務に参加しているというのに、何故なぜか彼の姿を見ていなかった。


「おお鳶一！　駆真さんは!?」


　目が合うなりそう言った衛二に眉まゆをひそめ、舌打ちする。


「……松永くんも随伴要員でしょうが。鷹崎なんてどーでもいいから、ちゃんと閣下を気にかけなさい！」


　次いで首を回し、目を離した隙にお喋しやべりを始めた鷹崎小隊の面々を睨にらみ付ける。


「あんたらもよ！　ホントに任務って自覚あるワケ!?」


　と、そう言っていると、扉に手をかけていた衛二が首をきょろきょろやってから駆かけ出していこうとしていた。慌あわててむんずと襟首を摑む。


「こらッ！　聞いてるの!?」


「き、聞いてるって……だ、だから早く駆真さん捜さがしに行こうぜ」


「聞いてないじゃないのッ！」


　槙奈は絶ぜつ叫きようにも似た声を上げてから、疲つかれたようにため息を吐ついた。





　　　　　　　◇





　小さく息を吐つき、在紗は机の上に開いていた分厚い本をばたんと閉じた。


　壁かべに設しつらえられた時計はもう五時を過ぎようとしている。七月ともなればかなり日が長いので、窓の外にはまだ青い空が広がってはいたが、あまり帰りが遅おそくなってもいけない。在紗は帰り支じ度たくをしようと、本ほん棚だなから引っ張り出してきた何冊もの本をまとめ始めた。


　帰りのホームルームと掃そう除じを終えた在紗は、美須々の誘さそいを断って、図書室に寄っていた。小学校の図書室とはいえ、存外蔵書は充じゆう実じつしている。在紗も調べものがあるときなどはよく利用していた。


　それに放課後の図書室は、その静けさも魅み力りよくの一つである。司書教諭の先生と在紗を含ふくめても、そこにいる人間は十人に満たないだろう。昼休みなどは比ひ較かく的てき本好きの生徒で賑にぎわうのだが、さすがに放課後までここに足を運ぶ者は少ないのである。


「よいしょ……と」


　辞典のように分厚い本を何冊も重ね、一気に持ち上げる。そしてそのままゆっくりと本棚の方へ向かっていった。


　だがさすがに、一度に全すべてを運ぶのは無理があったらしい。途と中ちゆうで足がもつれ、盛せい大だいな音を立てて転んでしまう。


「……っ、痛……」


　と、したたかに打ち付けたお尻しりをさすっていると、本棚の陰かげから女の子が現れ、在紗の落とした本を拾い集めてくれた。


「…………」


　無言で、それを在紗の目の前に重ねる。その顔には見覚えがあった。


「あ──佐藤、さん……？」


　沈音はこくりとうなずきかけるが、途中で何やら悩なやむような仕草をし、


「……沈音でいいです」


　小さな──この時刻の図書室でなければ聞き取れなかったであろう声で、そう言った。


「えと──じゃあ、沈音ちゃん。ありがとう、拾ってくれて」


　沈音が少し頰ほおを染め、首をブンブンと横に振る。そして首を元の位置に戻もどした彼女は、今し方拾った本のタイトルを見て少しだけ目を見開いた。


「……医学書？」


「あ──うん」


「……お身体が悪いのですか？」


「ん……まあ、ちょっと」


　在紗は沈音の質問に、頰をかきながら答えた。


「沈音ちゃんも調べもの？」


　在紗の質問に、沈音はまたも否定を示す。そして、


「……えと、鷹崎さん」


　伏ふし目めがちの表情のまま、一言一言を嚙みしめるように口を開く。しかし在紗はその先を一いつ旦たん遮さえぎるように声を発した。沈音の言葉には、一つだけ問題があったのである。


「私も……在紗でいいよ？」


「…………！」


　沈音は何故か驚おどろいたような表情をしてから、恥はずかしそうに顔を伏せた。そのまま、たどたどしく言ってくる。


「えと……………………在紗」


「うん」


　ただ在紗の名を呼んだだけで恥ずかしそうに顔を両手で押さえてしまった沈音に、苦く笑しようを送りながら在紗が返す。


　しばらくしてようやく落ち着いたのだろうか、沈音が顔を上げて言葉を続けてきた。


「……笑わないで、聞いてください」


「笑わないよ」


「……在紗とお話がしたいと思いまして」


「私と？」


　元から軽くうつむいていた顔を下方へ振る。どうやら肯こう定ていを示しているようだ。


「……駄だ目めですか」


「そんなことないけど……私もう帰らなきゃいけないから、歩きながらでもいいかな？」


「……はい、もちろん」


「……ん、それじゃ今片づけちゃうから、ちょっと待ってて」


「あ──、手伝います」


　今度は転ばぬように一冊ずつ本を持ち、本棚に収めていく。沈音の手助けもあって、十冊を超こえる大きな本たちはそう時間もかからずに片づいた。在紗は沈音にお礼を言ってから、椅い子すの上に置いていた通学鞄かばんを背負った。


「行こ、沈音ちゃん」


「……はい」


　司書さんに挨あい拶さつをしてから、二人揃そろって図書室を出る。


　図書室は一階に位置しているため、廊下に出ればすぐに昇しよう降こう口が見えてくる。在紗と沈音は手早く上履きを靴くつに履き替かえると、ゆっくりとした足取りで校舎から出ていった。


「それで……お話って何？」


「……はい」


　赤あか煉れん瓦がの敷しき詰つめられた学校の前庭を歩きながら、在紗が沈音に話しかける。しかし沈音は口をモゴモゴさせるばかりで、一向に喋ろうとはしなかった。そのまま一言も交かわさずに、校門をくぐってしまう。


「ええと……沈音ちゃん？」


　小学校の敷しき地ちを囲う長い塀へいに沿って歩みを進めながら在紗が訊きくと、沈音が意を決したようにごくりと喉のどを鳴らした。


「あの──」


　しかし。


「あれ……在紗？」


　二人の前方から響ひびいてきた声に、沈音の言葉は中断された。


　そこにいたのは小学校のお隣、皓成大付属高校の制服を身につけた女子生徒たちだった。人数は七名。その中の一人──長い髪かみをポニーテールにくくった少女が、在紗を見て驚いたような顔を構築していた。


「え──？　ね、ねえさま？」


　つられて、在紗も素すっ頓とん狂きような声を出してしまう。


　それはそうだ。在紗の叔お母ば・鷹崎駆真は、蒼穹園騎き士し団の少尉なのである。普ふ通つうに考えればこのようなところに、しかも高校の制服を着て歩いている理由はない。


　しかし……見れば見るほどその少女は在紗の叔母そのものだ。しかもその後方を見やると、他の生徒たちも、何度か見たことのある騎士であることが分かる。


「ど、どうしたの、その格好……」


「あ……そっか、昨日帰ったとき在紗寝ねてたもんね。ええとね……」


　言いながら、駆真が在紗と沈音の方に近づき、腰こしを折って顔の位置を下げた。


「簡単に言うと……お姉ちゃん少しの間高校に通うことになっちゃって」


「え……えっ？」


「うん、いきなりだから混乱するとは思うけど……騎士団の凄すごく偉えらい人が高校に通いたいって言い出して、それの……んーと、一応護衛みたいなもので」


「そ……そうなんだ」


　在紗がそう返す。駆真はそこでようやく在紗の隣となりの女の子に気づいたかのように視線をそちらに向けた。


「新しいお友達？」


「あ……うん。今日転入してきたの」


「そう。私は在紗の叔母さんで、鷹崎駆真よ。在紗と仲良くしてあげてね」


「……あ、はい。佐藤沈音、です」


　駆真が沈音と握あく手しゆをしていると、彼女の後方にいた騎士たちがぞろぞろとやってきた。


「どうしたのよ鷹崎。小学生いじめんじゃないわよ？」


　気の強そうな顔をした少女が、駆真を睨みながら口を開く。先月、蒼穹園武会で駆真と戦っていた騎士だ。確か名は──鳶一槙奈。


　駆真は、在紗たちに向けていたのとはまるで別種の表情を構築してそちらに向いた。


「私の姪めいだ。皓成大付属小に通わせている」


「姪？」


　槙奈をはじめとして、六対ついの目が一気に在紗に注がれる。在紗は一いつ瞬しゆん気き後おくれしたものの、小さく深呼吸してから深々と頭を下げた。


「初めまして、鷹崎在紗です。いつも叔母がお世話になっています」


　そんな様子を見ていた槙奈が、再び駆真に視線を戻した。


「……この子が？　あんたの？」


「どういう意味だ」


「あんたの姪にしちゃ可愛すぎだって言ってんの。礼れい儀ぎもしっかりしてるし。爪つめの垢あかでも煎せんじて飲ませてもらえば？」


「たまには良いことを言うじゃないか鳶一。いい子だ。撫なでてやろう。色んなところを撫でてやろう」


「ちょ……な、何よ気色悪いわね。皮ひ肉にくに気づきなさいよ。ていうかやめろっての！」


　予想外の返答を得たのだろう、槙奈は肩かたを震ふるわせて後ろに飛び退のいた。


　と、それと入れ替わるようにして、後ろに立っていた三つ編みの少女が、にこやかな笑みを浮うかべながら在紗たちの方に近づき、握手を求めるように手を差し出してくる。


「初めまして、草薙音音よ。あなたの叔母さんにはお世話になってるわ」


「あ……初めまして」


　握手を交わす。優やさしい──というか、壊こわれ物ものでも扱あつかうかのような力の入れ方で手を握にぎってくる人だった。


「そちらのあなたも。……初メマシテ？」


　そう言って、音音が沈音の方にも手を差し出す。


　在紗は小さく首を傾かしげた。音音の目が、何かを面おも白しろがるように歪ゆがんだ気がする。


「……どうも」


　沈音は何故なぜか心底不ふ機き嫌げんそうな顔を作ると、音音の手は取らずに軽く頭を下げた。音音が苦笑しながら手を引っ込める。


「し、沈音ちゃん……？」


「…………」


　と、そんな気まずげな空気を振ふり払はらうかのように、凜りんとした駆真の声が音音の背に発せられた。


「音音ちゃん。ここで失礼してもよろしいでしょうか。在紗と一いつ緒しよに帰りたいのですが」


　しかし音音は、微み塵じんもその笑みを崩くずさぬまま、


「えー。だーめよう。今日はこれからチョコパフェっての食べに行くんだから。憧あこがれだったのよねえ、学校帰りにみんなで喫きつ茶さ店てんって」


　そう言って駆真の肩をがっしりと摑つかむと、後ろに引きずっていってしまった。駆真の靴の底がざりざりと音を立てる。どうやら抵てい抗こうはしているらしい。


「──ッ、離はなしてください！　あ、在紗ぁッ！」


　駆真は市場へ売られていく子牛のような悲しげな目と声で在紗に訴うつたえかけながら、通りの向こうへと連れられていった。


「あはは……」


　在紗は苦笑してから、沈音の方を向く。


「ごめん、時間とっちゃったね。……それで、話って？」


「あ……はい」


　沈音が両手を拳こぶしの形にしながら、くっと顔を上げ、口を開く。


「あの、実は──」


　しかし沈音はしばらくもごもごと口を動かしたのち、うつむいてしまった。


「…………ごめんなさい。また今度でいいですか？」


「え……？」


　在紗が何か言うより早く。


　沈音は逃にげるように塀沿いを走ると、すぐに曲がり角を曲がって行ってしまった。








「…………はあ」


　在紗と別れてからどれくらい歩いただろうか、沈音は足を進めながら両手で頭を抱かかえた。


　──やはり、知らない人と話すのは気き疲づかれする。


　沈音はどうも人と会話をするのが、否いな、もっと言えば近くにいられることすら苦手だったのである。軽度の対人恐きよう怖ふ症しようといっても良いかもしれない。


　自分でもそれが欠点であることは自覚している。せっかく鷹崎在紗とお話しできる機会であったというのに、脱だつ兎との如ごとく逃げてしまったのだ。後こう悔かいもしようというものだ。


　だが──沈音は下した唇くちびるを嚙かんだ。


　まだだ、まだ機会はある。


「………………」


　無言で、帰路を行く。とはいえ正しく言うのなら、もう住宅街を抜ぬけて森林のようなエリアに入っている。周囲にはもう人ひと影かげもなく、ただ木々が生おい茂しげっているだけだった。


「……もう、いいか」


　沈音は通学鞄を下ろすと、おもむろに制服を脱ぬぎ、鞄の中に詰め込んだ。


　沈音が制服の下に着用しているインナーは、独特の形状をしている。前から見ると普通の白いキャミソールなのだが、背の部分が大だい胆たんに開けており、イブニングドレスのようになっているのである。


「………………」


　沈音は鞄を片手に持ちながら、背に力を込めた。


　次の瞬しゆん間かん。


　──めり、と。


　生々しい音を立てて、肩けん胛こう骨こつの辺りから、それは顔を出した。
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　小こ柄がらな沈音の身みの丈たけほどはあろうかという──翼つばさ。


「……よし」


　小さく呟つぶやくと、沈音は地面を軽くトン、と蹴けった。


　羽は微塵も羽ばたかせていない。にもかかわらず、それだけで身体からだは無重力空間に投げ出されたかのように、ふわりと空を舞まった。


　上空で体勢を立て直し、大きな皮ひ膜まく性の翼で空気を打つ。


　沈音の身体は、信じられないほどのスピードで一気に加速した。そのまま、眼下に広がる木々の上を、滑すべるように飛んでいく。


　──嗚呼ああ、やはり気分がいい。


　沈音は全身に蓄ちく積せきした今日一日の疲れが吹ふき飛ぶのを感じながら、しばし空の散歩を楽しんだ。





　　　　　　　◇





「うああああ在紗ああああ会いたかったよう寂さびしかったよう」


　駆真は自宅に帰るなり、鞄を放ほうってソファに腰こし掛かけていた在紗の膝ひざ元もとに抱だきついた。


「もう……どうしたの、ねえさま。さっき会ったばっかりじゃない」


　在紗が苦く笑しようしながら駆真の頭を撫でてくる。


　実際、その通りだ。喫茶店でお茶を、と息巻いていた音音だったが、何故か早々に気が変わったようで、小一時間ほど散歩をしたあと草薙邸ていの前で解散を宣言したのである。それなら最初から連れ回すな！　と叫さけびたかった駆真だったが、そんなことをしている時間も惜おしいと速そつ攻こうで帰宅したため、まだ時間は六時を少し過ぎたくらいだった。日ひ頃ごろ騎き士し団の仕事を終えて帰ってくる時間よりもずっとずっと早い。


　だが違ちがうのだ。昼休みしかり放課後しかり、在紗とともに過ごすチャンスを二度も逃のがしてしまったというのは、駆真の精神に深刻なダメージを与あたえていたのである。


　駆真は失った分のエネルギーを補ほ充じゆうするようにしばしの間在紗にくっついたあと、ほうと息を吐はいてその隣に腰掛け直した。


「あ……そういえば、在紗」


「ん、なあに？」


「今度の文化祭……在紗、ミスコンの出場頼たのまれてるんだって？」


「…………っ」


　在紗が息を詰つまらせるのが聞こえる。


「……うん。でも、どうして知ってるの？」


「え？　えーと……実は私も今日、実行委員の人に出てくれないかって頼まれてさ。そのときに聞いたの。小学校の部の候補に在紗が推おされてるって」


「……そうなんだ」


　在紗の声に、駆真は唾だ液えきを飲み込んだ。


　駆真はあのあと文化祭実行委員の女子生徒から、ミスコンについて色々と聞いていたのである。衣い装しようは自由。出場者は舞ぶ台たいに上がって自己紹しよう介かいと簡単なアピールをし、観客たちの投票によって優勝者が選ばれる。優勝者の写真は半永久的に校舎に飾かざられる。そして──観客席からの写真撮さつ影えいは自由。


　駆真は身をよじった。──ああ、私はどうすればいいのだ。


　ジレンマである。ミスコンの舞台に上がる在紗は見たい。すごく見たい。とても見たい。めっちゃ見たい。衣装はどんなのにしよう。在紗は素材がいいから何でも着こなしてしまうだろうし、どんな衣装を着ても優勝間違いないだろうけど、どうせなら凝こりに凝りたい。ああそうだ、駆真自身が作ってしまっても構わない。そしてそれを着て恥はずかしそうに舞台に上がる在紗。漏もれる感かん嘆たん。会場を包み込む歓かん声せい。焚たかれるフラッシュ。無論一番写真を撮とっているのは駆真。むしろ駆真以外のカメラなんぞ全部ぶち壊こわしてやる。貴様らは在紗の尊き姿をその網もう膜まくに収めることができただけでも、この世に生まれ落ちた意味を果たせたのだ。本来ならば全員地に伏ふし、その鈴すずの音のような声だけを聞いて満足せねばならないようなレベルなのだ。それを特別に視覚の使用を許してやっているのである。その上写真に撮ろうなど瀆とく神しんもいいところだ。


　考えるだけで身体中の穴という穴から色んな体液がだらだらと垂れてきそうなシチュエーションである。しかし駆真にそれを無む理り強じいすることはできない。あくまでも在紗の意志が第一なのである。


　在紗はしばらくの間無言を保っていたが、ふと駆真の方を見ると、


「ん……もし、ねえさまも出るなら……………………出ても、いい」


「────ッ!?　ほ──ホント、在紗！」


「……うん」


　在紗が頰ほおを真っ赤にしながらうなずいてみせる。


　駆真は踊おどり出したい心ここ地ちを抑おさえ、さらにあふれ出てくる在紗の衣装のイマジネーションも抑え、さらにさらに漏れたがるよだれも抑えながら拳を握にぎった。





　　　　　　　◇





「──学校はいかがですか、お嬢じよう様さま」


　草薙邸の一室で。


　後方に控ひかえた従者がそう訊きいてくるのを一いち瞥べつし、少女は小さく笑いながら返した。


「……そうね。ま、悪くないわ」


「それは何より。──それで、例の娘むすめは？」


　従者の言葉に、ぴくりと眉まゆを動かす。


　そう、それを忘れてはいけないのだ。


　騎き士し団長たる彼女がその職務を一時放ってまで学校に通う理由。


　それが、ただ学校に憧れているから、などというものであるはずはない。


　少女はキーボードを操作すると、モニタに一枚の画像を表示させた。


　小学校の教室を盗とう撮さつしたと思おぼしきその写真には、三人の女の子の姿があった。全身真っ白な女の子、活発そうなお下さげ髪がみの女の子、それに──何故なぜか一人だけ隠かくしカメラの方を向いた、不機嫌そうな顔の女の子。


　少女は思案を巡めぐらせてから細く息を吐ついた。


「まだはっきりとは分からないわ。でも、多分……間違いないと思う」


　軽く首を従者の方に向ける。


「──人とディアブロ級空獣エアの子。本当に存在していたなんて」
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「……覚かく悟ごはしていたが、これほどとは……」


　皓成大付属高校四階の一番奥に位置する空き教室。日ひ頃ごろは誰だれも使用しない空間には今、五つの影かげがあった。


　その中の一人──学生に変装した斎さい木き恒つね明あきが、戦せん慄りつした様子で表情を歪ゆがめている。


　三日。草くさ薙なぎ音ね音おん元げん帥すいがこの高校に来て今日で三日が経たっていた。暗殺を得意とする斎木小隊の面々が、無防備に近いターゲットをこれだけの期間仕留められていないというのは、はっきり言って異常な事態である。


　確かに護衛は多いが、護衛任務に慣れていないのか、音音の行動を見張るのに気を割さいているのか、まったくお粗そ末まつな仕事ぶりである。加え、もっとも注意が必要かと思っていた鷹たか崎さき駆かる真まは、何故なぜか我関せずといった調子で窓の外を眺ながめてばかりいた。


　音音本人も、自分の地位と重要性をまるで自覚していないような不用心な振ふる舞まいばかりしている。こんなもの、専門の斎木たちでなくとも容易たやすく暗殺を成功させてしまうだろう。だが──


　思い起こす。転入初日、確かに彼の放った吹ふき矢やは、油断しきった音音の首筋を捉とらえていたのである。


　必中の感覚──あのとき彼の目には、廊ろう下かに倒たおれ伏ふす音音の幻げん影えいさえ見えかけていた。


　それが、だ。


「……首の寸前で針を止める、だと？　なんという馬ば鹿かげた反射速度だ……ッ」


　そう、高速で迫せまる致ち死し性の植物毒を塗ぬった針を、彼女はいとも簡単に指二本で止めてみせたのである。


　しかも、一度や二度ではない。初日から今日に至るまで、隙すきを見つけては彼女に針を放つこと実に二十発以上。その全すべてを、彼女は防いでいたのである。


　田た沼ぬま大将に音音の空戦映像を見せられたときから、ただの人間でないことは理解しているつもりだった。だが実際に己おのれの目で見ると、改めてあの笑え顔がおが不気味に思えてくる。斎木はふらつく頭をなんとか押さえ込み、重い気分をため息に変えて吐き出した。


「……何も毒殺だけが殺す方法ではないが、今の皓成大付属高に武器を持ち込むのは至難。もし仮に成功したとしても、誰にも気取られず仕事を済ますことができるかどうか……」


　言って低くうなり、口元に手を当てる。と、事務員の格かつ好こうをした男が何かを思い出したように声を発してきた。


「そういえば、再さ来らい週しゆうの日曜は文化祭があります」


「……ふむ？　まあ、確かに人混みは身を隠すのに最適だが……毒が効かない以上、少々手て荒あらな手段を使わねばなるまい。そんなに人がいる中で、顔を見られずに事を成し、逃とう走そうできるかどうか──」


　斎木が難色を示す。しかし男は気落ちすることなく続けてきた。


「文化祭そのものは重要ではありません。狙ねらうは、後夜祭に行われる肝きも試だめし大会です。──聞くに、彼女は脅おどかし役として会場である校舎裏の森に潜ひそむとか」


「──ほう」


　なるほど確かに素す晴ばらしい状じよう況きようだ。闇やみは斎木たちの最大の味方であるし、森の中という、身を隠す場所に事欠かない空間というのがまたいい。斎木は細い目をさらに細め、教室に集つどった精せい鋭えいたちを見回した。


　と、そのとき教室の扉とびらが揺ゆらされたかと思うと、いきなり乱暴に開け放たれた。


「……なんだ？」


　斎木が怪け訝げんそうに首を捻ひねると、廊下から、人相の悪い男子生徒が三人のしのしと歩いてきた。そのうちの一人は、何故かこの暑い中裾すその長い学ランなぞ羽織っている。


「ぁあ？　ンだ、てめーら」


「ここぁ蔵くら田たさんの特等席なンだよ、何勝手に入ってンだっつーの」


　両りよう脇わきの、見るからにガラの悪い生徒たちが、もはやコミカルにしか見えない表情で睨にらんでくる。斎木と部下は皆みなで顔を見合わせ、首を傾かしげた。


「……聞いてんのか、ああ？」


「今蔵田さんめっちゃ機き嫌げんわりーんだぜ？　さっさと消えないと死んじゃうよーう？」


　言って、不必要なほど顔を近づけてくる。


「…………」


　さすがに煩わずらわしくなって、斎木は目の前の男の顔に向かって拳こぶしを突つき出し、そのまま一歩足を踏ふみ込んだ。もちろん見た目だけを恐おそろしげに飾った一いつ般ぱん学生にそれを回かい避ひする術すべなどない。果たして生徒は、顔を斎木の足一歩分凹へこまされ、後方の机を巻き込んで派手に倒れ込んだ。


「てめ──ッ！」


「何しやがる……っ」


　途と端たん、残った二人がいきり立つが……そのときにはもう、斎木小隊の暗殺者たちが彼らを囲んでいた。彼らは的確に急所を打たれ、悶もん絶ぜつしながら床ゆかに転がる。


「……彼女もこれくらい楽に仕留められればいいのだがな」


　斎木は決して誰にも聞こえぬような小さい声こわ音ねでそう呟つぶやき、小隊の面々を引き連れて教室から去っていった。





　　　　　　　◇





　七月の刺さすような日差しが、生徒たちの露ろ出しゆつした肌はだに容よう赦しやなく降り注ぐ。


　皓成大付属高西校舎の屋上に設しつらえられたプールには、どんな天候にも対応できるよう屋根が取り付けられているのだが、今日は天気がいいためそれが全開されていた。


　無論、夏の陽光はプールサイドの温度をぐっと上じよう昇しようさせている。生徒たちもそんな場所に長くいたいとは思うまい。皆準備運動を終えると、我先にと水の中へ入っていった。


　そんな中。


「……へ、へへっ……」


　プールサイドに残された数少ない日ひ陰かげで、後方の壁かべに体重を預けながら立っている少女が一人、いた。──駆真である。
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　彼女は今、皆と同じような紺こん色いろの競泳水着を着用していた。同性からは羨うらやまれ、異性からは煩ぼん悩のうに満ちた視線を注がれる見事なプロポーションが、布一枚という心こころ許もとない厚みで包まれている。男子たちの夢と希望の詰つまった程ほど良いサイズのバストから、引き締しまったウエスト、ヒップへと連なるラインはもはや芸術品の域である。加え、水泳のために纏まとめられた黒くろ髪かみの下に覗のぞくうなじがまたたまらない。駆真の強さが知れ渡わたっていなければ、その後の人生全てを失う覚悟で襲おそいかかる男がいてもおかしくはなかった。


　しかし駆真はそれを誇ほこることもなく、ただ日陰に立ったまま、時折怪あやしい笑いを漏もらしているだけだった。端はたから見たら、女子高生の水着姿を遠巻きに眺めてにやつく中年オヤジにしか見えない。


　……だが、無論駆真はプールの生徒たちなど、これっぽっちも見ていなかった。


「どんな服がいいかなあ……やっぱ日頃は着れないようなコスチュームに走ってもいいし……それとも敢あえてオーソドックスに、学校の制服で攻せめてみるというのもなかなか……」


　青空に視線を放ほうりながら、そんな独り言をブツブツと呟く。言うまでもなく、文化祭のミスコンで在あり紗さに着させる服を考えているのだ。


「制服──そうか、騎士団の制服っていうのもアリかもなあ……」


　言いながら、またも気持ちの悪い笑みを浮うかべる。


「でもやっぱ在紗の可愛かわいさを引き立てるためには、フリルとか付いてた方がいいなあ……」


　駆真の脳内で、フリフリの衣い装しようを着た在紗がキュートなポーズを取る。──うわ、たまんねえ。駆真は慌あわてて手を鼻の下に持っていった。今のはヤバイ。鼻血が致死量噴ふき出してもおかしくない可愛さだった。やはり在紗のお姫ひめ様さまのような可か憐れんさを際きわだたせるには、女の子らしい装よそおいが一番だ。


　と、ようやく在紗の衣装の方針が固まったところで、駆真の頭に冷たい水が炸さく裂れつした。


「気色悪いわね。何ニヤニヤしてんのよ」


　そんな狼ろう藉ぜきをするのはやはり鳶とび一いち槙まき奈なであった。彼女も、駆真と同じような飾かざり気けのない水着を着ている。こちらは今し方プールから上がってきたばかりのようで、全身が水に濡ぬれていた。


「何か用か。忙いそがしいのだが」


「どこが。ただつっ立ってるだけじゃないの」


「そうか。すまんな鳶一。野生動物に限りなく近いおまえの頭では、分かりやすく動いていないと何も行動を起こしていないように認にん識しきされてしまうのだったな」


「な、なんですってえ!?」


「考え事があるんだ。放っておいてくれ」


「そ……そーはいかないわよ！　あんただって閣下の随ずい伴はん要員の一人なんだから、ちゃんと仕事なさいよ！　転入から今日まで何にも役に立ってないじゃないの！　私にばっか仕事押しつけて！」


「押しつけ。押しつけと言ったか。そうか、おまえにとって閣下の護衛とは押しつけに類する面めん倒どうごとだったんだな。あとで閣下に伝えておこう」


「ちょ……ッ、や、やめてよね！」


　たまらず、槙奈が叫さけんでくる。


「──ときに、鳶一」


「何よ。話逸そらすんじゃないわよ」


「先ほどから閣下がプールで泳いでいるのだが、止めないでいいのか？」


「……？　プールの授業なんだから当たり前でしょ」


「私の記き憶おくでは、五十メートル自由形の蒼そう穹きゆう園えん記録は二十三秒前後だったと思うのだが」


「それが何よ」


「なるほど彼女にとっては、二十秒程度は誤差に過ぎないわけだ」


「……ッ!?」


　ようやく槙奈も察したのだろう、五十メートルプールを一いつ瞬しゆんで制せい覇はしている少女を止めに走っていった。


　駆真はようやく静かになったと言わんばかりに長く吐と息いきすると、再び妄もう想そうの世界の扉を開いた。





　　　　　　　◇





「あー……」


　冷れい房ぼうの利きいた二年一組の教室内で、しかし気け怠だるそうな声を発したのは、何の手て違ちがいか鷹崎小隊で一人だけ別のクラスに配属されてしまった松まつ永なが衛えい二じだった。


　いや、学校生活自体は楽しいのだ。持ち前の明るさで友達もすぐにできたし、クラスにも十分すぎるほど溶とけ込んでいる。途と中ちゆう参加だというのに、文化祭でやる演劇のキャストまで任されてしまった。絵に描かいたように順風満まん帆ぱんの高校ライフだ。


　──だが。だが、である。


「……ぜってーおかしいよな、これ……」


　衛二は騎き士しなのだ。ここにいるのは任務のためであり、決してもう一度青春を楽しむためではないのだ。気の合う仲間と何くれなく話したり、放課後ゲーセンに行ったり、クラスの女子たちとキャッキャウフフするためではないのだッ──！


「……せっかく駆真さんの小隊に入れたってのに、何してんだ俺は……」


　そう。憧あこがれの鷹崎小隊に所属でき、よっしゃこれからは毎日駆真さんのもとで働けるんだぜイヤッホォォウと思っていたのに、ここ数日まともに顔を見てすらいないのだ。


　そんな様子を見てか、隣となりの席に座った男子が、声を潜ひそめて話しかけてくる。衛二がこのクラスに来て、最初に友達になった男である。


「どうしたよ松永。調子悪いのか？」


「……ああ篠しの原はら。心が痛いのさ」


「いつにも増して気持ちわりーな」


「うるせー。俺は今深刻な悩なやみを抱かかえてるんだよ。分かりもしねーで勝手なことを」


「どうせ『駆真さんに会えなくて寂さびしいよー』だろ」


「分かんのかよチクショー」


「あんだけ毎日言ってりゃなあ……」


　やれやれといった調子で肩かたをすくめる篠原に恨うらめしげな視線を送ってから、衛二は頭を起こして息を吐はいた。と、篠原が思い出したように言ってくる。


「……ま、実際分からなくもねえよ。やっぱカッコいいもんな。特にあれだ、確か今体育の時間だろ？　プールだぜプール。ったく、七組の連中羨ましいよなあ」


　篠原の言葉に、衛二は身体からだを硬こう直ちよくさせた。


「…………ッ!?　なんでもっと早くそれを言わないんだッ！」


　叫び、椅い子すを後方に跳はね飛ばしながら衛二が立ち上がる。


「ど、どーしたぁ、松永」


　眼鏡めがねをかけた初老の国語教師が、目を丸くして板書していた手を止める。衛二は鬼き気き迫せまる表情のままツカツカと教きよう卓たくまで歩いていくと、


「先生！　今からプールに行って、駆真さんの水着姿を見てきてもいいでしょうかッ!?」


　至し極ごく真ま面じ目めな顔で言った衛二に、クラス中から非難が飛ぶ。それはそうだ。そんなふざけた理由で授業を抜ぬけ出すなど言ごん語ご道断である。


「さ……さすがにそんなことではなあ……」


　先生も、難しげな顔を作ってうなる。当然である。こんなことを易やす々やすと許すようでは名門校の教師は務まるまい。


　しかし衛二は微み塵じんもひるまずに床に手を突いた。


「それは重々承知してます……ッ！　でも俺はその上でお願いしたい！　無理を通させていただきたい！　考えてみてください。蒼穹園騎士団の英えい雄ゆう・鷹崎駆真がスクール水着を着る機会なんて、今後あると思いますか!?　否いな、あるはずがない！」


「だ、だからといって……」


「ならば想像してください。駆真さんの水着姿をッ！　微塵も徒むだの見つからない完かん璧ぺきな肢し体たいを、紺色の野や暮ぼったい水着が覆おおっているんです。七月の陽気に汗あせばんだ身体に張り付く水着。そしてひと泳ぎしたあと、駆真さんがプールサイドに上がってきます。無論プールに入ることによってさらに身体のラインはくっきりと浮かび上がっていますよ？　そして纏めていた髪かみを解ほどき頭かぶりを振ふってしぶきを飛ばし……あ、何かに気づいたように少し顔を後ろにやっています。ああ、少しお尻しりに食い込んだ水着をこっそりと直している……ッ！」


「く……はぁ──ッ」


　教きよう諭ゆをはじめとして、クラス中の男子生徒が身をよじる。女子の中にも頰ほおを染めている者が何人かいた。


　そして衛二は頭を床ゆかに擦こすりつけてから、必殺の一言を発した。


「……俺の予想ですが──駆真さんは、着やせするタイプです」


　その言葉に、クラス中が騒そう然ぜんとなる。


「な──なんだとうッ!?」


「噓うそよ！　騎士制服の上からだって結構大きいじゃない！」


「あれで……あれで本気じゃないというのか……っ!?」


「騎士団はなんてモンスターを抱えているのッ！」


　ざわめく教室の中、衛二が再度頭を下げる。


「何なに卒とぞ──何卒ッ……！」


　そして──叫ぶ衛二のその肩に、大きな手が置かれた。


「松永……」


「先生……！」


　二人の男は、涙なみだを浮かべながらがっしりと抱だき合った。


「久しく忘れていたよ……私も老いたものだ。いつの間にか、昔なりたくなかった大人になっていてしまったのかもしれん。──行け。行っちまえ、この馬ば鹿か野や郎ろうが！」


「先生……ッ！　このご恩は忘れません──ッ！」


　わあああああ────と、二人を祝福するように、クラス中から拍はく手しゆが湧わき起こる。


　衛二は立ち上がると、先生とクラスメートたちに深々と頭を下げてから教室の扉とびらを開け放った。その背に、先生の声がかけられる。


「松永ァ──っ！」


「はいっ！」


「写真、よろしく」


　最高の笑え顔がおで教諭が親指をビッと立ててくる。衛二は同じ仕草でそれに返してから廊ろう下かを駆かけだした。と──すぐにその後ろから、衛二を追ってくる足音が聞こえる。


「──篠原!?　おまえ、なんで……」


「へっ……おまえのケータイの画素数じゃまともな写真撮とれねえよ。撮さつ影えいはおとなしく八百万画素の俺に任せて、おまえはその目に駆真さんの姿を焼き付けてりゃいいんだよ！」


「篠原！　おまえってヤツは！」


　感かん極きわまって衛二が顔を歪ゆがめる。と、それに合わせるようにして、


「うぁ──────？」


　衛二の視界が、ぐるりと回った。


　ドンガラガッシャンと派手な音を立てて、廊下の脇わきの掃そう除じ用具入れに突つっ込む。


「ま、松永！　大だい丈じよう夫ぶか!?」


「──ってて……」


　頭を押さえながら起きあがり、衛二はすぐに廊下を見回した。──今の転てん倒とうは足がもつれたとか滑すべったという類たぐいのものではなかった。明らかに、何者かが走行中の衛二の足を払はらったのだ。それを示すように、今衛二がいた辺りに、用務員と思おぼしき男が一人、立っている。恐おそらく彼が衛二の行く手を阻はばんだのだろう。


　ぼさぼさの髪に無ぶ精しよう髭ひげ。やる気無さそうに歪んだ眉まゆと覇は気きのない表情が、くたびれた作業服にいやに似合っていた。


「み──三み谷や原はらさん!?」


「おう」


　用務員の名を呼ぶ。その男は鷹崎小隊の副隊長・三谷原雄ゆう一いちであった。
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「三谷原さんは用務員っすか……なんつか、すっげー似合ってますね」


「……他の連中と同じこと言いやがって。いっそのこと転職しちまおうかねェ」


　自じ嘲ちよう気味に肩をすくめてから、手を伸のばしてくる。衛二はその手に摑つかまって身を起こすと、非難じみた声を上げた。


「でも、何するんすか。いきなり足引っかけるなんて」


「授業中に廊下走ってるようなヤツが何言ってやがる。おおかた鷹崎の水着姿でも覗のぞきにいこうとしてたんだろ」


「な──何故なぜそれを……ッ!?」


「……当たってんのかよ。……気の毒だが、今はプールにゃ近づかない方がいい」


「な、なんでっすか!?」


「プール周辺はもちろん、それを覗ける位置にも、帯たい銃じゆうした騎士が張り込んでるからだよ。ノコノコ行ったらとっ捕つかまるぞ。……実際、もう何人か捕ほ縛ばくされたみてェだし」


「は……？　え、なんでそんな……」


「プールに入るときゃ鷹崎たちも銃なんて持てねェしな。その分周りが固めてやらにゃ」


「そ、そんなぁ……」


　衛二はせっかく立ち上がったにもかかわらず、すぐにヘナヘナとその場にへたり込んだ。


　三谷原はそんな衛二の様子を見て後頭部をかいていたが、何かを思い出したかのように手を打つと、指を一本立てて衛二に尋たずねてきた。


「──そうそう、おまえ、この学校で不良が溜たまりそうな場所知らねェか？」


「…………え？　何ですか、急に」


　気落ちしたままの衛二が弱々しい声で言うと、三谷原は人目を気にするように左右を見やってから口を開いた。


「いや……煙草たばこ持ってたら分けてもらおうと思ってよ。この学校、全面禁きん煙えんらしくて教師も持ってないみたいなんだわ」








　落らく胆たんした様子の衛二に肩を貸し、教室に戻もどりながら、篠原──変装した暗殺者・斎木恒明は小さく舌打ちした。


　音音よりも一足早く転入生として高校に潜せん入にゆうし、運良く同じクラスに入ってきた護衛の騎士と友好関係を築いた。……そこまではいいのだが、問題はその男──松永衛二が、まるで役に立たないことだった。


　今日だってそうだ。斎木は無論、プールの周りに騎士たちが展開していることは承知していた。……だからこそ衛二にプールの話をし、そこに出向くよう仕向けたのだ。護衛の騎き士しであれば、例外的に闖ちん入にゆうを認められているのではないかと思っていたのである。


「……こいつ、本当に護衛なのか……？」


「……？　何か言ったか、篠原」


「いや、なんでもねーよ」


　適当に返してまた一つため息を吐つきかけ……自分を奮い立たせるように首を振る。どうせどんな無防備な姿とはいえ、今の状じよう況きようでは草薙音音を仕留めることなどできはしない。今は大人しく、文化祭の日を待つのが得策だろう、と。


　だが斎木はすぐに首を捻ひねった。肩を貸していた衛二の足が、いつの間にか教室とは別の方向に向いている。


「……松永？　どこ行くつもりだ？」


「っは！　決まってんだろ！　プールだよプール！」


「おまえ……聞いてなかったのか？　プール周りには騎士たちが張り込んで……」


「そんなもんで俺の情熱と先生の思いを止められやしないッ！　ていうか考えてもみろよ。俺だって護衛の騎士なんだぜ？　入れないわけねーじゃねーか」


　そう言って衛二が斎木の肩から手を外し、力強く叫さけんでからまたも廊下を駆け出す。


「待っててください、駆真さぁぁぁぁぁぁんッ！」


「あ……おい！　待てって！」


　怒ど濤とうの勢いで走っていった衛二の背を追い、廊下にけたたましい足音を響ひびかせる。さすがに前線で戦っている騎士だけあって、なかなかに足が速い。すぐにプールのある西校舎の屋上付近まで辿り着いた。


「よしッ、行くぞ！」


　叫び、衛二が廊下の角を曲がる。


「おい──待てってば……ッ」


　斎木は舌打ちを一つ漏もらし、すぐにその角に差しかかった。が──すぐに足を止める。


　何故なら……


「あたたたたたッ！　何すんですか！　お、俺も閣下の護衛の騎士ですって！」


「噓をつけ。閣下の護衛なら七組にいるはずだろうが」


「そ……それは何かの手て違ちがいで……ッ！」


「今日三度目の言い訳だ。もうさすがに聞き飽あきた」


　プールに続く扉の前に立っていた男二人に、衛二が取り押さえられていたからだ。


「だ……だから、俺はホントに騎士なんですって！」


「分かった分かった。だから早く教室に戻れ」


「鷹崎小隊所属、松永衛二二等兵ですッ！　調べてもらえば分かります！」


「あー、はいはい。鷹崎少しよう尉いのファンなんだな」


「そうじゃなくて……て、そうじゃなくもないんすけどそれとこれとは話が違って！」


　斎木は壁かべに身を隠かくしながらそんな様子を窺うかがい、脱だつ力りよくしたように吐と息いきした。





　　　　　　　◇





「ふぁあ～ぁ」


　この上なく眠ねむそうなあくびを一つ漏らし、槙奈は軽く伸びをした。


「お疲つかれさまです、隊長」


「……ホントに疲れたわよ」


　部下の千ち恵え子こが言ってくるのに、くたびれた様子で返す。


　プールの授業のあと。今はもう制服に着き替がえ、片手にプールバッグを提さげながらのんびりと教室に向かっているところだった。先ほどの体育の時間が四時間目だったので、今はもう昼休みに入っている。さほど急ぐ必要もなかった。それをいいことに、槙奈はどうにか音音の背を見失わない程度の速度で歩いていたのである。


　何も難しい理由はない。口に出したとおり、ただ単純に疲れているのである。


　プールの授業に、というわけではない。この数日間、音音が化学の実験の際に素す手でで濃のう塩酸をいじくりながら笑っていたり、美術の時間に指先で木を彫ほっていたり、一いつ瞬しゆんでプールの端はしから端まで到とう達たつしたりするのを、ほとんど一人で窘たしなめたり、止やめさせたり、他の生徒に言い訳したりしていたのだ。


「あんたはまだいいけどさ……鎧よろい塚づかと鷹崎とかもう論外。鎧塚は勝手に遊んでるだけだし、鷹崎に至っちゃ不気味に笑ってたり、メモ帳に洋服のデザイン画を描かいたりしているだけじゃない。……なんだかもう一人で気を張っているのが馬ば鹿か馬ば鹿かしくなってくるわ」


「あはは……ええと、お疲れさまです」


　それ以外に言葉が見つからなかったのだろう、千恵子がもう一度そう言ってくる。


「──あ」


　と、道中、槙奈はある違い和わ感かんに気づいた。


「……？　どうかしましたか？」


「あー……更こう衣い室に忘れ物しちゃったみたい。取ってくるから先行ってて」


「ご一いつ緒しよしますよ」


「……いや、閣下に付いてさしあげてて。正直、鷹崎たちだけじゃ不安」


　眉まゆ根ねを寄せ、前方を歩く音音と鷹崎小隊の面々の背を指さして力無く言う。千恵子は苦く笑しようしながら了りよう解かいを示すと、少し小走りになって前の集団に付いていった。


「さて、と……」


　槙奈は面めん倒どうそうに首を回し、今来た道を戻っていく。


　そして更衣室まで辿たどり着くと、先ほど自分が使用していたロッカーの中に目をやり、隅すみに転がっている小さな手帳を発見した。


「──やっぱり。途と中ちゆうで気づいてよかったわ」


　独り言を呟つぶやきながら、その手帳──黒い装丁の怨うらみ綴つづり帳を手に取る。中学校の頃ころから数えて十七代目になるこの手帳は、日ひ頃ごろの恨うらみ辛つらみを書き連ねているものである。これを毎晩家で読み返し、誰だれにどんな呪のろいをかけてやろうかをじっくり考えるのが、槙奈の小さな幸せであった。……ここ最近は駆真のことしか書いていない気もするが。


　それをポケットの中に押し込み、少し駆かけ足あしで教室に向かう。さすがにもう周囲にはクラスメートの姿はなかった。


「……少し急ぐか」


　千恵子がいれば大丈夫だとは思うが、やはり心配なものは心配だ。槙奈はひとけのない廊ろう下かの角を曲がり──


「──っ」


　突とつ然ぜん目の前に現れた人ひと影かげに驚おどろいて足を止めた。


　西校舎屋上にあるプールから校舎内に入ってすぐの廊下は、確かに人通りが少ない。聞くところによると、夏場でなければ水泳部員くらいしか通らないという話だ。


　しかし学校内である以上人の姿が絶無というわけでもない。曲がった先に人がいたとて、おかしなことは何もないのだ。槙奈も、平時ならその人影に謝るか文句の一つでもつけるかして先を急いでいただろう。


　だが目の前に立ったその人物の、力ちから一いつ杯ぱい怪あやしい風ふう貌ぼうがそれを不可能にしていた。


　美しい金きん髪ぱつ碧へき眼がんを持つ、槙奈と同じくらいの少女である。恐おそらく外国人だろう。確かこの皓成大付属高は留学生の受け入れもしているという話であったから、別に不思議はない。


　しかしその少女の出いで立ちが、やたら時代錯さく誤ごなマントにローブという典型的魔ま法ほう使つかいルックであるとしたら話は変わってくるだろう。


「……ええと、突然悪いんだけど、あんたここの生徒？　何なのその格好」


　槙奈が頰ほおをかきながら問うと、金髪の少女は困ったような顔を作った。


「や、やっぱりこの格好じゃ駄だ目めなんですか……？　さ……さっきも怖こわい人に同じようなこと言われて追い回されたんですよう……」


「怖い人？」


「け、ケイビインって言ってました」


「……そりゃ仕方ないんじゃない？　見るからに不ふ審しん者しやだもんあんた」


　少し少女を警けい戒かいして、足を半歩後ろにずらす。少女はそんな槙奈の重心の変化にまるで気づく様子もなく、泣きそうな顔で続けてきた。


「な、なんかみんな同じような服着てますし……そ、それって何なんですか？　やっぱり宗教的な意味合いが……？」


「宗教って……ただの制服よ」


「そ、それを着てれば追い回されないんですか……？」


「ん──まあ、今のあんたの格好よりは数段ね」


　槙奈が言うと、少女は口元に手を当てて低くうなった。


「す、すいません。レーベンシュアイツを救うためなんです。ゆ、許してくださいね……？」


　言って、少女が心の底から申し訳なさそうに、眉まゆを八の字に歪ゆがめる。


「は……？　あんた何言って──」


　槙奈が怪け訝げんそうに口を開くと同時、少女が胸むな元もとで指を複雑に動かし始めた。指の先せん端たんには淡あわい光が宿り、軌き跡せきに沿うように何やら不思議な形を描いていく。


「な──何その魔法チックな……」


「〈誘眠スリープ〉」


　少女の声とともに、魔ま法ほう陣じんのような図形が槙奈に向かって迫せまってきた。槙奈は慌あわてて後方に飛び退のくが──遅おそい。光の線は槙奈の胸元に触ふれると、その中に吸い込まれるように消えていった。


「あんた、一体何を……」


　言いかけて、槙奈は視界がぐらりと揺ゆれるのを感じた。


「あ────？」


　異常とも言える──否いな、異常としか言いようのない、急激な眠気が全身を襲おそう。先ほどとは比べものにならない脱だつ力りよく感かん。身体からだは鉛なまりのように重たくなり、立っていることさえできなくなる。


　廊下に膝ひざが触れた頃にはもう、槙奈は意識を保っていなかった。








「……よし」


　目前で俯うつぶせに倒たおれ込んだ少女を確かく認にんし、アステナ・エリーウッドは拳こぶしを握にぎりしめた。


　彼女は蒼穹園とは別の世界の国──レーベンシュアイツからやってきた盟めい術じゆつ師しである。永き眠りから目覚めた魔王に侵しん略りやくされつつある祖国を救うため、勇者である駆真のもとに幾いく度どとなく押しかけているのだ。


　しかし──今回駆真のもとに来てみると、何やらいつもと違う服を着て、妙みような建物に入って行くではないか。


　アステナも後を追いそこに入ってみたのだが……いきなり怖いケイビインに追いかけられ、今の今まで逃にげ回っていたのだ。


「で、でも……これで大だい丈じよう夫ぶのはず……」


　アステナは倒れ伏ふした少女を廊下の奥の方へ引っ張っていくと、肩かたと腰こし辺りを摑つかんで一気に仰あお向むけにした。


「し……失礼しまーす……」


　小声で言いながら、少女の服を脱ぬがしにかかる。幸い体格は同じくらいだ。アステナでも問題なく着用できるだろう。


「ええと……これってどういう構造になって……」


　レーベンシュアイツではお目にかかったことのない衣服に悪戦苦く闘とうしながら、どうにかスカートを下ろす。


　だが次は複雑な構造をした上着部分である。アステナはとりあえず胸元を飾かざるリボンのようなものを取り去ると、拙つたない所作でなんとか服を脱がせていった。


　しかし──


「あ……っ」


　袖そでから腕うでを抜ぬこうと持ち上げていた少女の身体の重さに、アステナの細い腕が耐たえきれなくなってしまった。当然その身体は床ゆかに落ち、頭の方からゴン、という鈍にぶい音が響ひびいた。


「……ん……」


「────ッ！」


　少女が苦しげに身をよじり、うっすらと目を開ける。アステナは自分の顔から血の気が引くのが分かった。尻しり餅もちを突き、あわあわと全身を小刻みに震ふるわせ、壁に背をつける。


「っつぅー……あんた、よくも──って、きゃああッ！　な、何してんのよ！」


　頭を押さえながら身体を起こした少女は、すぐに自分の出いで立ちに気づいたのだろう、慌てて服をかき集め、胸元を押さえるようにしてアステナと反対の壁側に退たい避ひした。


「ちょ、あ、ああああああんたッ！」


「ま、待ってください、誤解です！　わ、私はただあなたを昏こん睡すいさせて服を脱がせていただけで……！」


「どこが誤解なのよぉッ！　まんまじゃないの！　私そういう趣しゆ味みはないんだからッ！」


「わ、わわ私だってありませんよ……っ」


「説得力皆かい無むでしょーがっ！」


　顔を真っ赤にして叫さけびながら、少女が乱れた衣服を着直していく。アステナはなんとか自分を奮い立たせると、腰が抜けたような姿勢のまま指で方陣を描いていった。


　しかし、さすがに少女も二度同じ手を食うつもりはないのだろう。まだ服を直している最中だったようだが、構わずアステナに飛びついてきたかと思うと、瞬しゆん時じに腕を拘こう束そくされ押さえ込まれた。まるで駆真のような手早さだ。


「あいたたたたたっ！　肩！　肩外れちゃいます……ッ！」


「うっさい黙だまれ強ごう姦かん魔ま！　静かにしないと首も極きめるわよ……っ」


「ひっ──」


　完全に形勢逆転である。少女はアステナに指を動かさぬよう言い含ふくめたあとようやく腕を放し、スカートを穿はきに戻もどった。無論その間は絶え間なくアステナに刺さすような眼光を送ってきていた。


「……で？　あんた何者？　私を眠ねむらせたアレって何。幻げん覚かく剤ざいと睡すい眠みん薬やくの重ねがけとか？」


　幾いく分ぶんか気を落ち着けた様子の少女が、アステナを正座させ、お説教をするような調子で問うてくる。アステナは観念したように息を吐はくと、自分の素す性じようと目的を簡潔に述べた。魔王によって危機に瀕ひんしている祖国のこと。盟術のこと。そして勇者のこと。


　しかし。


「……いい病院紹しよう介かいしてあげようか？」


　まるで信じてはくれなかったようである。


「い、一応本当のことなんですけど……」


「…………盟術、ねえ。……本当に魔法なの？」


「ま、魔法っていうのは魔導技術全ぜん般ぱんに対する総そう称しようみたいなもので……」


「細かいことはいいから。本当の本当に魔法使いだってのね、あんたは」


「は、はあ……そうですけど」


「……じゃあ、何か使ってみせてよ。さっきすぐ寝ねちゃったからよく分からなかったし」


　少女が腕うで組ぐみして言ってくる。アステナは仕方なく指先で方陣を組むと、廊下の壁かべに向かって指を突つきだした。


　瞬間、方陣の中心から小さな炎ほのおが迸ほとばしり、壁を黒く焦こがす。


「────っ……」


　さすがに少女も驚いたらしい。目を丸くし、口をあんぐりと開け、組んでいた腕もいつの間にかだらんと垂らしていた。


「……信じていただけましたか？　この世界には幻げん素そがたくさんあるからいいんですけど、レーベンシュアイツの精せい霊れいたちは皆みな魔王によって掌しよう握あくされているため、盟術がほとんど使えない状態なんです。だから勇者であるカルマ様を……」


　アステナは言葉を途と中ちゆうで切った。理由は単純。いきなり少女が屈かがみ込んだかと思うと、アステナの手をがっしりと摑み、キラキラと輝かがやく目でこちらをじっと見つめてきたからだ。


「あ、あの……何か？」


「教えて」


「は……？」


　首を傾かしげる。が、少女は諦あきらめる素そ振ぶりなど露つゆほども見せずに、情熱的に手を握り（痛い）、言葉を続けてくる。


「ふ、ふふふふふふふ……凄すごいわ。何これ。──今の、教えて。私、昔から魔法とか呪のろいとか黒魔術とか大好きだったのよ。……まさかこんな機会が訪おとずれるなんて。奇き跡せきだわ。奇跡としか言いようがないわ。任務とかもーどーでもいーし。私も好きにやらせてもらうわ。何でみんな勝手に遊んでるのに、私だけ閣下のお守もりしなきゃなんないのよ」


「で、でも、私は……」


「……ねえ、さっきの勇者『カルマ様』って、もしかして鷹崎駆真のこと？」


　槙奈が言うと、アステナは驚おどろいたように目を丸めた。


「ご、ご存じなんですか……!?」


「ええ。そりゃあもう。──教えてくれるんなら、約束してあげる。私からも鷹崎を説得するって」


「ほ、本当ですか……っ!?」


　アステナは眉を跳はね上げて叫んだ。


　……実際、アステナは何度か駆真のもとを訪れていたが、まともに取り合ってもらえたことは皆かい無むに等しかった。魔王の侵しん攻こうは最近になって比ひ較かく的てき落ち着いているものの、放ほうっておいてはレーベンシュアイツに未来はない。……ここは、少々時間がかかるとしても、この少女に盟術を教え、駆真に口くち利ききをしてもらう方が得策ではあるまいか……？


　アステナはしばし考えてから、観念したように首しゆ肯こうした。


「……じゃ、じゃあ、簡単なのでよければ……」


「ホント!?」


「で、でも、ちゃんと約束は守ってくださいよ!?」


「もちろん。私が噓うそをついたことあった？」


「……いえ、それは知りませんけど……」


　アステナが小さく抗こう議ぎじみた声を上げるが、目を爛らん々らんと光らせた少女には聞こえていないようだった。


「それで、今のはどうやったの？　どんな生いけ贄にえ用意すればあんなことできるの？」


「い……生け贄!?」


「私も昔色々やってきたけど、やっぱ効果の高い呪いはちょっとエグいの使わないといけないのよね。──あれだけはっきり効果が目に見えるってことは、さぞヤバイもの使ってるんでしょ？　何よ。鶏にわとりの死体？　豚ぶたの生き血？　イモリの黒焼き？」


「え……い、いや、そんなものは使いませんけど……」


「ぬ……まあ、そうよね。本物の魔法がそんな生やさしい生け贄でできるはずないわよね」


「あ、いえ……」


「……やっぱり、生まれて間もない乳児とか、処女の心臓とか？」


「え、ええッ!?」


「……乳児は無理だし、心臓もちょっと難しいけど、盲もう腸ちようとか腎じん臓ぞうならなんとか」


　言って槙奈は意を決したように自分の腹部をバンと叩たたいた。


「な、何言ってるんですか、そんなもの使いませんよぅ……」


「……ッ！　これで駄だ目めなんて……じゃあ一体どんな恐おそろしいものを生け贄に!?」


「だ、だから、生け贄なんて使いませんってば！」


　アステナはたまらず叫んだ。……この少女に盟術の仕組みを理解させるのに、どれくらい時間がかかるだろうかという懸け念ねんを込めて。





　　　　　　　◇





　皓成大付属高東校舎の屋上で、手にした黒い紙製の箱を見ながら、三谷原は小さく息を吐いた。


「んー……『ホーネット』のメンソールライトか……メンソール系はあんま得意じゃねェけど、贅ぜい沢たくは言ってらんねェか……」


　言って箱の蓋ふたを開け、本来ならば高校という空間にあってはならない紙かみ筒づつを一本取り出すと、慣れた調子で口にくわえた。


　が、すぐに眉まゆを跳ね上げて後方を向く。


「あー……悪わりィ、火ィ貸してくんねェか？」


　東校舎の広い屋上には今、三谷原を除けば、その後ろで床に這はいつくばった三人の男子生徒しかいなかった。三人とも人相が悪く、そのうちの一人は何故かこの暑い中長い学ランなぞ着ていた。


「は……はい……」


　顔に見事な痣あざを作った学ランの生徒が、震える手でライターを差し出し、火をつけてくる。三谷原は「すまんね」と短く礼を言うと、顔を前に出して煙草たばこに命を吹ふき込んだ。


「──ぷはァ。五時間ぶりのヤニは染しみるねェ」


　恍こう惚こつとした表情で煙けむりを口から吐き出し、屋上の手すりに背をもたれさせる。視界には、倒たおれ伏ふしていた男子生徒たちが身を起こし、しばし逡しゆん巡じゆんしたのち、礼れい儀ぎ正ただしく正座をしている姿が映った。周囲には、刃はの小さな護身用ナイフが三つ、散らばっている。


　三谷原は煙草を恵めぐんでもらおうとしただけなのだが──どうやら先方の機き嫌げんが悪かったらしく、色々と立ち回る羽目になってしまったのである。


「──そういうのはちゃんと訓練受けてから使いな。自分が怪け我がすっぞ」


「す、すいませんでした……」


　気の抜けた笑い方をしながら三谷原が言うと、三人が一いつ斉せいに頭を下げた。


　そして中央の生徒が、どこか気落ちした様子でため息を吐つく。


　何があったのか知らないが、少し気の毒である。三谷原は苦く笑しようすると、蔵田とやらの方に歩いていき、肩かたにポンと手を置いた。


「まァ、なんだ……頑がん張ばれ」


「は……はい……」


　そんな返事を聞きながら、またも煙を空に吐き出す。綺き麗れいな輪に形作られた煙は、数秒間その形状を維い持じしたあと、風に呑まれて消えた。





　　　　　　　◇





　駆真は機嫌よさそうに鼻歌を歌いながら、自宅のリビングで裁さい縫ほうをしていた。型紙に沿って切り出した黒い生き地じに、ミシンで可愛かわいらしいレースを縫ぬいつけていく。


　テーブルの上には布や糸の他ほかに、授業中に描かいたデザイン画や、参考にしたファッション雑誌などが散らばっている。駆真は手元の生地にレースを縫いつけ終わると、それと完成予想図を見比べてだらしのない笑えみを浮うかべた。


　文化祭本番まであと三日ほどしかないが、このペースならばなんとか完成するだろう。──さすがにクラスの出し物の準備を手伝っていては到とう底てい間に合うまいが、何故か音音が途中で帰宅したがるので助かっていた。今日も、最初は教室に残って作業をしていたのだが、突とつ然ぜん音音が帰らなければならないと言い出したので、日が落ちる前に帰宅できたのである。


「えーと……次はこれとこれを縫い合わせて……」


　と、駆真は不意に顔を上げ、窓の方を見やった。──今、外からガラスを叩くような音がした気がする。


「……む」


　駆真の耳が捉とらえた情報は正しかったようだ。リビングの大きな窓を、奇き妙みような格好をした少女が外からコンコンと叩いている。オレンジとシルバーの派手な髪かみに、縫い傷だらけの顔。少なくとも蒼穹園で普ふ通つうに生活していればまずお目にかからないような容よう貌ぼうである。


　駆真が自分の方を見たことに気づいたのだろう、少女が嬉うれしそうに屈くつ託たくのない笑顔を作って、ガラス越ごしに窓の鍵かぎを指さしてきた。どうやら窓を開けて中に入れて欲しいらしい。


「…………」


　駆真は手にしていた生地をテーブルに置くと、無言で窓の方まで歩いていき、微み塵じんの逡巡もなくカーテンを閉めた。そしてすぐに衣装の縫製に戻もどる。


　未練がましく窓を叩く音は続いていたが、一分ほどで大人しくなった。どうやら諦めたらしい。以前は勝手に窓を壊こわして侵しん入にゆうしてきたこともあったのだが、こっぴどく説教をしたのが効いたのか、最近は無む闇やみに窓に穴を開けることはしなくなっていた。


　──が、その後すぐに、玄げん関かんの外から何やら音がしてくる。駆真は頭をわしわしとかくと、鬱うつ陶とうしげに立ち上がった。


「……まったく、懲こりない奴やつめ」


　テーブルの上に置いてあった裁縫用の竹ものさしを握にぎりしめ、侵入者を追い払はらうべく玄関に向かう。


　駆真が玄関に辿たどり着くのに合わせるようにして、レバーハンドルが下がり、ドアがゆっくりと開いていく。駆真はものさしを振ふり上げ──その姿勢のままで固まった。


「……ねえさま？　どうしたの？」


　玄関を開けた駆真の姪めい・在紗が、不思議そうな顔をして勇ゆう猛もうな構えをとった駆真を見てくる。駆真は慌あわてて掲かかげていたものさしを背後に隠かくすと、今の自分の格好を誤ご魔ま化かすように引きつった笑みを浮かべる。


「な、なななんでもないよ。おかえり、在紗」


「ただいま。──そうだ、お友だち連れてきてるんだけど、一いつ緒しよに宿題やっていいかな？」


　言って、在紗が後ろに立っていた二人の少女を示す。在紗の親友の美み須す々ずと、転入生の沈しず音ねだ。駆真は「もちろん」と快く首肯すると、玄関の脇わきのラックに掛かけられていたスリッパを人数分並べた。


「さ、どうぞ」


「おっじゃましまーす」


「……失礼します」


　美須々と沈音が在紗に続き、スリッパを足に引っかけて廊ろう下かを歩いていく。そして並んで階段を上ると、二階にある在紗の部屋に入っていった。


「……ふう」


　駆真は額に滲にじんだ汗あせを拭ぬぐうと、背に隠していたものさしで軽く自分の頭を叩いた。──危なかった。もう少し気づくのが遅おそかったら、在紗の頭をぴしゃりとやっていたところだ。


「ウタめ……」


　脳のう裏りに浮かぶ縫い傷だらけの少女の名を憎にく々にくしげに呟つぶやく。そう、彼女さえ現れていなければ、駆真が在紗の前で醜しゆう態たいを晒さらすことはなかったのである。


　駆真は眉まゆ根ねを寄せながらもリビングに戻ると、ものさしをミシンの横に放ほうって、ダイニングテーブルを隔へだてたキッチンへと歩いていった。


　そしてお茶とお菓か子しを用意し、それらを木製のお盆ぼんに載のせた。今からお勉強タイムに入る在紗たちへの差し入れである。


　……とはいえ、在紗が昨日既すでに宿題を終わらせているのは知っている。今日新たに課題が出されたのでなければ、いつものごとく美須々が在紗に泣きついてきたのだろう。


　容易に思い浮かぶ光景に苦笑しながら階段を進み、在紗の部屋の前まで辿り着く。


「在紗ー。お茶とお菓子持ってきたよ。開けてー」


　両手が塞ふさがっているため、ノックの代わりにそんな声を上げる。すぐに扉とびらの向こうから在紗の可愛らしい声こわ音ねが響ひびき、ドアノブが回された。


「はい、頑張ってね」


　言いながら、テーブルの中央にお盆を置く。


「ありがとう、ねえさま」


「ありがとうございまーす」


「……どうも」


「アハは、お気き遣づかイなく～」


　部屋に座り込んだ女の子たちが言ってくる。白い髪と肌はだの美少女に、活発そうなお下げ髪の女の子。そしてその向かいに座った、憂ゆう鬱うつそうな目をした少女と……ド派手な色の髪と縫い傷だらけの顔が特とく徴ちよう的な少女。


　駆真はそれに笑顔で応こたえ──


　そのうちの一人の首根っこを押さえつけた。


「うォはー！　ナァにするンデすか、マぁスター」


「……ウタ」


　独特の発音で悲鳴を上げるウタに鋭するどい視線を向け、駆真はその首を握る手に力を込めた。


「勝手に家に入るなと言っただろう。どこから侵入した」


「ご、誤解デスって……ちゃンと姪めい御ごサンの許可ハとりマシたよオ」


「在紗の……？」


　駆真が片眉を上げて在紗の方に目をやると、在紗が少し困った様子でコクンと首しゆ肯こうした。


「ごめんなさい……駄目だった？」


「そ、そんなことないよ！」


　在紗にそんなことを言われてはどうしようもない。駆真はウタの首から手を離はなした。


「……今回限りだからな」


　在紗に向けていた視線をウタに戻し、小声でそう言う。ウタは嬉しそうに満面の笑みを作ると、深々と頭を下げてきた。


「──だが、来たところで別に願いなどないぞ」


　そんなウタに、腕うで組ぐみしながら駆真が言う。


　ウタは、数ヶ月前駆真が復活させてしまった自じ称しよう・魔ま人じんである。ことあるごと……否いな、ことがなくとも駆真に付いて回っては、願いを叶かなえますとうるさく言ってくるのだ。


「あア、いエイえ。今日はソのことで来タンじゃないンですヨオ」


「……？　では何を──」


　と、駆真はそこであることに気づいた。ウタのお尻しりの辺りからケーブルのようなものが延び、背後の壁かべに設しつらえられた電源に差し込まれている。よくよく見てみると、彼女の頭から生えた小さな釘くぎのようなパーツが、ペカペカと明めい滅めつしていた。


「…………」


　駆真は無言でケーブルを摑つかむと、そのまま力任せに電源から引っこ抜ぬいた。


「──あァん……っ！　いキナり抜かナいデクださいヨマぁスター！」


「うるさい。うちで充じゆう電でんするなと言っただろう」


「ジュ！　ジューデンなんてメッソーもナい！　そンな機械チックなコト、この誇ほこり高キ魔人ウタがスルはず……」


「じゃあこれはなんだ」


「エ……えート、そう！　電極治ち療りようみたイなモノです！　マッサージでスよ！　最近魔人の間デ流行はやっテましテ。ナウなヤングにバカウケなンデすヨオ」


　完全に顔を逸そらしながら、ウタがアハハと笑う。


「貴様しかいないのに流行りも何もあるまい」


「そ、そんなコトなイですヨオ。ワタクシの他にだって魔人いマスよオ？　コエ、オト、ロドリゲス。みンナいい子たちデした」


「過去形じゃないか。──しかも最後に変なのが混じらなかったか」


「ソンなコトないデえすヨオ。ロドリーはちゃんと……」


「愛称っぽく縮めるな」


　と、そこでウタが駆真の隙すきを衝つき、その手からプラグの付いたケーブルを奪だつ取しゆした。そして再び壁の電源に差し込もうとする。


「この──」


　舌打ちとともにそれを止めにかかろうとした駆真だったが、服の裾すそを在紗に摑まれ、その場にとどまらされる。


「在紗？」


「えと……ごめんなさい。でも、ウタさんに充電させてあげて……？　このままじゃ動けなくなっちゃうんだって。……お願い」


「う……」


　在紗が真しん摯しな眼まな差ざしで見つめてくる。──嗚呼ああ、そんな表情も可愛すぎる。


　駆真は裾を摑む在紗の小さな手を優やさしく握ると、「わかった、いいよ」と微ほほ笑えみかけた。次いでウタを一いち瞥べつし、


「……勉強の邪じや魔まをするんじゃないぞ」


「はいハイ！　モッチろんでェすヨオ！」


　そんな信しん憑ぴよう性せいのない返答を聞きながら、縫ほう製せい作業に戻るため、一階へ下りていった。


　と、リビングの扉を開けたところで足を止める。


　リビングに置かれたピンク色のソファに、いつの間にやら豪ごう奢しやなドレスを着込んだ女の子が二人、座っていたのだ。


「…………」


　無言で、それを睨にらむ。明らかな不法侵入であったが……警察など呼んだところで何の意味もないであろうことは容易に想像がついた。


　はっきり言って異様な光景である。まったく同じ顔をした少女たちが二人、完全に左右対称の動きで紅茶なぞ飲んでいるのだ。しかも互たがいの長い髪かみは二人の真ん中で複雑に結ばれている。こんな手合いがいきなり部屋に現れたなら、お化けの類たぐいと疑うのが普ふ通つうだろう。


　しかし駆真はそれに怯おびえるでもなく苛いら立だたしげに腕組みすると、


「……天あま由ゆ良ら、霊たま由ゆ良ら」


　その双ふた子ごの名を呼んだ。


「あら、鷹崎駆真さん」


「あら、鷹崎駆真さん」


　蒼穹園神話に記された地を司つかさどる神──地ち宮ぐう院いん・天由良と地宮院・霊由良は、やはりシンメトリーの所作を崩くずすことなく微笑んだ。


「何の用だ。失うせろ。私は忙いそがしい」


　駆真がそう言って睨ねめ付けると、双子は紅茶のカップを机の上に置かれていたソーサーに落ち着け、指をパチンと鳴らした。瞬しゆん間かん、カップが空間から霧きりのように消え失せる。


「まあまあ、そう言わないでくださいまし」


「まあまあ、そう言わないでくださいまし」


「あなたももう立派な神ですのよ？」


「いわばわたくしたちの仲間ですわ」


　天由良と霊由良が優ゆう雅がな仕草で頰ほおに手をやる。


　実は二ヶ月ほど前、駆真はこの姉し妹まいが創造した試練の迷めい宮きゆうを突とつ破ぱし、神を名乗ることを許されていたのである。


「……知ったことか。退どけ。作業の邪魔だ」


　とはいえ今の駆真にそんなことはどうでもよかった。鬱うつ陶とうしげに二人をソファから追い払はらい、ミシンの前に座り直す。


「あらあらあら」


「あらあらあら」


　双子はふよふよと浮ふ遊ゆうしながら駆真の後ろに舞まい降りると、その手元を興味深げに覗のぞき込んできた。


「何かやっていますわよ、霊由良」


「何かやっていますわね、天由良」


「駆真さん？」


「それは一体？」


　駆真は煩わずらわしそうに舌打ちすると、視線も手もミシンに集中させたまま、口だけを開いてやった。


「在紗がミスコンで着る予定の衣い装しようを作っているんだ、邪魔するな」


「ミスコン？」


「何ですの、それは」


「学校で行われる……そうだな、一番美しい者を決める、在紗のためにあるような祭典だ」


　駆真の適当な説明に、しかし天由良と霊由良は目を丸くした。


「まあ！　もっとも美しい者を？」


「まあ！　それは面おも白しろそうですわね」


「……そうだ。だからその準備で忙しいんだ。分かったら──」


　言いかけて、駆真は顔を上げた。今の今まで背後に在った気配が消えているのである。


　不ふ審しんに思い顔を後方に向ける。やはりそこにはもう、双子の神の姿はなくなっていた。


「……何だというんだ、まったく……」


　駆真はため息を吐ついてから、衣装製作の作業にもどった。








「──ったく、アリサに感謝しなさいよ、ウタ」


「ええ、エエ、わカッてマすヨオ。ありガとうごザイます、姪御サン」


　どうにか家主である駆真に充電（でないと本人は言い張っている）を許されたウタが、美須々に肘ひじをせっつかれて在紗に頭を下げてくる。


「いえ、そんな。ウタさん、武会のとき助けてくれたじゃないですか。そのお返しです」


「おお、オオ！　ナサケはヒトのタメならねーデスなア！」


　ウタが両手をパン！　と合わせ、感激したようにうんうんとうなずく。


　在紗と美須々はひと月前、蒼穹園武会の会場に空獣エアが現れた際、ウタに助けられているのだ。故ゆえに美須々は奇き妙みような出いで立ちのウタがいきなり窓を叩たたいてきても、さほど驚おどろきはしなかったのだが……


「…………」


　初めてウタを見た沈音は、先ほどから目を見開いて、その個性的過ぎる容よう貌ぼうを凝ぎよう視ししていた。


「おオ？」


　ウタもその視線に気づいたのだろう、沈音に向き直ると、畏かしこまった様子で頭を下げた。


「ドーモぅ、そういえばアナタは初メマしてデスよねエ？　ご挨あい拶さつ遅おくレましテ。ワタクシはマぁスターに仕えル魔人、名をウタと発しマス」


「……佐さ藤とう沈音です」


　沈音もそれにつられるように、座ったままぺこりと会え釈しやくする。と、ウタはひょいと顔を上げたかと思うと、後頭部の辺りから何やらウネウネと蠢うごめくケーブルのようなものを伸ばし、沈音の顔の前まで持っていった。


　次の瞬間、ポン、とコミカルな音を立ててその先せん端たんに眼球のようなものが現れる。両の目を縫ぬいつけられたウタの視覚器官である。彼女はその奇妙な『目』で沈音を眺ながめ回してから言葉を続けた。


「んン？　ホントに初めマシてですヨネエ？」


「……だと思いますけど。何故なぜですか？」


「あーイヤ……なんとなアくどこかで嗅かイダことノあるヨウなニオイが……？」


　言ってウタは、今度はクンクンと鼻を動かし、沈音の匂においを嗅いでいく。しかしすぐに首を傾かしげると「勘かん違ちがいデスかネエ？」と言って腕うでを組んだ。


　在紗はそんな二人を微笑ましげに眺めてから、鞄かばんの中の教科書を取り出した。


「──さ、じゃあ美須々、宿題始めるよ」


　美須々の肩かたをポンと叩いて教科書を出すよう促うながす。しかし美須々は姿勢を崩して甘えたような声を出すと、


「えぇー……せっかくカルマさんがお茶淹いれてくれたんだし、先にいただこうよー」


　そう言って、テーブルの上に置かれたお盆ぼんに視線を送った。


　本来なら額をぴしゃりと打って説教をするところなのだが、確かにお茶が冷めてしまっては駆真に申し訳ない。在紗はやれやれと息を吐いた。


「……はあ、仕方ないなあ」


「やった！　さすが話がわかる！」


　美須々がピョンと跳はね起き、ソーサーの上で逆さになっていたカップをテーブルの上に並べていく。


「もう、現金なんだから……」


　在紗は苦く笑しようしながら沈音とウタの方に顔を向けた。


「──じゃあ沈音ちゃん、先にお茶にしようか」


　言うが……返答がない。沈音は何やらウタの顔をぺたぺたと触さわりながら、小声で何かを呟つぶやいていた。


「な……ナンですカア？」


「…………皇おう華か栄えい禅ぜんの機き巧こう人形……本当に実働状態にあるなんて……。『ウタ』──轍わだち野の来らい茜せんの初期ロットか……」


「……？　沈音ちゃん？」


　在紗が肩に触ふれると、ピク、と小さく反応して沈音がこちらを向く。


「…………すいません。夢中でした」


「あはは……ウタさん変わってるもんね。──はい、沈音ちゃん」


「……あ、どうも」


　美須々の手元にあった紅茶を、沈音の方に差し出してやる。


「じゃ、いただきまーす」


　先せん陣じんを切って菓か子し皿ざらに盛られたビスケットに手を伸のばしたのは無論美須々だった。在紗も紅茶を一口飲んでから、お菓子を一つ手に取る。


　その間、沈音は未いまだにウタの方を見ながら、ひたすら紅茶に砂糖を溶とかしていた。








「じゃあね、また明日あした」


「ん、今日は……もとい、今日もありがとねアリサー」


「……それでは、失礼します」


　鷹崎家の玄げん関かんで別れを済ませ、在紗はふぅと息を吐いた。


　まだ辺りは明るいが、時刻はもう六時を迎むかえようとしている。美須々の宿題を終えてからも少しお喋しやべりしてしまったため、少々時間が遅おそくなってしまったのである。


「……沈音ちゃん、大だい丈じよう夫ぶかな」


　美須々は家が近いので問題なかろうが、そういえば在紗は沈音の家がどこにあるのか知らなかった。日が暮れる前に帰れればいいのだが。


　在紗は玄関先で軽く伸びをすると、再び家の中に戻もどっていった。と、リビングで縫製作業に勤いそしんでいる駆真と目が合う。


「……どう？　ねえさま」


「うん、いい感じだよ。楽しみにしててね。最ッ高に可愛かわいい衣装作ってあげるから！」


「あはは……あ、そうだ」


　在紗は少し視線を下にやりながら続けた。


「その衣装ってさ……背中出てたりとか、しないよね……？」


「え？」


　駆真が不思議そうに首を傾げてくる。


「…………ごめん、なんでもない」


　在紗は首を振ふると、少し駆かけ足あしになって自分の部屋へと向かった。


　在紗の部屋には今、誰だれもいない。ウタも充じゆう電でんが終わったら、約束デすカラと素す直なおに窓から出ていってしまった。テーブルの上に残された三人分のカップと、空になった菓子皿を見ていると、何故かもの悲しい気分になる。


「…………っ」


　在紗は顔をしかめた。


　背中がむず痒がゆい。手を後ろに回してがりがりと搔かきむしる。がりがり、がりがり。でも収まらない。


　在紗はたまらず、部屋のドアに鍵かぎをかけてから、服を脱ぬいでベッドの上に放ほうった。


「──はあっ、はぁッ──」


　不思議な解放感が、今まで身体からだ中に渦うず巻まいていた不快感を駆く逐ちくする。


　ゆっくりと呼吸を整えて、最後に大きく深呼吸。


　それで、だいぶ発作じみた気持ちの悪さは収まった。


「…………」


　今し方脱ぎ散らかした服を抱かかえたまま、部屋の隅すみに設しつらえられた鏡の前に歩いていく。


　そして、頭の向きはそのままに、身体をゆっくりとねじる。


「………………っ」


　在紗は唇くちびるを嚙かんだ。──やっぱり、少し大きくなっている。


　この異常が始まったのは、先月──ちょうど十二歳の誕生日の頃ころからだ。


　鏡に映った自分の白い背中。


　その肩けん胛こう骨こつの辺りに。





　──小さな、羽のようなものが生えていた。
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　少女が構えた指の先から淡あわい光が生まれ、ゆっくりと一直線に進んでいく。そして壁かべ際ぎわに立てかけられた目標に触ふれると、光はそれに染しみ込むように消えた。


　時刻は深夜三時。騎き士し団本部の敷しき地ち内にある官舎の一室には今、二人の少女が並ぶように立っていた。


「……う、噓うそ」


　間の抜ぬけた声を喉のどから絞しぼり出したのは、レーベンシュアイツの盟めい術じゆつ師し・アステナであった。目を見開き、口をポカンと開け、呆ぼう然ぜんとした様子で今自分の前で起きたことを理解していく。


「──め、盟銀の祭礼具と口頭呪じゆ文もんの補助付きとはいえ、こんなに早く術を発動させるなんて。……レーベンシュアイツにもそうはいません。て、天才といってもいいレベルです」


「…………心外ね」


　数日前より心なしかやつれた様子の、この部屋の主ぬし──槙まき奈なが、機き嫌げん悪そうに、しかし口元には小さな笑えみを浮うかべながら言ってくる。


「私の努力を、そんな言葉一つで片づけられちゃたまんないわ。ここ数日一いつ睡すいもしてないんだから」


「ど……努力云うん々ぬんでどうにかなるレベルじゃありませんよ。め、盟術の存在すら知らなかった人がこんなに早く……」


　指先を小刻みに震ふるわせるアステナ。槙奈は少しだけ得意げに髪かみをかき上げると、疲つかれ果てた顔に浮かべた笑みを濃こくした。


「……ま、呪のろいだの黒くろ魔ま術じゆつだのは中学の頃から色んな奴やつにかけまくってたし。まあ──今の一番のモチベーションは……あいつに勝つこと、だけどね」


「あいつ……？」


「ふふ……悔くやしそうな顔が目に浮か──ばないけどまあ、とにかく一度負かしてやんないと気が済まないわ」


　槙奈はアステナの問いに答えないまま、その場にぺたんと座り込んだ。


「あ────ぁあ、疲れたー。……ごめん、それ取ってくれる？」


「あ……は、はい」


　アステナは言われるままに、槙奈が指さしたもの──先ほど盟術の光を命中させた目標物を手に取り、槙奈に手て渡わたした。


　専用のハンガーに掛かけられたビキニタイプの水着である。かなり露ろ出しゆつの多い刺し激げき的なデザインをしており、アステナも最初に目にしたときは顔を赤くしてしまった。なんでもミスコンとやらで槙奈が着用する予定の衣い装しようらしい。


「……これで、ちゃんと盟術かかってるのよね？　別に惹ひかれる感じはないんだけど」


「え、ええ。これは身につけることにより効果を発揮するタイプの術なので。でも見る限り失敗はありませんでした。大丈夫です。──で、でも、なんでこんな……その、大だい胆たんな衣装なんですか？　ちゃんと〈魅了チヤーム〉が成功していれば、普ふ通つうの服だって効果は……」


　そう。槙奈がアステナに最初に教えを請こうた盟術は、〈魅了チヤーム〉であった。その名の通り見る者の気を惹き、虜とりこにする術である。


　本来ならば人間に施ほどこす術なのだが、初心者が人体に直接盟術をかけるのは危険が伴ともなうため、衣服を介かいして効果を得ようという方法をとったのだ。


「念のためよ、念のため。あいつに勝つためならどんな小さな策だって弄ろうしてやるわ」


「……そ、それじゃあ、私が直接マキナさんに〈魅了チヤーム〉をかけた方が早かったんじゃ……」


「それじゃ私だけの力で勝ったことにならないじゃない」


「そ……そうですか」
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　アステナは言いながら首を傾かしげた。何ともよく分からない判断基準である。〈魅了チヤーム〉を使っている時点で、自分の魅み力りよくのみの勝負ではなくなっているのだが。


「あ……そうだ、一つ注意しておいてほしいんですけど……で、できるだけ、もとから自分に好意を抱いだいてる人には、それを着てる姿を見せない方がいいかもしれません。……ちょっと、効果が出すぎちゃうと思うんで」


「──ふふん、いいじゃないの。それくらいがちょうどいいわ」


　槙奈は満足げに水着を抱えてその場に寝ねころぶと、深く深く吐と息いきした。


「ふふふ……明日が楽しみね」


「あ……そ、それはいいんですけど、ちゃんと約束守ってくださいね……？」


「わかってるわかってる」


　槙奈が適当に手を振るのに一いち抹まつの不安を覚えながらも、アステナはもう一度念を押すことしかできなかった。





　　　　　　　◇





　蒼そう穹きゆう園えん騎士団本部庁ちよう舎しやの執しつ務む室で、佐さ間ま岡おかは書類に落としていた目を上げた。何か、廊ろう下かから足音が聞こえた気がする。


　執務室の扉とびらは厚く、普通は廊下の足音や会話などまったくと言っていいほど聞こえてはこない。だが誰かが猛もう烈れつな勢いで力強く床ゆかを蹴けっているときなどは、彼の研とぎ澄すまされた聴ちよう覚かくが小さな音を察知することがあった。


　──ゆえに。彼は顔をしかめた。こういうときは、ろくな報告が来ない。佐間岡に一刻も早く伝えなければならない案件が、穏おん便びんなものであるはずがないのだ。


『少将！』


　けたたましいブザーとともに手元の液えき晶しようパネルに映し出された、焦あせった様子の副官の顔を眺ながめ、自分の予感が当たっていることを確信してからロックを解除する。


　副官は鍵かぎが開いたと見るや、彼が入室の許可を出す前に部屋に入り込んできた。


「……何があったのかね」


　今し方目を通していた書類を机に放り、副官に向き直る。彼女は呼吸を整えることもなく佐間岡の目の前に一枚の写真を叩たたきつけた。


「こ……これを──ッ！」


「何だね、一体」


「先日管制室に依い頼らいしていた画像の、高解像度版です……ッ！　鳴めい全ぜん基地で撮とられた映像を解かい析せきしたものが今日届いたそうです……！　み──見てください！　こ、これ──空獣エア……なんですか!?　確かに羽は生えてるんですけど……どう見てもこれ……人の形をしてるじゃないですか……ッ！」


「そうか、君は初めて見るんだな」


「そ……ッ、そりゃあ、初めてですよ……ッ！　何なんですか、こんな──」


　未いまだ落ち着かない様子の副官に苦く笑しようしながら、佐間岡は書類の上に置かれた写真をつまみ上げ、そこに映っている空獣エアに目を落とした。


　存外鮮せん明めいに写った写真である。冷静な彼女が取り乱すのも分からないではなかった。高度一万メートルを超こえる青空に、しかし悠ゆう然ぜんと舞まうのはどう見ても人間──しかも、若い女性の姿であった。


　だがその背には確かに空獣エアの羽が見て取れ、額と側頭部にはそれぞれ鋭するどい角が、さらに臀でん部ぶからは尾おが生えていた。正直、冗じよう談だんとしか思えない姿だ。


　人の形をした空獣エア──特とく殊しゆ小型種・ディアブロ級。


　小型に属する空獣エアでありながら、人間と同等以上の高度な知能と、ワイバーン級を優に超える浮ふ遊ゆう効率と闘とう争そう能力を有する異常種である。


　予想していたこととはいえ、さすがに気が重くなる。〈城しろ〉に悪あく魔まを一度に──


「──ん？」


　佐間岡は眉まゆ根ねを寄せ、写真に顔を近づけた。


　人間でいえば二十代中ちゆう盤ばんくらいの、若い女の顔。


　それを、穴が開くほどに凝ぎよう視しする。


「……ッ、まさか」


　数秒の間をおいて、脳が、その美しい貌かおの情報を記き憶おくの中から掘ほり当てた。


「──フューゼシカ・アシュ・クーレィン……ッ──!?　馬ば鹿かな……何故なぜこいつが……」


　椅い子すが盛せい大だいな音を立てて転がるのも構わず、佐間岡が机を叩いて立ち上がる。


「しょ、少将？」


　今まで落ち着き払はらっていた上官の変へん貌ぼうに驚おどろいたのだろう、副官が不安げな調子で言ってくる。しかしそれに気の利きいた返事をしてやれるほど、今の彼に余よ裕ゆうはなかった。力ちから一いつ杯ぱい奥歯を嚙かみしめてから、重苦しい声で指示を飛ばす。


「……上手うまくない状じよう況きようと言ったが、それは訂てい正せいしよう。考え得る限り最悪の状況だ。──今すぐ元げん帥すい閣下に連れん絡らくをとれ。大至急だ。田た沼ぬま大将に扱あつかいきれる案件ではない。……こいつの能力に衰おとろえがないとすれば──やばいぞ」


「は──はッ！」


　詳くわしい説明はしていなかったが、彼女も佐間岡の様子でことの深刻さを察したらしい。敬礼を一つ残して即そく座ざに部屋を出ていく。


　佐間岡は再び写真を睨にらみ付けると、左こめかみの大きな傷に指を触ふれさせながら憎にく々にくしげに呻うめいた。


「……〈女王〉フューゼシカ──今さら何をしに戻もどってきた……。あいつはもういない。蒼穹園に貴様の居場所などはないぞ……ッ」


　力任せに机を叩く。その震しん動どうと風圧で写真が舞い、滑すべるようにして床に落ちた。





　　　　　　　◇





　日は明けて日曜日。雲一つない……とまではいかないが十分な晴天のもと、皓こう成せい大付属校合同文化祭は開かい催さいされた。


　小学校の制服に身を包んだ在あり紗さ・美み須す々ず・沈しず音ねの三人は、並み居る人の波を抜け、駆かる真まのいる二年七組の『そうきゅん焼き』とやらを買い（本当はたい焼き屋だったらしいが、駆真たちの転入を知って急きゆう遽きよ金型を作らせたらしい）、一年二組の巨きよ大だい迷路を通り、三年四組のカフェでお茶をしてから、美術部の展示を見て、水泳部のヨーヨーを釣つり……と、これでもかというほど文化祭を満まん喫きつしていた。今は体育館に設しつらえられた観客席で、二年一組の演劇『三文探たん偵ていの事件記録・冠かん仙せんゆけむり殺人事件、宇宙の神秘と並行世界の謎なぞに迫せまる美人女将おかみの正体とは!?　白ブリーフに隠かくされた悲しき真実を巡めぐる時間超ちよう越えつ逃とう避ひ行こう』を鑑かん賞しようしていた。


　まったく意味のわからないタイトルであるが、なかなかどうして良くできている。最初は面おも白しろ半分で見に来ていた在紗たちも、十分を過ぎたあたりから段々とのめり込んでいった。やたら豪ごう華かな舞ぶ台たい装そう飾しよくに衣装。練りに練られた脚きやく本ほんに台詞せりふ回し。幾いく度どとなく練習を重ねたであろうキャストの、プロ顔負けの演技。それらが渾こん然ぜん一体となって、高校レベルとは思えない完成度の舞台となっていたのである。


「ねえ、犯人誰だれだと思う……？」


「……そうですね、私はあの『メイド型なのにやたら不細工に作られてしまったアンドロイド』が怪あやしいかと」


「いいトコ衝つくわね。でもあたしはそれよりあの『ツインテールの似合うドジっ子幼なじみ（三十四歳）』だと思うけど。──ていうかアリサ、あの死体役の男の人、どっかで見たことない？」


「え……？　どうだろ……。こっちからじゃよく顔見えないや」


「んー……絶対見たことあると──て、あ、そうだ。武会のとき見たカルマさんファンの気持ち悪い男よ。アリサのほっぺたべろべろ舐なめてきたヤツ。ほら、松まつ永ながナントカっての」


「そ、そんなことされてないよう……」


「あれ、そーだったっけ？」


　美須々が首を捻ひねりながら言ってくる。


　と、在紗は反対側から肩かたがつつかれるのを感じた。


「……在紗。そろそろ時間ではないですか？」


「あ……」


　在紗は短く声を発して、舞台横に設えられていたデジタル時計に目をやった。時刻は午後一時三十分。ミスコンの開始時間が二時であるから、着き替がえなどの時間を考えればもう控ひかえ室しつにいなければならない時間だった。


「ありがとう、沈音ちゃん。舞台に夢中で全然気づかなかったよ」


「……いえ。それより、早く行った方がいいのでは」


「ん……そうだね。二人とも、あとで犯人教えてね？」


　在紗が笑いながら言うと、美須々と沈音は合わせたようにうなずいた。


　小さく手を振ふって席を立ち、朝駆真に手渡された衣装入りの紙かみ袋ぶくろ（当日のお楽しみとかで、実はまだ中身を知らされていなかった）を握にぎって、後ろの人の迷めい惑わくにならないよう身体からだをかがめて観客席の袖そでに抜ぬけていく。


　ミスコンは確か、この演劇のあとに同じ場所で行われるはずだった。在紗は小走りになって舞台の裏に向かおうとし──


「きゃ……!?」


「のあ──ッ！」


　横から飛び出てきた女子生徒と激げき突とつしてしまった。


「あったたた……大だい丈じよう夫ぶ？　ほら、手」


「あ……はい。すいません、急いでいたもので……」


「いいわよ。私も走ってたんだし、お互たがい様さま……って、あんた、鷹たか崎さきの姪めいっ子こ？」


「え？……あ！　ええと……鳶とび一いち槙奈さん？」


　と、在紗は自分の手が何も握っていないことに気づいた。どうやらぶつかった拍ひよう子しに、衣い装しようの入った紙袋を落としてしまったらしい。


「あ……あった」


　幸い紙袋はすぐに見つかった。二人が接せつ触しよくしたと思おぼしき位置に転がっていたそれを手に取る。さっきよりも少し軽い気がしたが……まあ、気のせいだろう。


「それ、何？」


「あ、ミスコンの衣装です。……小学生の部に出ることになっちゃって」


「へえ、そうなんだ。私も出るのよ。──って、私の衣装も落ちてるし」


　言って、槙奈が在紗が持っているのと似たような紙袋を拾い上げる。


「じゃ、がんばってね。鷹崎は嫌きらいだけどあんたは応おう援えんしたげる」


「あはは……ありがとうございます」


　手をひらひらさせて去っていく槙奈に苦笑を送る。彼女のことも応援してあげたいところだが、高校の部には駆真も出場するのである。少し複雑な気分だ。


　……とはいえ、本番を控えた在紗にいつまでもそんなことを考えている余裕はなかった。紙袋の持ち手を強く握り直すと、在紗は舞台袖へと走っていった。








　照明の落とされた観客席の脇わきから、ライトアップされた舞台上へとデジタルカメラのレンズを向け、倍率を調整しながら画面を見やる。


　小さな液晶画面の中には、二年一組の演劇のクライマックスシーンが展開されていた。探偵に指を突き付けられた、男性恐きよう怖ふ症しようであるにもかかわらずブリーフ愛好家の女が、犯行の動機を語りながら泣き崩くずれている。


「…………」


　別に今やっている演劇を撮とりたいわけではない。そう、駆真の目的は、この演劇のあとに行われるミス皓成（小学生の部）だ。


「……む、やはりここよりも客席の中央付近の方が……」


　呟つぶやき、ほぼ満席になっている客席の方に目を向ける。と、スピーカーから流れていたＢＧＭが一ひと際きわ大きくなったかと思うと、観客から一いつ斉せいに盛大な拍はく手しゆが湧わき起こった。次いで、舞台の幕が降りていく。どうやら演劇が終わったらしい。


　体育館に明かりが戻ってくる。そして途と端たんに、幾いく人にんかの客が席を立ち始めた。駆真は拳こぶしをぐっと握る。いいタイミングだ。この隙すきに良い席を──


「……何してんのよ、鷹崎。あんたもミスコン参加者でしょ。早く用意しなさいよ」


　しかし足を一歩踏ふみ出した駆真の手を、むんずと摑つかむ者が現れた。──槙奈だ。


　駆真は心底鬱うつ陶とうしげに後方を一いち瞥べつし、舌打ちとともに口を開いた。


「……邪じや魔まをするな、鳶一。小学生の部のあとには中学生の部もある。その間に準備すれば問題あるまい」


「邪魔って……あんた着替えもメイクもしてないじゃない。そんなんで間に合うわけ……」


「別に衣装も用意していないし、化け粧しようをするつもりもない」


「な……ッ！　そんなの許されるわけないでしょーがッ！」


　何故なぜか焦あせった様子で、槙奈が声を上げる。


「……私がどんな格好で出ようが、おまえには関係あるまい」


「いーえッ！　おーアリよ！　そんなんで勝っても全然嬉うれしくないわ！　スッピン＆制服で出たから負けちゃいましたー、なんて言い訳許さないんだから！　渾こん身しんの力込めて着き飾かざったあんたを打ち負かさないと意味ないのッ！」


　手にしていた紙袋を威い嚇かくのようにブンブン振り回しながら槙奈が鼻息荒あらく言ってくる。何故か自分の勝利を確信しているような口くち振ぶりだ。


「今さらそんなことを言われてもな。用意していないものはしていない」


「じゃ……じゃあ今から用意すればいいのよッ！　一階にメイド喫きつ茶さやってるクラスあったから服借りてきなさい！　もしくはホラ、後夜祭の肝きも試だめし大会に使う幽ゆう霊れいの衣装でもいいから！　あれ胸むな元もとはだければかなりセクシーよ！　化粧は私がやってあげるから！」


「何故そこまで必死なんだ。とにかく邪魔するな。私は今から写真を撮る場所を──」


　と、駆真が槙奈に言い返そうとしたところで、


「あら、喧けん嘩かですわよ」


「ええ、喧嘩ですわね」


　二人の背後から、そんな声が聞こえてきた。


「────ッ」


　駆真と槙奈が合わせたようにバッと振り返る。


　そこにはまったく同じ顔と言っていいほどそっくりな双ふた子ごが、手を繫つないで立っていた。歳としは在紗と同じくらいだろう。小学校の制服を着ていることからもそれは間ま違ちがいあるまい。だが吸い込まれてしまいそうな深遠な色を映す瞳ひとみを中心に据すえた、幼いながらも完成された美び貌ぼうは、彼女らを人外の化け生しようのようにすら見せていた。


「天あま由ゆ良ら、霊たま由ゆ良ら──っ!?」


　駆真は眉まゆ根ねを寄せて喉のどを絞しぼった。そう、それは双子の大地神、地宮院・天由良と地宮院・霊由良であったのだ。


「な、何よ、お友達？」


「……知り合いではあるが友人ではない」


　槙奈が訊きいてくるのに苦々しい表情を作りながら返す。そんな駆真の反応を悲しむかのように、地宮院姉し妹まいは大おお仰ぎように首を振ってみせた。無論、左右対たい称しように。


「ああ、悲しいですわね、霊由良」


「ええ、悲しいですわよ、天由良」


「黙だまれ。というか何だその格好は。どこから盗ぬすんできた」


　二人の着衣──皓成大付属小の制服を指さす。しかし姉妹は事も無げに笑うと、


「何を仰おつしやっていますの？」


「わたくしたちは、皓成大付属小学校六年二組の」


「地宮院・天由良と」


「地宮院・霊由良でございましてよ？」


「……なんだと？　どういうことだ」


　怪け訝げんそうに問う駆真に、天由良と霊由良はさらに続けた。


「うふふ、他者の意識に存在を割り込ませるくらい」


「わたくしたちには造作もないことでしてよ」


「聞くに、今日はもっとも美しい者を決める祭典とか」


「そんなことを聞いては、わたくしたちも参加しないわけには参りませんわ」


「うふふふふふ」


「うふふふふふ」


　言って、不気味に笑ってみせる。駆真は忌いま々いましげに歯は嚙がみした。無論こんな連中に在紗が魅み力りよくで負けるとは欠片かけらも思わない。しかし、相手は神なのだ。観客や審しん査さ員の心をたぶらかすことなど造作もあるまい。


　二人はそんな駆真の思考を読みとったかのように笑うと、同時に肩をすくめてきた。


「もしかして、わたくしたちが不正をするとお思いですの？」


「心外ですわね。それでは面おも白しろくありませんわ」


「それに、そんなことをしては己おのれの美しさに自信がないことを証明するようなもの」


「わたくしたちには必要ありませんわ」


　姉妹は顔を見合わせると、またも愉ゆ快かいそうに笑う。何故か駆真の横で、槙奈が心苦しそうというか、ばつの悪そうな顔をしていた。


「それでは、ごきげんよう」


「それでは、ごきげんよう」


　天由良と霊由良は綺き麗れいなシンメトリーの動きで身を翻ひるがえすと、舞ぶ台たい袖そでへと歩いていった。


　その後しばしの間黙って立っていた駆真と槙奈だったが、何やら槙奈が唾だ液えきを飲み下すような音をさせたあと、呆ぼう然ぜんとした感で声を発してきた。


「……な、何よ今の子たち。滅め茶ちや苦く茶ちや綺麗じゃないの。ちょっと見入っちゃったわ」


「──ふん、あの程度取るに足りん。見ていろ。すぐにもっと可愛かわいい女の子が登場する」


「あ、あれよりって、相当なもんじゃないの？……て、どこ行こうとしてんのよあんた。ミスコンの準備しなさいって言ってるでしょ！」


　立ちつくしていた槙奈の隙を衝ついて客席の中央部に行こうとした駆真だったが、さすがに槙奈もそこまで呆ほうけてはいなかったらしい。すぐにその手を取って進行を阻そ止ししてくる。


　しかしもう時間はなかった。──体育館の照明が再び落とされ、舞台上がライトアップされたのである。


『──えー、ではこれより、ミス皓成、小学生の部を始めたいと思います』


　次いで、スピーカーから音声が流れ始める。駆真は焦って槙奈の手を振ふり払はらうと、観客席の中央付近に進軍していった。


「あ──ちょッ、待ちなさいよ！」


　だが槙奈も諦あきらめる気はないらしい。しつこく駆真を追って観客席の中ほどまで入ってくる。


「ついてくるな。私に構わず、自分の準備でもしていろ」


「ふん……っ！　私はもう化粧済ませたし、あとは着き替がえるだけなのよ！　この最強の秘密兵器にね……ッ！」


　胸を張り、自信満々で言う槙奈。しかし。


「────ッ!?」


　紙かみ袋ぶくろに手を突っ込こんだ槙奈の顔が真っ青に染まる。


「な、なななななななななななななんで……っ!?」


「…………？」


　駆真は不思議そうにその様子を見ながらも、その好機を逃のがすことなく客席の前列中央にまで辿り着いた。


　目を左右に巡めぐらせ、空いている席を探す。もし満席であったなら床ゆかにしゃがんでカメラを構えるのも悪くないと思っていた駆真だったが……


「あ、カルマさんカルマさん！」


「……む？」


　自分の名を呼ぶ声の方を向くと、そこには在紗の友達の美須々と沈音が、一つ席を空けるようにして座っていた。


「美須々ちゃん、沈音ちゃん」


「こっちこっち。ここ空いてますよ！」


「ん、ありがとう」


　短く礼を言って椅い子すに腰こし掛かけ、舞台に注意を払いながらカメラを操作する。


「あはは、気合い入ってますねカルマさん。それ、アリサ用ですか？」


「うん、ベストショットを狙ねらうわよ」


　鼻息を荒くして拳を固め、カメラを掲かかげる。


「……駆真さん、在紗のこと、本当に好きなんですね」


　ふと、隣となりに座っていた沈音が話しかけてきた。駆真はカメラのレンズは微み塵じんも動かさぬまま、顔をそちらに向けて力強くうなずいてみせた。


「そりゃあもう！」


「……在紗の、どこが好きなのですか？」


「もちろん、全部よ。月並みな言い方だとは思うけど、他ほかに表現のしようがないわ」


　駆真がそう答えると、沈音は小さく顔をうつむかせてから再び目を上に向けた。


「……あなたは、在紗の全すべてを知っているのですか？」


「え？」


　不意にそんなことを訊きかれ、首を捻ひねる。


「んー……そりゃあ、全部知ってるってことはないけど……」


「……知らないのに、好きなのですか？」


「ええ、そうよ」


　なんの衒てらいもなくきっぱりと言いきった駆真に、沈音が目を丸くする。彼女にとってよほどその返答は意外なものだったらしい。


　ほどなくして、審査の説明をしていたスピーカーの声が、一段階大きくなった。


『──さあ、では参加者の紹しよう介かいに移りましょう！　まずはエントリーナンバー一番、六年一組、小こ山やま聡さと子こさん！』


　その声とともに、舞台袖から小学生とは思えない長身モデル体型の女の子が登場する。会場が一気に盛り上がった。後ろの席から野太い「聡子ちゃーん！」という声が聞こえてくるほどだ。


「えーとぉ、一番、小山聡子でぇーす。すっごく緊きん張ちようしちゃってるんで、上手うまくできるかどうか分からないんですけどぉ──」


　小さく肩かたをすぼめ、少し上目づかいになりながら甘ったるい声を出す。その仕草に、さらに客席の声が大きくなった。


「うっわ……さすがに媚こっび媚び」


　眉まゆをひそめながらそう言ったのは、隣の席に座した美須々だった。あからさまに嫌けん悪お感かんと滲にじませている。


「あの子、雑誌の読者モデルとかやってるらしいんですけど、女子には評判悪いんですよー。外ヅラはいいんだけど中身はサイアクっていうんですか、いちいち言うことが嫌いや味みったらしいんですよね。あーやだやだ」


「……ふうん、そうなんだ」


　駆真は舞台上で歌を歌う少女に目を戻もどした。アピールタイムには基本的に何をしてもいいことになっている。


「大だい丈じよう夫ぶよ」


　駆真は自信満々に腕うで組ぐみした。


「え？」


「あんなの、在紗の足あし下もとにも及およばないわ」


　言って左右に視線をやり、美須々と沈音を見る。


　駆真は自然に、膝ひざの上にカメラを置いていた。


　両手を軽く掲げると、すぐに手の平が左右からぱん、ぱんと叩たたかれる。


「…………」


「…………」


「…………」


　駆真、美須々、沈音の三人は揃そろってニヤリと不敵な笑えみを浮うかべ、舞台上で歌う哀あわれな敗北者（予定）を見やった。








「……どうしよう」


　舞台袖の控ひかえ室しつで、在紗は紙袋を覗のぞき込みながら心底困った表情を構築していた。


　もうミスコンは始まっており、周りの参加者たちは皆みなそれぞれ用意した衣い装しように着替えを済ませていた。在紗も早く準備をしようと紙袋を開けたのだが……その中に入っていた衣装が、予想外の代しろ物ものだったのである。


　ビキニタイプの水着。しかもかなり大だい胆たんというか、扇せん情じよう的なデザインで、サイズも少し大きい。さすがにこんなのを着て出たら、恥はずかしくて死んでしまう。


　──否いな、問題はそんなことではない。在紗は下した唇くちびるを嚙かんだ。


「……この衣装じゃ、背中、出ちゃうよ……」


　ひと月前から背中に現れ始めた異常。それを覆おおい隠かくすことができないのである。


　やはり駄だ目めだ。このまま制服で舞台に上がるしかない。在紗がそう決意して紙袋の口を閉じようとすると──


「あらあら、素す敵てきな水着ですわね」


「ええ、とっても可愛らしいですわ」


　突とつ然ぜん両りよう肩かたの辺りからそんな声が響ひびいてきた。


「ひ──ッ」


　さすがに驚おどろいて身体からだを強こわばらせる。声の主たちは一いつ旦たん後ろに引っ込んでから、在紗の前に回り込んできた。


「ごめんなさいね、驚かせてしまいました？」


「ごめんなさいね、そんな気はなかったのですけれど」


　そっくりな顔をした少女が二人、その身に纏まとった煌きらびやかなドレスの裾すそをつまみ上げて優ゆう雅がに礼をしてくる。


「あ……いえ、だ、大丈夫です」


　少女たちに気け圧おされるように肩をすぼめながら返す。何というのだろうか、彼女たちの美しさには、他の参加者にはない力のようなものがある気がした。


「それがあなたの衣装ですの？」


「とても魅み力りよく的ですわね」


　双ふた子ごが無む邪じや気きに微ほほ笑えみながら言ってくる。在紗は苦笑しながら紙袋の口を閉じた。


「あ、はい。ねえさま──ええと、叔お母ばが作ってくれたんです……け、ど」


「まあ！　それは素晴らしいですわね」


「ええ！　それは素晴らしいですわよ」


　少女たちが左右対たい称しようの動きで手を合わせ、目をキラキラと輝かがやかせる。


「ああ、でも」


「ええ、でも」


「そろそろ着替えないと間に合いませんわよ？」


「そうですわね。急いだ方がよろしいのでは？」


　双子がそう言ってくる。在紗は困ったような顔を作った。


「いえ……私、制服で出ようかと……」


「あら、そうですの？　残念ですわね」


「少しもったいないですわね。叔母様も悲しみますわよ？」


「あ…………」


　残念そうな二人の言葉に、在紗はハッとなった。


　そう、そうなのだ。確かに恥ずかしいし、背中が露ろ出しゆつしてしまうのは困る。だけどこれは、駆真が何日もかけて在紗のために作ってくれた衣装なのだ。


「…………」


　唇を嚙み、うつむく。


　と、舞ぶ台たいの方から係の人が顔を出した。


「次の人──ええと、地宮院さん、お願いします」


「あらあら、もうわたくしたちの番ですの」


「ではでは、失礼しますわ」


「あ……はい、がんばってください」


　在紗が軽く会え釈しやくすると、双子はまたも楽しそうに微笑み、ピッタリ揃った足取りで舞台の方に歩いていった。何故なぜか彼女らは、二人一いつ緒しよに舞台に上がるらしい。


　参加者十八名中、在紗のエントリーナンバーは十八番。もう控え室には誰だれもいなかった。


「…………」


　在紗は無言で紙かみ袋ぶくろを漁あさると、明らかに布面積が少ない水着を取り出し、目の前につまみ上げてジッと見つめた。








「地宮院・天由良ですわ」


「地宮院・霊由良ですわ」


　その二人が舞台上に現れた瞬しゆん間かん、一瞬会場がシンと静まり返った。


　互たがいに手を取り合いゆったりとした歩調で歩みを進める、双子と思おぼしき二人の少女。二人の間で複雑に結ゆわれた長い長い髪かみに、神域の縫ほう製せい技術を持たねば作ることは叶かなわぬであろう豪ごう奢しやなドレス。そのどれもが、観客の目を引いた。


　しかしもっとも皆の目を釘くぎ付づけにしたのは、そのあまりに整いすぎた貌かおだろう。男なら誰もが平へい伏ふくしてしまうであろう完かん璧ぺきな造ぞう作さ。それが二つ並び、鏡でも見ているかのような一糸乱れぬ左右対称の動作をしているのだ。インパクトは十分である。


　次の瞬間、何の冗じよう談だんでもなく体育館が声で揺ゆれた。


「……っ、すごい歓かん声せいね──まあ分からなくもないけど」


「……美須々ちゃん、あいつらのこと知ってる？」


　駆真は隣の席でうるさそうに顔をしかめていた美須々にそう問うた。


「え──ああ、そりゃあ知ってますよ。二組の地宮院姉し妹まい。ええと──あれ？　なんか名前以外出てこないけど……とにかく、知ってます」


「…………そう、ありがとう」


　他者の意識に存在を割り込ませる、というのが具体的にどのような手段かは分からないが、どうやら本当にあの双子は皓成大付属小の生徒として認にん識しきされているらしい。駆真は忌いま々いましげに歯は嚙がみして、荘そう厳ごんなＢＧＭに合わせて美しく舞まう天由良と霊由良を睨にらみ付けた。


　観客も皆目を奪うばわれている。今までの出場者など相手になるまい。


　──やがてＢＧＭが最高に盛り上がったところで、二人が舞台中央に重力を感じさせないバック転で舞い戻り、ビシッとポーズを決める。もう駆真たち以外の観客は総立ちである。笑え顔がおで礼をし、手を振ふって舞台を去る地宮院姉妹の背に、いつまでも歓声と口笛とアンコールと求きゆう婚こんを送っていた。


「……確か次がアリサの番のはずだけど……こら出てきにくいわね」


　美須々が難しげな様子でうなる。確かに会場は今までにない盛り上がりを見せていた。それを舞ぶ台たい袖そでから見ているであろう在紗にとっては凄すさまじいプレッシャーに違ちがいない。


『──はい、素晴らしい演えん舞ぶでした。……では次が最後となります。エントリーナンバー十八番、六年三組、鷹崎在紗さん。どうぞ！』


　スピーカーから聞こえる司会の声が、在紗の登場を促うながす。だが──


『……ええと？　鷹崎さん？』


　しばらく待っても、在紗は舞台に姿を現さなかった。


「……在紗？」


　さすがに少し不安になって、駆真が腰こしを浮かす。──その瞬間、ようやく舞台袖から、見慣れた真っ白い髪が見えた。


「あ──在紗」


　在紗は幕に隠れるようにして顔だけを覗かせていたが、やがて意を決したように小さくうなずくと、不安そうな顔をしながらよたよたと舞台中央に歩いてきた。


　その出いで立ちを見て、観客たちがどよめく。


　在紗は首から下を、水泳の授業のときに使うゴム付きのバスタオルですっぽり覆っていたのである。一番前の席からでも見えるのは頭部と膝から下だけだ。どう見てもてるてる坊ぼう主ずである。


「な……何あのカッコ……」


「……奇き抜ばつ、ですね」


　左右からそれぞれ、驚いたような声が聞こえてくる。無理もない。駆真だって今は、美須々や沈音と同じような間の抜ぬけた顔をしているに違いないのだ。


「え──な、何で……」


　それはそうだ。確かに駆真は今朝けさ、完成した衣装を紙袋に詰つめて在紗に手て渡わたしたのである。黒色ベースにこれでもかというほどレースとフリルを盛り合わせたゴシックロリータ調のドレスだ。少なくとも、あんなポンチョのようなものを作った覚えはなかった。


　いや、無論今の在紗も悶もん絶ぜつしてしまうほどに可愛かわいいのだ。ほんのり頰ほおを染めて内うち股また気味に立っている在紗はもうそれだけでありがとうございますごちそうさまと手を合わせてしまいたくなるほどの破は壊かい力りよくを有しているのである。


　だが、明らかにおかしい。一瞬あのバスタオルの下にドレスを着ているのかとも思ったが──違う。裾から覗くのは明らかに裸足はだしであるし、首もとにもレースで飾かざられた襟えりは見えなかった。


「一体……」


『え……えー、なかなか個性的な衣装ですね。で、ではアピールタイムです。鷹崎さん、お願いします』


　と、そんな声がスピーカーから聞こえてきた。駆真は慌あわてて、膝ひざに載のせていたカメラを両手で構えた。衣装が違うとかそんな些さ細さいな問題で、在紗の晴れ舞台を撮とり逃のがしてしまうような下手へたを打つわけにはいかない。


　デジタルカメラには四ギガバイトのメモリーカードが入っている。出し惜おしみはしない。駆真は視線は生の在紗に注いだまま、凄まじい勢いでフラッシュを光らせていった。


「…………」


　しかし在紗は、司会にアピールを促されても、ただ立ちつくすばかりだった。再び観客席がざわめきだす。


「どうしたのかしら、アリサ……」


「……ええ、心配です」


　美須々と沈音が小さな声で言う。……と、まるでその声が舞台上に聞こえたかのようなタイミングで、在紗に小さな動きがあった。


　何故か背中を気にするようにバスタオルの口を広げて両手を出すと、ごくりと唾だ液えきを飲み込むような仕草を見せたあと足を一歩前に踏ふみ出し、バスタオルの裾を両手の指先でつまんだのである。


「────？」


　駆真が首を捻っていると（無論その間もシャッターは連続して切られている）、在紗は顔を真っ赤に染めながら、徐じよ々じよにバスタオルの裾を持ち上げていった。


「…………ッ!?」


　おおッ、と客席がどよめく。地宮院姉妹の演舞で総立ちになった観客たちは、在紗を下から見上げるように一気に着席した。


「あ、在紗……？」


　膝くらいまでを覆おおい隠かくしていたタオルが、少しずつ上方に引っ張り上げられていく。駆真は軽い目眩めまいを感じた。在紗の白い素す足あしが、徐々に徐々に露あらわになっていくのである。はあはあ、はあはあ。駆真は自分の呼吸が荒あらくなっていくのが分かった。


　そしてついにバスタオルが腰こし元もとまで捲まくられ、小学生にしては大だい胆たんなデザインの水着が顔を覗のぞかせた。とはいえ何故か少々サイズが大きいらしく、腰こし紐ひもをかなり詰めて縛しばっているため、本来の意図よりは随ずい分ぶん露ろ出しゆつ度どは抑おさえられているようだった。


　歓声と、一体何を期待していたのか、落らく胆たんのような声が混じって後ろから聞こえてくる。


　が──


『………………ッ』


　その水着が見えた瞬間、客席に座る人間たちは一いつ斉せいに奇き妙みような感覚に襲おそわれた。


　脳幹をガンガン打ち鳴らされるような、心臓を引き絞しぼられるような、内臓を中から押し上げられるような──そんな、感覚。


　しかし不思議なのは、それらに欠片かけらも不快感がないことだった。


　呼吸が荒くなり、目眩がし、頰が上気する。


　嗚呼ああ、誰が最初に気づいただろうか。


　その感覚が──いわゆる『恋こいの病』に酷こく似じしていることに。


　在紗がタオルの前部分を鎖さ骨こつの辺りまで上げ、うっすらと肋あばらの見える腹部と可愛らしいおへそ、そして明らかにサイズの大きい水着の上部分が見えるようになった頃ころには、観客たちは再び立ち上がっていた。否いな、正しく言うならばそれでも足りずに、声を上げながら前方に走り、舞台のすぐ下にかじりつく者すらいる。
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「……ど、どうしちゃったんだろ、あたし……なんでアリサにこんな……」


「…………胸が、苦しいです」


　駆真の左右にいた二人も、席こそ立っていないものの、頰を染め、胸むな元もとを押さえながら在紗をジッと見つめていた。


　だが、駆真にそんなことを気にしている余よ裕ゆうなどはない。


「………………」


　駆真は、その場にカメラを落とし、無言で立ち上がった。


「……カルマさん？」


　怪け訝げんそうな美須々の声など、もう耳に入らない。


　駆真は焦しよう点てんの定まらない目で舞台上の天使を見み据すえ──








　──お客さんの様子がおかしい。


　腰くらいまでバスタオルを持ち上げた辺りで、在紗は客席の異常に気づいた。


　そもそもこの大きなタオルも、駆真の用意してくれた衣装を、背を見せずに披ひ露ろうするための苦肉の手段なのである。実際見み栄ばえもしないと思ったし、場を盛り上げようなどとは微み塵じんも思っていなかった。


　だが、この熱ねつ狂きようぶりはどうだ。窓が割れてしまうのではないかと思うほどの大きな歓声。観客のほとんどは席を立ち、舞ぶ台たい際ぎわにひしめいている。──こう言っては失礼かもしれないが、少々、怖こわい。


「……ねえさま、どこかな……」


　実際在紗としては、駆真にこの衣装を着ている姿を見せられればそれで良かったのだ。顔の前まで持ち上げたバスタオルの裾すそを少し下げ、観客席を見やる。


　──瞬しゆん間かん、在紗の視界はぐるりと上に向いた。


「え────？」


　一瞬、何が起こったのか分からなかった。気づいたときには床ゆかに押し倒たおされていたのだ。


　数秒遅おくれて、脳が今起こったことを理解する。


　そう、観客席の一番前に駆真の姿を発見した刹せつ那な。


　──突とつ然ぜん駆真が跳ちよう躍やくし、舞台前にひしめく観客たちの頭を踏み台にして、在紗に飛びついてきたのである。


「ね──ねえさま……ッ!?　どうしたの──？」


「あ、ああアアああ在、アリアリアリ在ささささささ紗ぁぁぁぁ」


　何故かうっとりとしたような表情で在紗の身体からだの上にのしかかった駆真は、虚うつろな目で在紗の名を呼びながら、在紗の顔や首筋に何度も何度も頰ずりしてきた。


「……ッ、ねえさま──！　や……こんなところで……っ」


　どうにか駆真から逃れようと身をよじるが、騎き士し団で鍛きたえ上げられた駆真の筋力に、在紗程度が敵かなうはずもない。結局足をバタバタさせるくらいの抵てい抗こうしかできなかった。


『ちょ、ちょっとあなた!?　舞台に上がらないでください！　ていうか何やってるんですかッ！』


　慌てた様子の声が、スピーカーから響ひびいてくる。それはそうだろう。いくら同性とはいえ、観客が舞台上のミスコン参加者にいきなり飛びついたのだ。下手をすれば──否、下手をしなくても警察沙ざ汰ただ。


『ちょっと係の人、その人取り押さえて！　あ、ていうかその前に幕閉じて！　早く！』


　司会の声に、ようやく事態を把は握あくしたかのように舞台の幕が閉じ、舞台袖から腕わん章しようのようなものを付けた生徒が泡あわを食って走ってきた。
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　文化祭が終わり、空が赤く、そして次に黒く染められていく。


　斎さい木き恒つね明あきをはじめとする騎士団資料室勤務の事務員たち──暗殺を専門とする男たちは今、黒ずくめに目出し帽ぼうという格好で、皓こう成せい大付属高の屋上に立ち並んでいた。


「……気を引き締しめろ。今日このときを逃せば、もう機会はないと思え」


『はッ』


　斎木の重苦しい声に、斎木小隊の隊員四名が一斉に敬礼する。それと同時に、校庭の中央でキャンプファイヤーの火が点ともされ、スピーカーからフォークダンスのＢＧＭが流れ始めた。皓成合同文化祭、後夜祭の始まりだ。


　今からおよそ一時間後、高校有志と参加希望者たちによる肝きも試だめし大会が始まる。──闇やみに紛まぎれ草くさ薙なぎ音ね音おんを討うつ最大のチャンスが訪おとずれるのである。


　如何いかに音音であろうと、人間は人間だ。必殺の一いち撃げきさえ当たれば、殺せぬ道理はない。


「吹ふき矢やを指で止めるような女だ。下手に攻こう撃げきを仕し掛かけてもすぐに気づかれる。さすがに銃じゆう弾だんを止めるような真似まねはできんだろうが、あの反射速度なら避さけることくらいはするかもしれない。──隙すきを窺うかがえ。あの女とて常に気を張っていられるわけではなかろう。一瞬……そう、一瞬で構わないのだ。それだけあれば事足りる」


　小隊員が合わせたようにうなずく。斎木は微かすかに緊きん張ちようを孕はらんだ眼まな差ざしを下に向けた。校庭では、文化祭を終えた生徒たちが笑いながら踊おどっている。その中に、草薙音音の姿も確かく認にんできた。


「……呑のん気きなものだ」


　顔をしかめる。


　騎士団の裏の顔といってもいい役職に就ついている斎木ではあったが、その実、蒼そう穹きゆう園えんを、そして騎士団を思い、憂うれう心は人一倍強い男であった。


　だからこそ、許せないのだ。


　確かに純じゆん粋すいな戦せん闘とう能力だけを見れば、音音は蒼穹園最強と言っても差し支つかえあるまい。


　だが、彼の目には、彼女が騎士団長に相応ふさわしいとは到とう底てい思えなかった。常にへらへらとした態度。脳天気な性格。緊きん張ちよう感かんのない声こわ音ね。──全すべて、蒼穹園の武力を代表する顔には相応しくない。


　田た沼ぬま大将が団長に相応しいかと問われれば、それも首を捻ひねらざるを得なかったが……どうせあの無能は放ほうっておいてもすぐに自じ滅めつしてくれるだろう。そのあとに、真に騎士団を率いる器うつわを持つ人物が団長の席に就つけばいい。今の幹部会で言えば──佐さ間ま岡おか亮りよう禅ぜん少将あたりか。


　何にせよ、一番の障害は草薙音音だ。


　だからこそ、暗殺などという短たん絡らく的な命令に、文句の一つも言わずに従った。


　ここでしくじるわけにはいかないのだ。


　全ては──そう、騎士団のために。





　　　　　　　◇





「さて……と、どうする？　私たちも踊ってくる？」


　美み須す々ずがキャンプファイヤーの方を指さしながら言うのに、在あり紗さと沈しず音ねは揃そろって首を横に振ふって返した。


「ん……私はいいや」


「……私も遠えん慮りよしておきます」


　美須々はそんな二人の様子にため息を吐つき、手を腰こしにあてた。


　空はすっかり暗くなっている。ミスコンのあとはどの展示や舞台も回らなかったのだが……ついさっきまで駆かる真まにお説教をしていた在紗は、少々疲つかれていた。


　なんとか係の人にすがって警察を呼ぶのは勘かん弁べんしてもらったが、結局駆真が何故なぜ公衆の面前であのような奇き行こうに走ったかは分からずじまいだった。曰いわく「ごめん……ホントにごめん、在紗。あのときはなんか、頭がぼーっとして、在紗のことしか考えられなくなって……ああいや、それは別にいつものことなんだけど……でもなんか、違ちがったの。いつもとはレベルが違うっていうか、身体が勝手に動いちゃったっていうか……」とのことだが、今ひとつ要領を得なかったというのが正直なところだ。肝試しの準備もあるということで仕方なく、今後一いつ切さいみんなの前であんなことはしない、と誓ちかわせて解放したのである。


　と。


「あらあら、あなた方は踊りませんの？」


「あらあら、思い出に残りますわよ？」


　そんな声が三人の耳に届く。いつの間にやら、足音さえなく、同じ顔をした少女が二人そこに出現していた。六年二組の地ち宮ぐう院いん姉し妹まいだ。さすがにミスコンのときのような煌きらびやかなドレスではなく、在紗たちと同じ制服に身を包んでいる。


「あ、あんたら、いつの間に……」


　美須々が驚おどろいたように肩かたを震ふるわせて振り返る。しかし双ふた子ごは面おも白しろそうに笑うと、美須々ではなく在紗の方に歩いてきた。


「祝福いたしますわ、鷹たか崎さき在紗さん」


「祝福いたしますわ、鷹崎在紗さん」


　左右対たい称しようの動きでスカートの裾をつまみ上げ、二人が礼をしてくる。


　しかし在紗はそんな二人の所作に困こん惑わくしたような顔を作った。


「え……と、何を……ですか？」


「それはもちろん、先ほどのミスコン優勝ですわ」


「まさかわたくしたちを負かす相手がいらっしゃるとは、夢にも思いませんでしたわ」


　言って、二人がまたも微ほほ笑えむ。敗北した悔くやしさを嚙かみ潰つぶそうとしている不自然な笑えみではない。本当に、自分たちを超こえた者の存在を讃たたえている……というか、面白がっている顔に見えた。


「え、でもミスコンは……その、中断されて、結果は出なかったと思うんですけど……」


　在紗は頰ほおをかきながら言った。しかし天あま由ゆ良らと霊たま由ゆ良らは首を振ると、


「あれは、あなたの勝ちでした。誰だれの目にも明らかですわ」


「それとも、勝者を讃える権利さえわたくしたちから奪うばおうと仰おつしやいますの？」


「いえ、そんな……」


　在紗が困り顔を作っていると、美須々が肩に手を回してきた。


「いーじゃないの。こう言ってくれてるんだし。謙けん遜そんするのはかえってイヤミよ」


「ん……でも……」


　在紗が言いよどんでいると、美須々が焦じれたように在紗の手を取り、くっと中指だけを立たせ、双子に突つき付けてみせた。そして少し高くした声（恐おそらく在紗の真似をしているつもりなのだろう）をあげる。


「をーほほほ、このアリサ様に勝ちたくば、もっと美を磨みがいてくるコトね！」


「ちょ、ちょっと美須々……！」


　慌あわてて手を払はらうが、双子は怒おこった様子すらなく微笑んでいた。


「うふふ、楽しいお友達ですわね」


「でも、それくらいでちょうどよろしくてよ？」


　そう言うと天由良と霊由良は一歩後ろに下がり、もう一度礼をした。


「貴重な体験でしたわ」


「あなた方に感謝を」


「それでは、ごきげんよう」


「それでは、ごきげんよう」


　そして双子はそれぞれ右手と左手を掲かかげると、二人の間でパン、と打ち鳴らした。


「──っ」


　瞬しゆん間かん、在紗は小さな目眩めまいを感じた。美須々と沈音も驚いたように目をしばたたかせている。天由良と霊由良はそんな三人の様子を確認すると、ゆっくりとした足取りで闇の中に消えていった。


「……あれ？」


　しばらくして、美須々が首を傾かしげる。


「なんであの二人、ウチの生徒でもないのにミスコン出てたんだっけ？」


「……そういえば不思議ですね。特別枠わくなんてあったでしょうか」


　沈音も怪け訝げんそうに眉まゆをひそめ、うなる。しかしすぐに考えても答えが出てこないと悟さとったのだろう、肩をすくめて息を吐いた。


　と、それとほぼ同時に、グラウンドに流れていたフォークダンスのＢＧＭがフェードアウトし、代わりにスピーカーから音声が流れてきた。


『──これより、後夜祭・肝試し大会を行います。参加を希望する小学生、中学生は、校舎裏に集合してください。繰くり返します──』


「お、ついにきたわね。行きましょ二人とも」


　美須々に手を引かれ、在紗と沈音は校舎裏へと歩いていった。





　　　　　　　◇





　額から血が滲にじむほど地に頭を擦こすりつけ、どうにか在紗に許しをもらった駆真は今、憮ぶ然ぜんとした様子で顔にお化けのメイクを施ほどこされていた。


　校舎内の空き教室には、死に装しよう束ぞくに白い三角の天てん冠かんを着けた駆真を含ふくめて三人の少女がいる。一人は駆真の顔に血ち糊のりを塗ぬりつける槙まき奈な。もう一人は──椅い子すに座らされた駆真の肩をがっしりとロックしている音音である。


「……音音ちゃん、離はなしてはもらえませんか。在紗と一いつ緒しよに肝試しを回りたいのですが」


「えー。だめようそんなの。私たちはお化け役って言ったじゃない」


　幾いく度ど目かの嘆たん願がんは、やはり一いつ顧こだにされず棄き却きやくされた。


　駆真が頰を小刻みにヒクヒクと動かしていると、槙奈がふうと息を吐く。


「よっしゃ、こんなもんでしょ。かなり怖こわいわよあんた」


「おまえほどではないと思うが」


　言いながら、槙奈の方を見やる。彼女の顔には真っ白いドーランと赤い口紅で不気味なメイクが施ほどこしてあった。しかも首から下は身体からだに装着した天てん駆く機き関かんごと黒い布ですっぽりと覆おおわれている。夜道で急に出くわしたなら生首が浮ういているように見えるだろう。


　駆真も手足に、厳いかつい甲かつ冑ちゆうを身につけている。そう、今は戦闘中でもないのに、駆真たちは「空飛んでた方がお化けっぽいじゃない」という音音の独断で天駆機関を装着しているのであった。一見何も着けていないように見える音音も、超ちよう小こ型がたの天駆機関を装着済みなのだという。


「──ま、いいわ。お流れになっちゃったミスコンの決着はここでつけようじゃない」


「……肝きも試だめしでどう勝負をするというんだ」


　駆真がうんざりと言うと、槙奈がさも当然と言った調子で返してくる。


「そんなの、あとで参加者に、どのポイントが一番怖かったか聞いてみればいいじゃない」


　自信満々といった様子で腕うで組ぐみする槙奈。駆真は面めん倒どうそうに嘆たん息そくしながら呟つぶやいた。


「……そうか。まあ、頑がん張ばれ」


「ええ。吠ほえ面づらかかせてあげる。じゃ、私は先に行かせてもらうわ。色々と準備があるし」


　言いたいことを言いきったのか、槙奈が教室を出ていく。


「さ、じゃあそろそろ持ち場に行きましょうか。確か駆真、私とすぐ隣となりのポイントよね？」


　言って、ようやく音音が駆真の肩を離す。


　駆真は首を回し、音音の顔に目をやった。特とく殊しゆメイクか何か知らないが、凄せい絶ぜつな出来映ばえだ。顔が半分爛ただれたゾンビのようになっており、眼球がこぼれ落ちそうになっている。


「…………」


　駆真は無言で身を低くすると、一いつ瞬しゆんだけ天駆機関を駆く動どうさせ、超スピードで廊ろう下かに逃にげ出した。──が、次の瞬間またも肩が摑つかまれる。いつの間にか駆真の後ろに移動していた音音が、不気味なほどにこやかな笑みを浮かべていた。


「うふふ、待ちきれないのは分かるけど、一緒に行きましょうよ」


「…………く」


　奥歯を嚙みしめる。……やはり、逃げ出すのは不可能なようだ。


「さ、張りきってゴーゴー！」


　言って、半ば無理矢理駆真を引きずりながら、音音はすぐ近くの昇しよう降こう口から校舎の外に出ていった。と、そのとき、スピーカーから肝試し大会の開始をしらせるアナウンスが聞こえてくる。


「あら、ちょっと急がなきゃいけないみたいね。──せっかくだし、空飛んで行きましょうか」


「…………」


　──しめた。駆真は心中でガッツポーズを取った。一瞬の反射速度では彼女に敵かないようがないが、天駆機関を用いての長ちよう距きよ離り飛空ならば──


　しかしそう思った駆真の身体が、音音の両手によってしっかりと押さえつけられた。


「よし、じゃあ行きましょ」


「ね……音音ちゃん？」


「なあに？」


「……これは、どういうことで？」


「うふふ、いいじゃないの」


　──駄だ目めだ。駆真は心中で頭をくしゃくしゃとやった。全すべて、読まれている。


　がっくりとうなだれた駆真を抱かかえながら、音音は地を蹴けり、空に舞まい上がった。








　駆真より一足早く森へ足を踏ふみ入れた槙奈は、自分の持ち場付近の木々の間に入り、首を左右に振ふりながら声を発した。決して大きすぎないように、しかし目標に届くように。「おーい、アステナー」


　何度かそれを繰り返していると、草の陰かげから金きん髪ぱつの少女が首を出してきた。


「あ、こっちですマキナさ……て、きゃああああッ!?」


　アステナが、槙奈の顔を見るなり大声を上げて後ろにひっくり返る。どうやら槙奈の顔に驚おどろいたらしい。


「何やってんのよ……て、私も人のこと言えないか。──大だい丈じよう夫ぶ？」


「は……はい、驚きました」


　茂しげみに背中からダイブし、髪かみの毛けに何枚も葉っぱを纏まとわせたアステナが、地面に打ち付けたと思おぼしきお尻しりをさすりながら身を起こす。槙奈はそれに手を貸してやってから、首を動かして辺りを見回した。


「──で、準備はできてるんでしょうね？」


「あ、はい……こっちです」


　アステナが草木をかき分け、槙奈を少し開けたエリアへ案内する。そこには、地面に淡あわく輝かがやく大きな魔ま法ほう陣じんのようなものが描えがかれていた。ミスコンがお流れになったあと、槙奈がアステナを呼び出して用意させていたものだ。──無論、駆真との勝負に勝つために。


「よし、上出来よ。……ええと？　あとは発動させるだけよね。どうやるの？」


「あ、はい。昨日やったみたいに幻げん素そを集めて、そこの方陣の真ん中に放出してください。……で、でも、できればこれは私がやった方がいいと思うんですけど……」


「……何、そんなに難しいの？」


「あ、いえ……そういうわけではないんですが、〈召喚サモン〉系統の盟めい術じゆつは、少し間ま違ちがうだけで全然別のものを呼び出しちゃうことがあるんですよ……」


　アステナが眉を八の字に歪ゆがめて弱々しく言う。


　そう、槙奈がアステナに依い頼らいしていたのは召しよう喚かん術じゆつだった。それはもうおどろおどろしい外見のモンスターを異世界から召喚して、参加者を怖がらせてやろうという魂こん胆たんだ。


　無論、実害がないのはアステナに確かく認にん済みである。見た目は滅め茶ちや苦く茶ちや恐おそろしいが、その身体は霧きりのようで、人に触ふれることはできないのだという。


「それくらい大丈夫よ。それに、全部あんたにやってもらっちゃ意味ないの」


「そ……そうですか。でもホントに気を付けてくださいよ？」


　槙奈は鼻を鳴らして方陣の前に立った。右手を前に掲げ、意識を集中する。


「──集つどえ、集え、集え」


　口の中で言葉を転がすように呪じゆ文もんを唱え、手を握にぎると、その中に淡い光が生まれた。


　そして足を踏み出し、方陣の中央に手をかざす。


「──精せい霊れいよ、我が意に応こたえ……」


　しかし、その補助詠えい唱しようの途と中ちゆう、突とつ然ぜん槙奈の目の前に何かが降ってきた。槙奈は鬱うつ陶とうしげに眉をひそめながら呪文を続けるが──


「──うひゃッ!?」


　それが人間の眼球であることに気づいた瞬間、甲かん高だかい悲鳴を上げて身を竦すくませていた。


「な……なんでこんなものが……」


　地に転がった目玉を恐る恐る覗のぞき込む。しかしよく見ると、それがゴム製の作り物であることがわかった。安あん堵どに息を吐はき、肩かたをすくめる。


「何よ……脅おどかすんじゃ──」


「ま、マキナさんッ!?」


　槙奈の言葉は、背後から響ひびいた絶ぜつ叫きようによって搔かき消された。顔を戦せん慄りつの色に染めたアステナが、震ふるえる指で槙奈の足あし下もとを指さしている。


　不思議に思い彼女が示している場所に目をやる。


「……あ」


　間の抜ぬけた声を出す。槙奈の手の平からこぼれ落ちた幻素の塊かたまりが、方陣のあちこちに散らばっていた。


「は、早くこっちへッ！」


「え──な、何っ！」


　その場に立ちつくしていた槙奈は、アステナに手を引っ張られ、茂みの中に押し込まれた。抗こう議ぎの声を上げようとするが──槙奈の隣で身体を震わせながら方陣の方を睨にらむアステナを見ては、叫さけぶこともできない。


「ど──どうなったのよ」


　押し殺した声こわ音ねで問う。アステナは視線を外さないまま答えてきた。


「……失敗です。な、何が出てくるかは私にも見当がつきません」


　そうして二人で草の陰に隠かくれながら方陣の方を見ていると、幻素の塊が触れた位置が強く発光し、何かの形を作っていった。それは朧おぼろ気げなシルエットから段々とはっきりした形になっていき──


「……ッ！　ま──まさか……」


　狼ろう狽ばいに満ちたアステナの声とともに、背の高い成人男性の姿に固着した。


　否いな──普ふ通つうの人間には見えない。浅黒い肌はだ、奇き妙みような隈くま取どりの施ほどこされた左ひだり頰ほお、白目と黒目の色が入れ替かわったような双そう眸ぼう。──そして、側頭部から生えたねじくれ曲がった角。


　闇やみのような黒衣を纏まとったその男は不ふ審しんそうに辺りを見回したのち、地面に描かれた方陣を見やり、低くうなるような声を発した。


「……〈召喚サモン〉の盟術か。レーベンシュアイツ……ではなさそうだな。──ふん、盟術師どもめ、おかしな真似まねを」


　言って、堂々とした足取りで、周囲の様子を探さぐるように視線を動かしながら、森の奥へと歩いていってしまった。
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「ちょ──行っちゃうわよ。肝試しの参加者が入ってくる前になんとかしないと……ッ！」


　槙奈が泡あわを食って立ち上がり、魔法陣から出てきた男の背を追おうとする。〈召喚サモン〉が失敗してしまった以上、あれが人間に危害を加えない存在であるかどうかはわからない。


　しかし槙奈は数歩進んだところで歩みを止めざるをえなかった。アステナが、槙奈の服の裾すそをがっしりと摑んでいたのである。


「どうしたのよ、アステナ。早くあいつを戻もどさないと──」


「……ッ、ま、まままままままままままままままま──ッ」


「……ま？」


「魔王……ルーン・ロヴァルツ……っ」





　　　　　　　◇





　皓成大付属高の校舎裏にはたくさんの子供たちが集まり、前に立った高校生の話を聞いていた。肝試し大会は自由参加なので、全員が全員揃そろっているわけではないのだが、それでもかなりの数が集まっている。実際、毎年文化祭よりもこれを楽しみにしている生徒も少なからずいるという話だ。


『──はい、順路は以上です。では皆みなさん、好きな相手とペアを組んでください』


　高校生が拡声器を通して言ってくる。在紗と美須々と沈音は揃って「あ」と声を上げた。


「そっか……肝試しってペアだったっけ」


「あちゃー、忘れてたわねー」


「……困りました」


　三人固まってむむうとうなっていると、美須々が小さく肩をすくめた。


「二人で組んでいいわよ。あたし誰だれか探してくるわ」


「……ですが」


「なあに、文句あるの？　あんたあたしとアリサの他にペア頼たのめるような友達いる？」


「……う」


　美須々が笑うと、沈音は頰に汗あせを流して黙だまり込んだ。今でこそ在紗や美須々と仲良くなったものの、彼女はまだクラスでは無口な変わり者として認識されていた。


「ま、そういうコトよ。あたしに意見するならあたしと同じくらい交友関係広げてからになさいな」


　わっはっはと快活に笑い、美須々が身を反らす。そして首を回して辺りを見回すと、あぶれている生徒を探すように目を細めた。と、それとほぼ同時に、


『えー、じゃあ時間もないんで、行ける人から行っちゃいましょう。ペアを組んだ人たちは前に来てくださーい』


　高校生が、拡声器越ごしにそんな声を上げてくる。美須々は在紗と沈音の肩を叩たたいた。


「ホラ、先行ってきなさいな。どうせなら早めにスタートした方が、脅かし役も気合い入ってて面おも白しろそうだし」


「う……うん」


　在紗としては、別にそこは気合い入ってなくてもいいんだけどなあ……と思わなくもなかったが、美須々の勢いに押し勝てるはずもない。結局沈音とともに手を引かれ、一番に並ばされてしまった。


「お、君たちが最初かい。じゃあこの懐かい中ちゆう電灯持って。一つしかないから、はぐれないようにね。まあ道なりに行けば大丈夫だから」


「あ……はい」


　係の生徒から懐中電灯を受け取り、沈音とともに高校校舎裏の森の入り口に立つ。


「はい、じゃあスタート！」


　高校生に肩をぐっと押され、在紗と沈音は森に足を踏み入れた。


　一応舗ほ装そうされた道はあるものの、別にコンクリートや煉れん瓦がが敷しかれているわけでもないうえ、今は植物が元気な夏である。両サイドを草木に侵しん食しよくされ、ただでさえ広くはない道が、さらに狭せまく感じられた。


　その道を、転ばぬようにゆっくりと歩いていく。


　別に、ここに入るのは初めてではない。この時季になると課外授業としてクラスで昆こん虫ちゆう採集や草花の観察に入ることもあるのだ。勝手知ったる……とまではいかないものの、森のおおよその形は頭の中にあった。


　……とはいえそれで恐きよう怖ふが軽減されるかと言われればそんなことはない。如何いかに知った道であるとはいえ、懐中電灯の頼たよりない光源だけで暗闇の中を歩くのは慣れないものだ。


　と。


「……在紗」


　三分ほど歩いた頃ころだろうか、後ろにいた沈音が声をかけてきた。


「ん……何、沈音ちゃん」


「……突とつ然ぜんすいません。──私が転入してきた日のこと、覚えていますか？」


　真しん摯しな目で在紗の方を見つめながら、沈音が言ってくる。在紗はそんな沈音に戸と惑まどいながらも、もちろんと首しゆ肯こうした。


「……では、その日の放課後、お話がしたいと言ったことは」


「うん、覚えてるよ」


「……その話──今しても構わないでしょうか」


「え……？」


「……ふたりきりになれる機会は、あまりないので」


　その言葉に、在紗は苦く笑しようした。確かに最近はよく一いつ緒しよにいるが、必ず美須々が側そばにいる。


　沈音も在紗の考えを察したのだろう、慌あわてたように首を振ふってきた。


「あ……いえ。別に美須々を悪く言っているわけではないのです。彼女には本当に感謝しています。美須々がいなければ、多分私はまだ在紗とまともに話せてすらいません」


「ん、分かってるよ、沈音ちゃん」


　在紗が微ほほ笑えみながら言うと、沈音は安堵したように吐と息いきした。──だがすぐに表情を硬かたくすると、言葉の続きを発してきた。


「……でも、このお話は、美須々に聞かせるわけにはいかないのです。美須々のためにも。……在紗、あなたのためにも」


「…………？」


　首を傾かしげる。正直、沈音が何を話したいのか見当も付かなかった。


　しかし沈音に真しん剣けんな顔で訴うつたえられると、在紗も首を横には振れなかった。肯こう定ていを示すように小さくうなずき、「いいよ」と言葉も添そえる。


「……見せたいものがあります。こちらに来てくれますか？」


「え……と、順路外れちゃ危ないよ？」


「大だい丈じよう夫ぶです、そう遠くへは行きません。……ただ、誰にも見られたくないんです」


　在紗は沈音に引かれるままに、茂しげみの奥へと入っていった。


　五分ほど道なき道を行った辺りで、少し開けた空間に出る。沈音は人の気配がないことを確認するように辺りをきょろきょろと見回してから、在紗に向き直った。


「えと……それで、見せたいものって、何？」


　在紗が問うと、沈音は少し緊きん張ちようしたような面おも持もちで深呼吸すると、


「……失礼します」


　遠えん慮りよがちにそう言って、がばっと在紗に抱だきついてきた。


「──ッ、何……っ!?」


　駆真といい、沈音といい、今日はよく抱きつかれる日である。──そんな呑のん気きな考えが頭の隅すみを過よぎる。実際多少混乱はしたものの、不思議と在紗は落ち着いていた。


　だが、その沈音の手が襟えりから服の中に入り込み、在紗の背を探さぐるように蠢うごめかされたとしたら話は別だ。


「────っ！　や……めて、沈音ちゃんッ！」


　思わず、沈音を両手で弾はじき飛ばしてしまう。小こ柄がらな沈音はその勢いのまま後ろに転がると、盛せい大だいに尻しり餅もちを突いた。


「…………」


「……っ、あ──ごめん、沈音ちゃん。……で、でも、今のはちょっとおかしいよ」


　差し伸のべかけた手を、途と中ちゆうで引っ込める。手を摑つかまれたら、また抱きつかれてしまうのではないかという恐おそれがあった。


　恥はずかしいとかそういう感情が無いわけではない。しかし、そんなモノより遥はるかに大きく、自分の身体からだの異常が友達に知られてしまうのではないかという不安が重く在紗の心にのしかかっていた。


　──今、沈音は気づいてしまっただろうか。


　在紗の背に、羽のような器官が生えていることに。


　沈音はしばらく地面に尻を付いたまま呆ぼう然ぜんとしていたが、急に口元に手を当て、目から大おお粒つぶの涙なみだをこぼし始めた。そして身体を丸め、嗚お咽えつを響ひびかせながら泣き出してしまった。


「し──沈音ちゃん？　どうしたの？　お尻、痛かった……？」


「……っ──ち、がうんです。……っ、ただ……」


　涙に濡ぬれた声でそう言うと、沈音は突然制服を脱ぬぎ始めた。


「な──何を……」


「……見ていてください」


　言って、上半身だけ下着姿になった沈音は、在紗に背を向けて身体を丸めた。


　そして、沈音が力むように息を止めると。


「…………っ!?」


　──めり。


　彼女の小さな背中の小さな肩けん胛こう骨こつの辺りが、ほんの少しだけ盛り上がった。


「……沈音、ちゃん？」


　沈音は答えず、さらに力を込める。


　めり、めりと痛そうな音を立てて、徐じよ々じよに、徐々に、ソレが姿を現していく。


　まるで肩胛骨が伸び出てくるような格好で、大きな大きな器官が出現する。


　そしてその骨のようなシルエットがゆっくりと開くと、そこに薄うすい皮が生まれていき、見まごうことない一つのカタチを作っていった。


「……は、ね」


　羽。


　そう、小柄な少女の背中から、


　──羽が、生えた。


「やっと……見つけた。私と……同じ人」


　嗚咽にまみれた声こわ音ねで、沈音が後ろを向いたまま言ってくる。


「え……ど、どういう──こと？　ごめん……全然、わかんない……」


　在紗がその場に立ちつくしながら、震ふるえる肩かたを抱いて声を発する。


　沈音はしばしの間在紗に、その背に生まれた立派な羽を見せつけながら泣いたあと、手の甲こうで目を拭ぬぐうような仕草をしてすっくと立ち上がった。


　そして今度は身体を反らし、息を細く吐はいていく。


　すると今の今まで彼女の背に君臨していた双そう峰ほうはその体積を失い、緩かん慢まんに、だが確実に沈音の白い肌はだに吸い込まれていった。


「…………」


　無言で、沈音が先ほど脱いだ制服に袖そでを通していく。


　数分前の状態に戻もどった沈音がようやく振り向き、泣き腫はらした顔を向けてきた。


「……在紗、あなたの背中。──まだ小さいですが、これと同じものがありますね？」


「…………ッ」


　沈音の言葉に、息が詰つまる。──やはり彼女は気づいていた。先刻在紗の服の中に手を差し入れたときから。否いな、そもそも、もっと前から……？


　だが今の在紗には、そんなことすらどうでもよくなっていた。今し方目にした信じがたい光景が、まだ頭の中でリピート再生されている。


「今のは……何なの？　羽──よね？」


「……はい。そうです」


「え……でも、──だって……っ」


　言いたいことはたくさんあるはずなのに、上手うまく言葉になってくれない。


　訊ききたいことはたくさんあるはずなのに、上手く言語になってくれない。


　在紗が焦じれるように両手をわななかせていると、沈音がゆっくりと歩み寄ってきた。


「……もしよろしければ、これを」


　そう言って、沈音が制服のポケットからプラスチック容器のようなものを取り出し、手て渡わたしてきた。


「な、何……これ」


　不安げな顔を作りながらそれを受け取った在紗は、それに懐中電灯の光を当てて、内容物を確かく認にんした。──いくつも、錠じよう剤ざいのようなものが入っている。


「……簡単に言えば、私が今したように、羽を身体の中に消すことができる薬とお考えください。──訓練次し第だいで出し入れが可能になりますが、それまでは薬で抑おさえていないと、日常生活に支障が出るでしょう？」


「……っ、それは……」


「……一回一錠、眠ねむる前に服用してください。早ければ一晩で効果が出るはずです」


　言って、沈音が優やさしげに笑う。


　いつも不ふ機き嫌げんそうな顔しかしていなかった沈音が、本当に、嬉うれしそうに。


　在紗は恐怖からか不安からか、ガクガクと震える膝ひざを制するように背筋を伸ばすと、意を決して口を開いた。


「……沈音ちゃん、あなたは……ううん、私たちは──一体、何なの？」


「……それは」


　沈音が一いつ旦たん目を閉じてから、姿勢を正して言葉を続けようとした、その瞬しゆん間かん。


「────!?」


　在紗は背後に何者かの気配を感じ、バッと振り向いた。懐かい中ちゆう電灯の光を草木の壁かべに走らせ、気配の主を捜さがす。


　それは、すぐに見つかった。


「……ようやく言語を解する生物がいたか」


　長身の男が、在紗と沈音を見下ろすように茂みの奥から出てきたのである。


　仰ぎよう々ぎようしい黒衣に、ねじくれ曲がった角。どうやら肝きも試だめしの脅おどかし役のようだ。


「訊くが娘むすめ。ここは──」


　と、その視線が在紗に注がれたとき、男は言葉を止めた。





　　　　　　　◇





「とー！　バーケモノぶっタオせー！　皇おうっ華か栄えいー禅ぜんの科学力はセっカイイチー！」


　そんな不ふ穏おんかつ奇き妙みような歌を滅め茶ちや苦く茶ちやな音程で口ずさみながら、皇華栄禅の魔ま人じん・ウタは夜道を歩いていた。


　今日も今日とてマスターである駆真の家にお邪じや魔ましたのだが、何故か誰だれもいなかったのである。そこで先日、駆真の姪めいである在紗とその友達が、今日は学校でブンカサイとやらが催もよおされると言っていたことを思い出したのだ。──と、


「…………んン？」


　校舎が見えるくらいの位置に差し掛かかったところで、ぴくりと鼻を動かし、足を止める。


「……このニオイ──ドコかで？」


　言いながら、匂においのもとを辿たどってトテトテと足音を響かせていく。


「んー……何でシタっけナあ？　随ずい分ぶん昔に嗅かイダことのアル……アレれ？　でもナンか最近も一度嗅いダヨうな？」


　そして目の前に現れた塀へいを乗り越こえ、学校の敷しき地ち内に入ったところで、ウタはポンと手を打った。


「ア！　そウだ、思い出しマシた！　ハー、なんで忘れテタんでしょ」


　ようやく記き憶おくの底からこの匂いの持ち主を探り当て、スッキリとした笑みを浮うかべてうんうんとうなずく。しかしウタはすぐに首を傾かしげると、またも疑問に満ちた声を発した。


「……アレ？　ジャア何で姪めい御ごサンのお友ダチからこのニオイがしたンでショ」





　　　　　　　◇





「あら？　どこ行っちゃったのかしら」


「……いかがいたしましたか、音音ちゃん」


　森林の上空を飛んで持ち場にたどり着いた音音が首を傾げるのを見て、駆真はすこし憔しよう悴すいした様子で言った。


「ん、さっき取り付けたはずのこぼれかけの目玉がどっか行っちゃったのよ」


「飛んでいるときに落とされたのでは？」


「んー……やっぱりそうかしら。残念ね、結構気に入ってたのだけれど」


　音音が未練がましく特とく殊しゆメイクの施ほどこされた顔の一部をぺたぺたと触さわる。それでも十分恐ろしげな容よう貌ぼうなのだが。


「ま……しょうがないわね。さ、隠かくれましょうか。そろそろ最初の参加者が来る頃ころ──」


　と、不意に音音が言葉を切った。別に何があったというわけではない。少なくとも駆真は何の異常も感じ取れなかった。しかし音音は何かを発見したかのような、もしくは信号を受信したかのような顔を作ると、少し顔を上に向けて口を開いた。


「──お嬢じよう様さま……？」


　常に笑え顔がおを形作っていた音音の顔が、一瞬険しい表情に染まる。


　と、次の瞬間。


　パン、という小さな音とともに、音音の胸から血が噴ふき出した。


「────ッ！」


　駆真の目が驚きよう愕がくに見開かれる。


　本当に、刹せつ那なの間の出来事だった。恐らくは狙そ撃げき銃じゆうでの一撃。それが正確に音音の胸を射い貫ぬいたのだ。


「あ──」


　半ば呆然とした声を発しながら、音音の身体が地面に近づいていく。


「閣下──」


　それに駆かけ寄ろうとする駆真だったが、すぐにその進路を変へん更こうさせられる。近くの茂しげみの中から、大おお振ぶりの刃は物もので武装した三つの影かげが飛び出してきたのである。


「く……」


　さすがにそれに対応しないわけにはいかない。駆真は天てん駆く機関を〈翔ソア〉駆く動どうさせるとその場を離り脱だつし、体勢を立て直してからその影のうちの一つに踵かかとを突つき立てた。


「がッ──！」


　短い苦く悶もんとともに、影の一つが地に伏ふせる。残る影は二つ。駆真は構えを取ると、身を低くして次なる目標へ向かい──


　そこで、駆真は己おのれの油断に気づいた。駆真がその影たちに気を取られている隙すきに、別方向からもう一つの人影が出現したのである。


「────！」


　身を硬かたくする。しかし新たに出現した影は駆真になど目もくれず、一直線に土の上に倒たおれ込んだ音音のもとに向かっていた。


「しまった……ッ」


　慌あわてて方向転てん換かんするが、遅おそい。新たな影は手にしていた鋼糸を音音の首に巻き付けて一気に切断し、また闇やみの中に身を躍おどらせた。それに合わせるようにして、駆真に襲おそいかかっていた影たちも瞬時にこの場を離脱している。結局、残ったのは駆真が仕留めた一人きり。完全な駆真の敗北であった。


「閣下！」


　音音ちゃん、などという呼こ称しようも忘れ、盛せい大だいに血を噴ふき出す音音のもとに駆け寄り、携けい帯たいしていたライトを点灯させて状態を見る。


　心臓を打うち抜かれ、首は完全に身体からだと分離してしまっている。如何いかに草薙音音とて、これで生きているはずはなかった。


「くそっ」


　悪態を吐き、影が消えた方向を睨にらみ付ける。このまま音音の身体を放ほうっておくのは気が引けたが、助かる見込みが無い以上、犯人を確保する方が先決だ。駆真の冷静な判断力は、極きわめて合理的に、音音の遺体を放ほう棄きした。


　足に力を込め、地面を踏ふみしめる。そして天駆機関を〈翔ソア〉にセットし──


「ぷッはあ！　おおマぁスター！　こんなトコロに！」


　その瞬間近くの茂みから顔を出したウタに意識を奪うばわれた。


「──ッ、ウタ。何故なぜこんなところに」


「ああ、アア、最初はマぁスター捜しに来てタんでスケど、途と中ちゆう懐なつかシいニオイに誘さそわレましテ……」


「……まあいい。その方の遺体を丁てい重ちように保護していろ。いいな？」


「へエ？　ドーシタんですカア？」


「説明はあとだ。とにかく頼たのんだぞ」


　短く言って今度こそ天駆機関を〈翔ソア〉にセットする。──が、空に飛び上がる寸前にウタに脚あしを摑つかまれ、またも地面に足をついた。


　ウタは先ほど現れた箇か所しよから一歩も動いてはいないのだが、その背から何やら長いケーブルが生え、その先に出現した『手』のようなものが駆真の脚をがっちりと押さえていたのである。


「……ッ、何をする。私は今──」


「ええト、イタイって、死んだヒトのコトですヨネエ？」


「当然だろう。いいから離はなせ。このままではいくら私でも逃にげられてしまう」


「イヤ、そのイタイってドコにアルんですカア？」


「そこに倒れているだろう」


「えエ？　いヤイや、何言ってルンですカア。このコは……」


　ウタは背から生えた三本目の『手』で駆真の脚をキープしたまま、二つに分かれしまった音音の身体の隣となりに屈かがみ込むと、何やら匂いを嗅かぐように鼻を動かしたあと、力強くうなずいてからその首を拾い上げた。


「……ウタ。何をしている。無礼が過ぎるぞ」


　駆真が目を尖とがらせて言うと、ウタは不思議そうに首を傾げた。


「ブレーって言われマシても……ネエ？」


　そう言って、今度はぐったりと横たわった音音の身体を抱だき起こし、先ほど拾い上げていた首をもとあった場所に載のせる。


　──瞬間、音音の首と胴どう部ぶから細いケーブルのようなものが生え、複雑に絡からみ合ったあと、徐じよ々じよに分かれてしまっていた二つの部位を繫つなぎ合わせていった。


「──んー……」


　音音が低いうなり声を上げて軽く首を回す。さすがに駆真も自分の目を疑った。


「か、閣下……？」


「……やー。──音音ちゃんって言ってよう」


　いつものように笑ってから、音音はウタの方に向いた。


「お久しぶりね、ウタ。助かったわ。さすがに首まで飛ばされちゃうと自己修復だけじゃ時間がかかって」


「ふフ、何がアッタのか知りマセンけど、油断しすギですよオ」


「そう言わないでよ。お嬢様の方に気を取られていたものだから」


　言って、どちらからともなく笑い合う。


　そんな異常な光景を見た駆真は、呆ぼう然ぜんとした様子で声を発した。


「閣──音音ちゃん……？　あなたは一体……いや」


　駆真は問いを途と中ちゆうで止めた。草薙音音の異常な身体。それに、一つだけ心当たりがあったのである。


「その身体──ウタと同じ……」


　音音も、駆真がそれを察したことに気づいたのだろう。ニヤリと笑って立ち上がる。


「……まあ、話はあとにしましょ。犯人を追わなきゃならないし……それに、お嬢様が何か得体の知れないモノと接せつ触しよくしているみたいだし。ああ、あなたの姪っ子も一いつ緒しよみたいね。──ちょっと急いだ方がいいかも」


　音音の言葉に、駆真はまたも身を硬かたくした。








「ほ、本気ですか、蔵くら田たさぁん……」


「ッたりめーだろうが。女に舐なめられるわ、何でもねーヤツにボコられるわ、終しまいにゃ三人がかりでナイフまで使ったのに、用務員のオッサンにボロ負けだと……!?　俺の面子メンツ丸つぶれじゃねえか！　やられっぱなしでいられるかよッ！」


　皓成大付属高が誇ほこる天然記念物的番長・蔵田は、手に釘くぎバットを握にぎりながら舎しや弟ていを二人引き連れて夜の森を歩いていた。無論、目的は今日お化け役で森に潜ひそんでいるという特別聴ちよう講こう生せいのあの女への仕返しである。


　一撃。一撃でいいのだ。あの生意気な三つ編みの女に必殺の一撃を入れ、ゴメンナサイと土ど下げ座ざさせれば、彼の自尊心は保たれるのだ。


　そのために苦手なお化けも我が慢まんしてこんな夜の森にまで入り込んだのである。今さらあとには引けなかった。


　と、後ろを付いて歩いていた舎弟の一人が声を上げる。


「ん……？　蔵田さん、あれなんすかね」


「あ……？」


　見やる。そこには、奇き妙みような光景が広がっていた。


　お化けの扮ふん装そうであろう、奇妙な格好をして頭に角まで生やした男が、小学生くらいの女の子の前に跪ひざまずき、やたら愛想のいい笑えみを浮うかべていたのである。








「う──美しい」


　在紗を見るなりそう言った男は、すぐにその場に膝ひざを突き、在紗と目線を合わせてから再び口を開いてきた。


「私の名はルーン・ロヴァルツ。む、娘むすめ、名は何という」


「え……鷹崎、在紗ですけど……」


「アリサ！　良い名だ。──そう、たとえるなら数あま多たの人間が阿あ鼻び叫きよう喚かんの悲鳴を上げる千本槍やりの山より流るる赤き大河のような……」


「……それ、なんか怖こわいんですけど……」


「お、おお、そうか、すまぬ！」


　言ってロヴァルツとやらが焦あせったように、側頭部に生えた角をかく。よく見ると頰ほおは朱しゆに染まり、目は左右に泳いでいた。登場したときのような偉い容ようはもう完全に潰ついえている。


「しかし……なんとも美しい娘よ。絶世の美女と謳うたわれたレーベンシュアイツの姫ひめですら、おまえの前には霞かすむだろう。──そうだアリサ。私の妻にならぬか。おまえが考え得うる全すべての望みを叶かなえてやるぞ！　そうだ、レーベンシュアイツをおまえにやっても構わない！」


「え……えっ!?」


　さすがに驚おどろき、そんな声を出す。しかし彼は怯ひるむことなく変な色の目を輝かがやかせていた。


「え、ええと……私まだ十二歳なので……」


「な、ならば契ちぎらずともよい。結けつ婚こんを前提に──」


　それでもめげずに彼が手を合わせて頼み込んでくる。と──


「…………？」


　在紗は首を後ろに向けた。何かが、茂みの中を走ってくるような音がしたのである。実際それは正しかったようで、在紗が目を向けてから数秒と経たたないうちに、草木を揺ゆらしながら、目め出だし帽ぼうを被かぶった黒ずくめの人間たちが四名、その場に現れた。


「え──」


　在紗が呆然としていると、その内の一人が少し逡しゆん巡じゆんしたような様子を見せてから、手にしていた大振りのナイフを構えてきた。……が、もう一人がそれを遮さえぎるように手を広げる。


「……顔を見られたわけではない。無視しろ。行くぞ」


　その言葉に残りの三人がうなずき、呆あつ気けにとられている在紗から視線を逸そらし、この場を去ろうと身を低くする。


　だがその行動は、次に発せられた声こわ音ねによって中断された。


「……なんだ、貴様らは。この私の邪じや魔まをしようというのか？」


　在紗の前に跪いていたロヴァルツが不ふ機き嫌げんそうな顔を作り、その場に立ち上がる。


「…………っ？　何のことだ」


　角の生えた男と黒ずくめの集団が、在紗と沈音を挟はさんで相対する。


　ロヴァルツが目を細めた瞬しゆん間かん、周囲の空気がピンと張りつめ、何の冗じよう談だんでもなく辺りの気温が数度下がった。圧あつ倒とう的てき緊きん張ちよう感かん。それは黒ずくめの集団にも伝わっていたらしい。全員が一いつ斉せいに戦せん慄りつした様子で武器を構え、ロヴァルツを囲むように展開していく。


　自然、ロヴァルツの真ん前にいた在紗と沈音も、それに包囲されてしまう。


　──と、まさにそのときだ。


「────！」


　在紗は目を見開いた。


「あ・り・さァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァッ！」


　絶ぜつ叫きようにもにた声を響ひびかせ、長い黒くろ髪かみを振ふり乱した幽ゆう霊れいが、上空から飛来してきたのである。








　両手足の天駆機関を〈翔ソア〉にセットしたまま頭を真下に向け、そのまま森の中に落下していく。


　煩わずらわしい死に装しよう束ぞくの裾すそや袖そでは、既すでに空中で破り取っていた。幾いく分ぶんか身軽になった身体からだを直立の姿勢に固定し、空気の抵てい抗こうを最大限なくしながら目標に向け、進む。


　視線の先には愛いとしい姪めいとその友人。その周りには先ほどの暗殺者たち。そして──


「はッ！」


　駆真は裂れつ帛ぱくの気合いとともに地上に触ふれる寸前で身を捻ひねり、何故なぜか在紗の前にいた魔王、ルーン・ロヴァルツに渾こん身しんの蹴けりを放った。


「く……」


　鈍にぶい苦く悶もんとともにその身体が吹ふき飛び、後方の大樹に激げき突とつして盛大な音を立てる。しかしその強きよう靭じんな身体にはさしたるダメージはないようだ。すぐに体勢を立て直して駆真に底冷えのする声を発してくる。


「貴様──勇者かッ！　何故このような場所に……！」


「それはこちらの台詞せりふだ、魔王。在紗に何をするつもりだ……ッ！」


　駆真はかつて、偶ぐう然ぜんにも異世界の国・レーベンシュアイツに勇者として召しよう喚かんされたことがあった。その際倒たおせと言われたのがこの魔王、ロヴァルツなのである。そのときは駆真を元の世界に返すという条件で魔王の悪行を見み逃のがしたが、在紗に危害を加えようというのなら黙だまってはおけない。駆真は天駆機関を纏まとった腕うでを構えると、油断なく魔王の一挙手一投足に目を配る。無論周囲に展開した暗殺者の方にも気を張らねばならないのだが──


「うふふ、動いちゃ駄だ目めよ。私は一いつ瞬しゆんであなたたちをやっつけられるんだから」


「おオ？　コイツらが悪いヤツラですカア？」


　そちらは駆真の一瞬あとに地に降り立った騎き士し団最強の女と、それに抱かかえられるようにして空を飛んでいた魔人が対応しているようだった。暗殺者たちは皆みな、つい先ほど死んだはずの少女と、やたらエキセントリックな容よう貌ぼうの魔人の登場に目を見開いている。


　ゆえに、駆真は目前の異い形ぎようにのみ神経を集中させた。


「貴様……アリサの知り合いなのか？」


　魔王は攻こう撃げきを仕し掛かけてくることもなく驚きよう愕がくしたような表情を作ると、駆真と在紗を交こう互ごに指さしながら、震ふるえる声を発してきた。


「馴なれ馴れしくその名を呼ぶな。──在紗は私の姪だ」


「……ッ！　そうであったか。なんという因果よ。異界で斯か様ように美しい少女に出会えたことだけでも驚いていたのだが」


「ほう……？」


　駆真は魔王の言葉に唇くちびるを歪ゆがめた。


「どうしようもないクズかと思っていたが、その目だけは誉ほめてやろう」


「光栄──と言いたいところだが、それは無ぶ粋すいであろう、勇者よ。アリサの姿を目に入れて美しいと思わぬ者がいるものか」


「まったくその通りだ。この世で最も尊いものは何かと問われれば在紗と即そく答とうせざるを──」


　そこで駆真は言葉を切った。在紗が頰を染めながら背中を指でつついてきている。


「……と、とにかくだ。どんな理由があれ在紗に手を出そうとする輩やからを放ほうっておくわけにはいかない。レーベンシュアイツに帰って貰もらうぞ、魔王」


「ふん、私とてそうやすやすとアリサを諦あきらめはしない。──押し通すまでよ」


　言うと魔王は不敵に笑い、両手を広げた。


「ちょうどいい。邪魔者共よ、貴様等にも活かつ躍やくの場を与あたえてやろう」


　そして両手の指を同時にパチンと鳴らすと、急に魔王の背後から黒い霧きりのようなものが広がり、周囲に展開していた暗殺者たちを包み込んでいった。


「な……なんだこれは……ッ！」


「く──」


　暗殺者たちは口々に狼ろう狽ばいを露あらわにしたが──霧が消えると同時、がくりと頭を下げた。


「……何をした」


　駆真が問うと、魔王は不敵に唇を歪めた。


「何、大したことはない。こちらには私の軍勢もいないものでな。現地調達したまでだ」


　その声と同時に、暗殺者たちがゆっくり顔を上げる。ぼんやりとした目。生気のない表情。それなのに身体は臨戦態勢を整えるように構えをとっている。何故か全身に、淡あわく黒い光がまといついていた。


「──やれ。アリサには傷をつけるなよ」


　魔王がそう言い、手を軽く振ると、彼と敵対していたと思おぼしき暗殺者たちがそれに合わせて一斉に地を蹴った。


「ち──」


　小さくうめき、迫せまってきた二人の攻撃を避さけるように上空へ飛び退のく。幸い暗殺者たちは天駆機関を着けていないようだ。駆真は空中で身を捻り──


「く……ッ!?」


　いきなり目の前に現れた二つの影かげの斬ざん撃げきを、すんでのところで両手の天駆機関で防いで地上に落下した。次いで、二つの影も駆真を追うように落ちてくる。どうやら空を飛んだわけではないようだった。恐おそらく──純じゆん粋すいな、跳ちよう躍やく。


「ははは！　どうした勇者よ。我が魔力で強化された兵を、ただの人間と思っていると足あし下もとをすくわれるぞ」


「……ちッ」


　忌いま々いましげに舌打ちをし、再び迫ってくる刃はを紙かみ一ひと重えでかわす。先ほど攻撃を受けて分かったが、攻撃力も相当に強化されているようだった。未いまだに防ぼう御ぎよした手が痺しびれ、上手うまく指先が動かせないでいる。


　少し距きよ離りをとってから、ちらりと音音とウタの方を見やる──どうやらあちらも条件は同じであるようだった。これでは如何いかに彼女らとはいえ──


「…………」


　駆真は迫り来る暗殺者の追撃を避けながら心中で首を振った。──音音が、そしてウタがこの程度でやられるはずはない。


　それを示すように、音音がいる方角から風を切るような音が聞こえてくると同時、人の身体が地に伏ふせる重い音が二つ、響いてくる。


　目を向けると、音音の足下には暗殺者が二人、俯うつぶせで倒れていた。


　先刻と違ちがう点はそれだけではない。音音の首に巻かれていた髪かみが異様に伸のび、蛇へびのように蠢うごめいている。そしてその先せん端たんには人工物と思しき、『手』が生えていた。そう、まるで魔人・ウタの背から生えるケーブルのような器官が、音音には備わっていたのである。


「あらあら、だらしがないわねえ」


「あー、何スルんですカア。ちゃンとワタクシの分も残しトイテくださいヨオ」


「……やはりか」


　駆真は暗殺者の攻撃を捌さばきながら、小さな声で呟つぶやいた。


　そして軽かろやかに身を捻ひねると、二人の暗殺者の延えん髄ずいに鋭するどい蹴りをくれてやる。如何に魔王に強化されていようと、本人の意識が途と絶だえれば支配は及およばなくなるらしい。二人はぐったりとその場にくずおれると、それきりぴくりとも動かなくなった。


「ふ、さすがは勇者と言っておくか。まあ、この程度でやられてもらっても興きよう醒ざめだがな」


　魔王もこの暗殺者たちで駆真を仕留められるとは思っていなかったのだろう、不敵に笑うと、組んでいた腕を解ほどいた。そしてそのまま身体を丸め、うなるように言葉を続ける。


「貴様が容易たやすい相手とは思っていない。力を抑おさえたこの身体では不足だろう……！」


「……っ！」


　駆真は在紗たちを庇かばうように身構えた。


　魔王の身体が白く目ま映ばゆい光を放ち、そのシルエットをどんどん巨きよ大だいなものに変へん貌ぼうさせていく。確か駆真は第三形態まで目にしたことがあったが……今目の前で起こっている変化はそれ以上のものだった。


「ふふふふ、はァーっはっはッ！」


　高らかな笑いとともに、魔王の姿が異形の者に変わっていく。肩かたや背からねじくれ曲がった角が何本も生え、腰こしから下が衣服をも巻き込んでぐにゃりと歪んだのち、風船のように丸く膨ふくらんでいく。球体の上に魔王の上半身が付いているという滑こつ稽けいな格好だ。そして、何かの臓器のような表面をした球体の至る所に亀き裂れつが入り、幾いく本ほんもの牙きばを揃そろえた大きな口が一斉に開いた。


「ふはははッ！　見たか、我が第三十五形態！　ジェノサイドボォォゥルッ！」


　魔王は高らかに笑うと、先ほどのように指を鳴らした。次の瞬間、在紗と沈音を包み込むように光のドームが構築される。


「な──貴様、在紗に何を……！」


「ふん、案ずるな。ただの防ぼう護ご壁へきだ。アリサに危害が及ぶのは、私とて望まぬのでな」


　その言葉に駆真は一瞬放念しかけたが──すぐに思い直す。何故なら在紗に防護壁を施ほどこしたということは──


「骨の髄ずいまで燃え尽つきろ、勇者よ！」


　魔王がそう叫さけぶと、球状の下半身に生えたいくつもの口から、駆真と音音の方向目がけて物もの凄すごい勢いで熱光線が吐はき出された。


「な──ッ」


　咄とつ嗟さのことに一瞬反応が遅おくれるが、どうにかすんでのところでそれを避け、上空に離り脱だつする。長い髪の先が業ごう火かに触れ、焦こげくさい臭においを漂ただよわせた。


「無茶するわねえ」


　いつの間にか駆真の後方に浮ふ遊ゆうしていた音音が、呑のん気きな調子でそう言う。その脚あしにはウタがしがみついており、どうにか炎ほのおから逃のがれていた。


　確かに酷ひどい惨さん状じようであった。魔王を始点として、一直線に森が削けずり取られている。周囲の草木にもまばらに炎が燃え移り、放っておいては火事になってしまうやもしれなかった。


　駆真は慌あわてて、今し方自分がいた位置に視線を放つ。そこには先ほどと変わらず、半円形の光の壁かべで守られた在紗と沈音の姿があった。どうやら魔王の言に偽いつわりはないらしい。


　ほう、と放念の息を吐き視線を戻もどす。──と、その途と中ちゆう、焼き消された森の端はしの方に、裾すそに火の点ついた学ランを慌てて消火する番長グループの姿が見えた気がした。


「──あら？　アレってバンチョーさんたち？　こんなところで何してるのかしら」


「さあ。お化け役でもしていたのでは」


　音音の問いに適当に返し、こちらに視線を送ってきている魔王を睨にらみ付ける。


「ウタ。おまえは周囲の生徒たちを避ひ難なんさせ、できるだけ火を消し止めろ」


「おお、オオ！　りょーカイしまッした！」


「音音ちゃん。あいつを倒します。ご協力願えますか」


「ええ、もちろん。むしろあんな強そうな相手と戦うのに、私を交ぜなかったら怒おこっちゃうんだから」


　冗じよう談だんめかすように（本人は至って本気なのかもしれないが）そう言って、音音が笑ってみせる。駆真はそれに小さくうなずいて応えると、足を縮めて空を蹴けった。次いで、ウタが仕事をこなすため後方に跳とび去り、音音が魔王に向かって空を舞まう。


「避けたか──ふん、そうでなくてはな」


　魔王は余よ裕ゆうありげに唇の端を上げると、両手をそれぞれ駆真と音音に向けてきた。それに従うように、球体に生えた口から何条もの光線が上空に向かって放たれる。


「──ふん」


　先ほどは不意を衝つかれたが、数だけが問題の愚ぐ直ちよくな軌き跡せきである。さほど避けるのは難しくなかった。迫り来る熱線を紙一重でかわしながら、魔王に向かっていく。


　音音などはさらに凄すさまじかった。何しろ空中からまったく動かぬまま、三つ編みの先に生やした『手』で無理矢理光線を薙なぎ払はらっているのである。


「魔王──ッ！」


「ほォう!?　さすがだ、勇者よ！」


　全すべての攻撃を華か麗れいに避け、魔王の上半身部分にまで辿たどり着いた駆真は、言うが早いか足を振ふりかぶり、その頭に踵かかとを突き立てた。


　──否いな、寸前でその攻こう撃げきは止められている。瞬まばたきほどの間に魔王の腕うでが堅けん牢ろうな装そう甲こうのような鱗うろこで覆おおわれ、駆真の脚きやく蹴しゆうを防いだのである。


「く──」


　憎にく々にくしげにうめく。渾こん身しんの力を込めた蹴りを弾はじかれたために、体勢が不自然な状態になってしまっていた。


「慢まん心しんだな」
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　魔王が笑い、その無防備な脇わき腹ばらに凶きよう悪あくな形に変形した拳こぶしを突き立てようとし……止まる。駆真は怪け訝げんに思いつつも、即そく座ざに体勢を立て直し、魔王の首に蹴りを叩たたき込んでから後方に飛び退いた。


　一いつ瞬しゆん手て心ごころを加えられたのかとも思ったが、どうやら違うようだ。魔王は驚きよう愕がくと苦く悶もんをない交ぜにしたような表情を作り、吐き気を堪こらえるように胸むな元もとを押さえていた。


「──音音ちゃん」


「？　ちょっと強く殴なぐりすぎたかしら」


　駆真の問いに、やはりのんびりとした調子で返してきたのは音音だった。そう、いつの間にやら地に降り立ち魔王との距離を詰つめていた音音が、髪の先端に生えた『手』の一いち撃げきを、球状の下半身に叩き込んでいたのである。臓物のごとき表皮が割れ、中から紫むらさき色いろの血液のような液体がこぼれている。


「貴──様ッ、何者だ……っ！　我が身体からだをこうも容易く損そん壊かいさせるとは……ッ。──そうか、勇者の仲間……戦士というところか。猪ちよ口こ才ざいな。勇者とともに倒たおしてくれる！」


「うふふ、ちょっぴり不思議な女の子よう。あ、でもその戦士ってのも格好良さそうね」


　苦しげな魔王の声と、楽しげな音音の声。しかし駆真はそんな二人の語らいには構わず、無数の角に覆われた魔王の上半身に連続して攻撃を仕し掛かけていった。


「く……！」


　魔王が両手で駆真の脚を弾き飛ばし、眉まゆの間にしわを矯ためる。


「……貴様、この前も思ったが無ぶ粋すいすぎはせんか、勇者よ」


「知ったことか。それはそちらの都合だろう」


「…………」


　魔王は何やら腑ふに落ちない表情をしていたが、すぐに気を取り直すように首を振ると、再び身体を丸めてうなり始めた。


「第三十五形態でも足りぬとはな……あまり使いたくはなかったが、アリサを手に入れるためだ。──今の私は、百番超ごえすらも辞さぬぞ」


　そして魔王の身体が発光したかと思うと、そのシルエットがさらに巨大になっていく。


　──しかしそのとき、急激に変貌を遂とげていた魔王の背後に、一つの人ひと影かげが現れた。


　そして。


「──送そう還かん！」


　謎なぞの人影が魔王の背に手を触ふれ、そう叫ぶと、


「な……ッ、貴様、それは盟──」


　魔王の身体は光の粒つぶになってどこかへ消えていってしまった。それと同時に、在紗と沈音を覆っていた光のドームも霧きり状じようになって消え去る。


「……何？」


　まさに、瞬きの間の出来事である。


　駆真が呆ほうけたように目を丸くしていると、魔王を消し去った人影は慌てるように身を翻ひるがえし、草むらの奥へ逃にげていってしまった。一瞬、ドーランと口紅で不気味にメイクされた顔が見えた気がしたが……気のせいだろうか。


　と、音音が数十メートルにまで伸びた自分の髪を指先でもてあそぶようにしてから、顔を軽く上に向ける。すると、まるで掃そう除じ機きのコードが収納されるように、三つ編みに結ゆわれた髪がするすると元の長さに戻っていった。


「…………」


　明らかに異常な身体だ。在紗も、驚おどろいた様子でそれを見ている。


　しかし音音はそんな駆真たちの視線など気にせず歩みを進めると、沈音の前に跪ひざまずいた。


「お怪け我がはありませんか、お嬢じよう様さま」


「──音音ちゃん？」


　怪訝そうに、駆真が問う。それはそうだ。草薙家の当主にして蒼穹園騎き士し団団長である草薙音音が、小学生の女の子に傅かしずく理由などは存在しない。


　しかし沈音はそんな音音を睨むと、その垂れた頭を膝ひざで蹴り上げた。


「────！」


「し、沈音ちゃん……っ!?」


　駆真と在紗が、反応の差こそあれ、揃って驚愕を示す。


　だが音音はさして怒ることもなく、沈音は謝ることもなく──まるで日ひ頃ごろから続けられている習慣でもあるかのような調子で視線を合わせた。


　そして、沈音が苛いら立だたしげに口を開く。


「……遅おそいわよ、オト」


「申し訳ございません。少々厄やつ介かいごとが起こりまして」


「この木偶でく。私はともかく在紗が怪我をしたらどう責任をとるつもりだったの？」


「返す言葉もございません」


「なら返すんじゃないわよ愚ぐ図ず」


　そんな中、在紗が困こん惑わく気味に声を上げた。


「あの……お二人は、どういうご関係なんですか……？」


　沈音と音音はほぼ同時に「ああ」といった顔を作ると、駆真と在紗に向き直って小さく頭を下げてきた。


「……そういえば言っていませんでしたね。在紗、駆真さん。


　改めて自己紹しよう介かいをさせていただきます。──私は草薙昌しよう玄げんが娘むすめ、草薙沈音と申します」


「────？」


「え……？」


　駆真はほんの少し眉を歪ゆがめ、在紗は大きく目を見開いた。


　草薙──沈音？


　その名の意味するものは一つしかない。草薙家。蒼穹園最高の名家の一つ。そして──現蒼穹園騎士団団長を擁ようする家の名である。


　駆真は自然、音音の方に目をやっていた。


「前団長の娘……ということは──」


　音音はいつもと変わらぬ笑えみを浮うかべながら小さく首を振った。


「ふふ──まあ、駆真はさっきから気づいていたみたいだけど、私は人間じゃないわ。皇華栄禅時代より草薙家に仕えてきた魔ま人じん──オトよ。そうね……あなたのところのウタの妹というところかしら？　私は本物の団長を守るための影かげ武む者しやに過ぎないわ」


「影武者──」


　再び、駆真は沈音に視線を戻した。


「そう、こちらのお方があなたたちのボス。蒼穹園騎士団団長、草薙沈音元げん帥すいよ」


「は──？」


　音音の言葉が聞き取れなかったわけでも、その意味が分からなかったわけでもない。しかし駆真は聞き返してしまった。沈音が──在紗の友達が、蒼穹園騎士団のトップ？


「──本当なの？　沈音ちゃん」


　在紗が、沈音に向かって問いかける。沈音は首を縦にも横にも振らず、その唇くちびるを開いた。


「……正しく言うのなら、私は騎士団長の『頭脳』です。できるのは作戦指揮や机仕事だけですよ。実際、私が幹部会に乗り込んだところで、団長の座を奪うばえはしなかったでしょう。人じん智ちを超えた力を誇ほこる『身体』が合わさって初めて、草薙音音となるのです。──沈音とオトで、音音。私たちは、二人で一人の騎士団長です」


「…………ッ」


　在紗はまだ面めん食くらっている様子だったが、駆真は速すみやかに、そして静かに事態を咀そ嚼しやくした。何より音音──オト本人が言っているのだ。駆真が異議を唱えられる理由もない。


　それに……オトが沈音の従者と考えると、色々と納なつ得とくがいくことも多かったのである。


「……それでは音音ちゃん──オトが急に高校に通いたいと言い出したのは」


「そ。お嬢様の護衛のためよ。生まれてこの方十二年間も引きこもっていたお嬢様が一人で外に出るなんて不安で不安で仕方な──」


　言葉を遮さえぎるように、沈音がオトの足を蹴る。


「ま、まあとにかくそういうことよ。私の知覚領域の中にさえいてくれれば、すぐに駆かけつけられるからね」


「……その割には遅かったみたいだけれど」


　沈音に睨にらまれ、オトが気まずげに頰ほおをかく。


「──それでは……」


　駆真は構わず、次の問いを口にしようとした。そう、オトが高校に通いたがった理由は分かった。だが、それならばそもそも──


　しかしその質問が沈音に届く前に、


「……ーい、おーい、誰だれかいるかー!?」


　校舎の方から教きよう諭ゆのものと思おぼしき声が響ひびいてきた。耳に意識を集中させると、遠くから消防車のサイレンの音も聞こえてくる。どうやら先ほどの騒そう動どうが知られてしまったらしい。──まあ、無理もないが。


「……どうやら時間切れのようですね。できれば、私たちの正体は知られたくありません。秘密にしていてもらえますか、在紗、駆真さん」


　駆真と在紗は一瞬目を見合わせてから、深く首を前に倒した。


「ああ、それと──」


　と、沈音がまたも言葉を発する。


「駆真さん、あなた──在紗の全すべてが好き……そう仰おつしやいましたよね」


「……？　ええ、それが何か？」


　駆真は当然だといわんばかりに首しゆ肯こうしてみせる。在紗が頰を赤く染めて顔をうつむけた。


　沈音はくるりと身体を後ろに向け、あとを続ける。


「──もし在紗の全てを知っても、本当に好きでいられますか……？」


「え──？」


　不可解な質問に、眉まゆ根ねを寄せる。隣となりでは在紗がハッとした表情を作っていた。


「それは、どういう──」


　駆真が言いかけたとき、草むらの陰かげから懐かい中ちゆう電灯を構えた教諭たちが現れた。








「……はぁっ、はぁっ、はぁっ──！」


　アステナを引き連れながら急いで現場から離はなれ、森の茂しげみに腰こしを下ろした槙奈は、ようやく放念の表情を作った。


「あー……ホントよかった。何事もなく帰せて」


　脱だつ力りよくしたように上体を後ろに投げ出し、またも大きく息を吐はく。


　しかしちらりとアステナの方を見やると、不思議そうな顔を作って首を傾かしげた。無事魔ま王おうを元の世界に帰せたというのに、アステナは何故か頭を抱かかえて「あああああああああああ」と低い声を出していたのである。


「何、どうしたのよ。……ま、まさかまた何か問題が──ッ!?」


　槙奈が戦せん慄りつした調子で問うと、アステナは力無く首を振ふった。


「ち──違ちがいます……ッ！　ああああああ私なんて馬ば鹿かだったんでしょう今気づきました……！　魔王をこの世界にとどめておけば、レーベンシュアイツは救われたのに……ッ！」


「……あんたねえ。まあ確かにその通りかもしれないけど……今度はこっちの世界がヤバイでしょうが」


「で、でもッ！　こちらの世界には勇者であるカルマ様がいるんですよッ!?　さすがに自分の国だったら守りますよね!?　ていうかカルマ様が魔王を倒たおしてくれるかもしれなかったのに、なんであんなタイミングで帰しちゃうんですかッ！」


「はあ!?　知らないわよそんなの！」


「い──いいから、もう一度魔王呼び出してくださいッ！　お願いします！」


「嫌いやよっ！　ていうか別に私の意志で呼んだわけじゃないじゃない！」


　月明かりしかない夜の森に、しばしの間けたたましい言い合いの声が響き渡わたった。








「はいハイ、ココまで来れバダイジョーブですからネエ」


「は、はあ……」


　蔵田と二人の舎しや弟ていは、縫ぬい傷だらけの顔と鮮あざやかすぎる髪かみの子供の背から生えた『手』に抱えられ、先ほどの現場から離れた位置へと移動させられていた。


「ンじゃ、ワタクシはお仕事がアリますのデこれで」


　言って少女が、目にも止まらぬスピードで駆けていく。一いつ瞬しゆんあとには、もうその背は見えなくなっていた。


「…………はあ」


　地にへたり込み、荒あらい呼吸をどうにか整えてから、蔵田は舎弟二人の無事を確認して脱力したように地面に寝ねころんだ。その出いで立ちは普ふ通つうの学生服のようである。──自じ慢まんの長ランは裾すその部分が燃えカスになってしまい、通常の長さとさほど変わらぬものになってしまっていた。


「な、なんだったんすか、アレ……」


「なんかすげー怪かい獣じゆうが……空獣エアの一種っすかね」


　そう、いきなりコスプレ男が丸い怪かい物ぶつになったかと思うと、蔵田たちの方に怪かい光線を放ってきたのだった。命からがら逃にげ延びてきたものの、彼らの立ち位置があと一歩分左にずれていたら、綺き麗れいに骨まで消し炭になっていたことだろう。


「…………」


　蔵田は無言で学ランを脱ぬぐと、目の前に掲かかげた。


「……不良、やめっかあ……」


「く、蔵田さん……ッ!?」


「何言ってんすか！」


「……なんつか、もう、俺、自分に自信が持てねえっつか……なんかもう、人に絡からむのこえーよ……なんだよあいつら……ホントになんなんだよ……」


　蔵田は泣きそうな顔でそう言うと、随ずい分ぶんと短くなってしまった一いつ張ちよう羅らを抱だきしめ、力無く吐と息いきした。





　　　　　　　◇





　肝きも試だめし大会のあと、駆真と在紗に草薙音音の秘密を明かした沈音とオトは、暗殺者たちを捕ほ縛ばくして、駆けつけた騎き士したちに引き渡したのち（その際何故か松まつ永なが衛えい二じが「篠しの原はらおまえ一体何したんだーッ！」と暑苦しく叫さけんでいた）、草薙邸ていに戻もどっていた。


「──でも、よろしかったのですか？　お嬢じよう様さま」


「……何のこと？」


「あの二人に、我々──草薙音音の正体を明かしてしまって」


「ああ」


　沈音は声のトーンをまったく変えずにそう言うと、そのまま背を座ざ椅い子すに預け、伸のびをしてから深く吐息した。視界全てをモニタとキーボード、ケーブルで覆おおわれた部屋とはいえ、さすがに足を伸ばすスペースくらいはある。


　別に今はコンピューターを操作しているわけではなかったのだけれど、一階の広々としたリビングよりも、この狭せま苦くるしい空間の方が沈音にとっては過ごしやすかった。──実際父以外の家族は、羽の生えた沈音を気味悪く思っていた節があるようだったので、皆みなが生きているときから沈音はこの部屋に籠こもりきりになっていることが多かったのである。


「構わないわ。彼女たちには遅おそかれ早かれ告げるつもりだったし。……それに何より、私だけが一方的に在紗の秘密を知っているっていうのはフェアじゃないわ」


　言って手を伸ばし、画面上に武会の際の映像を映し出す。


　何故か佐間岡少将が一番目を向けていた、観客席を映したカメラの映像だ。その中央付近には、小学生くらいの女の子が二人と、金きん髪ぱつの少女、あとキャスケットを目ま深ぶかに被かぶった魔ま人じんが確かく認にんできる。


「……最初はただのロリータコンプレックスか何かかと思ったけれど。きちんと佐間岡少将に『訊きいて』みて良かったわね。……その点では、疑問の起点になってくれたあなたのお姉さんにも感謝しているわ」


　そう、実際魔人──ウタの姿がなければ、沈音はこの少女たちの集団に何の疑念も抱いだかなかったろう。……結果、在紗の存在も知らずにいたに違いない。


「少しつついただけですよ。あれくらいで情報を吐はいちゃうなんて情けない」


「あなたのじゃれつきは鯱しやちや熊くまのそれよ。彼ほどでなければ耐たえられなかったでしょうに」


　半眼で息を吐き、再び画面に向かう。実際、この映像と佐間岡の情報が無ければ、沈音はこの少女に辿り着けなかったろう。


　鷹崎在紗。


　沈音と同じく、羽を持つ少女。


　悪魔デイアブロの血を引きながら、人間の中で生きる者。


「いや──少し違うか」


　父、草薙昌玄の手によって受精卵の段階でディアブロ級空獣エアの因子を掛かけ合わされた沈音とは異なり、彼女は恐おそらく、純じゆん粋すいな出産によって生まれたハーフだ。


　それでも在紗は──そしてその叔お母ばの駆真は、沈音にとって眩まぶしすぎる存在だった。


　自分と同じく異い形ぎようの血を引きながら、人間の中で生活を営む少女と、それを心の底から愛する叔母。


　──どうしても、一度、会ってみたい。


　思えばそれは、彼女が初めて自分のために通した我わが儘ままだった。


「ああ、それと」


「……何？」


　後ろに控ひかえたオトが何かを思い出すように言うのに、怪け訝げんそうな顔で返す。


「今日の昼過ぎ頃ごろから、私の方に亮禅から連れん絡らくがかなり入ってたみたいで。確かメールも何通か来ていたような」


「佐間岡少将から？」


　沈音はぴくりと眉まゆを動かすと、片手でマウスを操作し、数百あるメールボックスのうちの一つを展開させた。確かに、数枚の画像が添てん付ぷされたメールが届いている。


　その文面に目を這はわせ、画像を確認して、沈音は目を丸くした。


「いかが致いたしましたか、お嬢様」


「──いえ、こんなことってあるのね、って思っただけ。〈女王〉フューゼシカ──か。これ、確か佐間岡少将が言っていたディアブロ級よね？　珍めずらしい。随ずい分ぶん焦あせっているようね、彼。そんなに危険な相手ってことかしら」


「あの亮禅が──ですか。へえ、それは面白そうですね」


　沈音の言葉に、オトは笑みを濃こくした。佐間岡亮禅は幹部会の中でももっとも沈音が目をかけている男である。幾いく百の戦場を経験してきた彼は、並なみ大たい抵ていのことでは狼狽うろたえまい。


「……〈城〉の件もあるし、そろそろ私もお仕事に戻らなければならないかしらね。ちょうどよく騎士団の膿うみも出せたみたいだし」


「よろしいのですか？　せっかくお友達もできましたのに」


「……仕方ないわ。──それに、もう大だい丈じよう夫ぶよ」


　沈音は、今までにない晴れやかな顔で微ほほ笑えんだ。


「あなたが駆真さんを足止めしてくれたおかげで、在紗と二人でお話ができたわ。


　やっと、私と同じ人に、私の存在を知ってもらえた。──それだけで、私は十分。……いえ、それ以上は私は求めちゃいけない。私は『草薙音音』の頭脳。蒼穹園を護まもる騎士団元げん帥すいがいつまでも甘えたことは言ってられないわ」


「耳が痛いとうございます」


　苦く笑しようしながら言うオトに、沈音は視線を向けた。


「──そうね、最強の身体からだには、とりあえず佐間岡少将への伝言をお願いしようかしら。なるべく高圧的に、ね。『鷹崎在紗を作戦に利用しようとしているなら、己おのれの首が落ちることを覚かく悟ごなさい』と」


「了りよう解かいしました。せいぜい脅おどかしておきます」


　オトがいつものごとくのんびりとした調子で微笑み、敬礼をする。


「──では、高校のメンバーの方にも今日中に連絡を回しておきましょう。……特に駆真や槙奈は特務小隊入りが決定していますからね。〈城〉の攻こう略りやく戦せん本番までみっちりしごいてあげましょう」


「ええ、お願いするわ、音音」


「はい、任せてください、音音」


　二人は視線を合わせると、どちらともなく笑った。


　そして沈音はモニタに向き直ると、〈女王〉の顔をもう一度眺ながめた。


「まあ、〈女王〉が〈城〉を引き連れてきたのでないことを祈いのるばかりね。できればフューゼシカの件は穏おん便びんに済ませたいわ。──さすがに在紗のお母様を殺したくはないもの」





　　　　　　　◇





「草薙沈音と魔人オト──草薙音音元帥は二人で一人、か」


　駆真は高校からの帰り道を在紗とともに歩きながら、そんなことを呟つぶやいた。


　結局、肝試し大会は火事騒さわぎにより中断されてしまったため、参加者や脅おどかし役たちも、予定より少し早く帰路につくことになってしまったのである。


　ウタはまだ頑がん張ばっているようだったが……面めん倒どうなので置いてきた。どうせすぐに戻ってくるだろうし、せっかくの在紗との帰り道に不純物を持ち込みたくはなかった。


　もうすっかり暗くなってしまった住宅街を、街灯の明かりを頼たよりに歩いていく。


　時刻はもう十時。あの場で、恐らく国家機密並みの情報をさらっと告白されてから一時間ほどが経たっていた。一応頭の中で理解はしているつもりだったが、在紗の友達が騎士団の長だった、などという突とつ飛ぴ極きわまる情報には、正直まだ実感が伴ともなっていない。


　それに──まだ分からないことがある。


「……ねえ、在紗。沈音ちゃんって──なんで小学校に転入してきたのかな……」


　そう。それが未いまだに理解できないのだ。


　駆真もウタのマスターである。魔人の習性はなんとなく分かっていた。魔人はマスターの身を守るためならば、何の冗じよう談だんでもなく、どんなことでもやるだろう。


　頭の良い沈音のことだ。それを知らなかったとも思えないし、自分が我が儘を通すことで騎士団を混乱させることも分かっていただろう。


　その上で、彼女は学校に通うことを選んだ。──それが、単なる小学校への憧あこがれとか、そんな漠ばく然ぜんとした理由から生まれた行動には思えなかったのである。


　駆真の言葉にしばし黙だまり込んだ在紗は、いつの間にか手にしていたプラスチックのケースのようなものを握にぎりしめながら口を開いた。


「……多分、寂さびしかったんだと思う」


「──え？」


　駆真が聞き返すと、在紗は軽く目線を上に向けてあとを続けた。


「……どんなに偉えらくっても、どんなに好きなことができても、──自分が周りの人とは別のモノだって知ってるのは、凄すごく心細いことだと思う。……多分、私も……初めて自分と同じ人を見つけたら、自分のことを知ってもらいたいって思う気がする」


「在紗……？」


　在紗が何を言っているのか……駆真にはあまりよく分からなかった。


　だけれど、そう言う在紗の憂うれいを帯びた横顔が──


　ンもうとんでもなく綺き麗れいなもんだから、駆真はたまらず顔をだらしなく瓦が解かいさせ、身をよじった。


　──しかし。


　駆真は思い直した。


　確かに今の在紗は可愛い。もとい、今の在紗「も」可愛い。


　だが──結局その物もの憂うげな表情の原因は、分からないままだったのである。


　幾いく度ども考えを巡めぐらせるが……情けないことに、本当に原因が分からない。


　駆真はごくりと唾つばを飲み込むと、意を決して、今まで聞けなかった一言を発した。


「在紗、何か──心配事でもあるの？」


「…………ううん、何にもな──」


　そこで言葉を切り、下した唇くちびるを嚙かむ。そして、


「……ねえさまに噓うそついても、すぐばれちゃうよね。──ん。ちょっと……不安なことが……ある、かな……」


　そう、言ってきた。


「…………ッ」


　予想していたこととはいえ、本人の口からそれを告げられると、やはりハッとする。駆真は一いつ瞬しゆん息を止めて目を見開いた。しかし在紗は困ったように苦笑すると、


「……でもね、お願い。詳くわしくは聞かないで……？」


「で、でも……」


　と、ポケットの中の携けい帯たい電話が震ふるえるのを感じて、駆真は顔を上げた。苛いら立だたしげにポケットを睨にらみ付けるが……その音が在紗にも聞こえてしまったらしい。「出ないの？」といった顔で在紗が駆真に小首を傾かしげてきていた。仕方なく電話に出る。


「──もしもし？」


『あ、鷹崎？　私。鳶一よ』


　通話口から聞こえてきた声こわ音ねに、精せい一いつ杯ぱい面めん倒どうそうな声を出す。


「……何か用か。極限まで手短に話せ」


『あー、うん、ほら、あんたさあ──異世界行って魔ま王おう倒たおしてきてあげなさいよ』


「断る」


　慈じ悲ひも容よう赦しやもなくそう言って、電話を切る。ついでに電源も切る。


　一瞬あと、何故なぜ槙奈が異世界の魔王のことを知っているのか、という疑問が生まれたが、別にそこまで気にする案件でもないと判断して思考の外に放った。


「……電話、誰だれだったの？」


「──ん、間ま違ちがい」


　在紗が聞いてくるのにそう答える。


　携帯電話をパタンと閉じてポケットに押し込むと、それに合わせるように在紗は歩みを再開していってしまった。


「在──」


　名を呼びかけるが、無言で前を歩く在紗の背が、それ以上の質問を拒きよ否ひしている気がして、駆真は黙ってそのあとを付いていくしかなくなってしまった。


　途と方ほうもない不安と、届くことのない槙奈への怨えん嗟さを心中に渦うず巻まかせながら。




[image: ]





「……いーみ分かんーなーい」


「…………」


　文化祭の二日後──月曜日は振ふり替かえ休日であったので、実質文化祭後初めての学校で。


「何だっていきなりまた転校なわけよ。──しかもあたしたちに何も言わずにさー」


　在あり紗さの机にひじを突つき、不満そうな声を上げているのは、無論美み須す々ずだった。


　とはいえ……今回ばかりは在紗もそれを窘たしなめることはできない。──何故なぜなら、在紗も美須々と同じ気持ちだったからだ。


　朝のホームルームで先生が言った言葉が、未いまだ頭の中で渦うず巻まいている。「──佐さ藤とうさんが、転校することになりました」。


　そう、姿さえ見せずに、佐藤──草くさ薙なぎ沈しず音ねは在紗たちの前から消えてしまったのである。


「……アリサ、大だい丈じよう夫ぶ？」


　と、美須々が心配そうな顔をしてそう言ってきた。そんなに酷ひどい表情をしていたのだろうか。在紗は力無く笑って「大丈夫」と言うと、顔を逸そらして窓の外に向けた。……もともと、あまり噓をつくのは得意でない。このまま顔を向かい合わせていては、親友は、在紗の噓など容易たやすく見み抜ぬいてしまうだろうから。


「……沈音ちゃん」


　確かに彼女にもらった薬は効果があった。時折襲おそってくるむず痒がゆさはなくなったし、羽もほぼ完全に見えなくなっている。そのおかげで、昨晩は久々に駆かる真まと入浴することもできた。


　だが──この羽が一体何なのかは、結局聞けずじまいだった。


　薬で治まるということは、やはり何らかの病気なのだろうか。


　それとも──


「…………」


　在紗は頭を過よぎった嫌いやな想像を振ふり払はらうように首を振った。


「アリサ？」


　さすがに滑こつ稽けいな仕草だったらしい。美須々が不ふ審しんそうに声を上げてくる。在紗はそれを誤ご魔ま化かすように軽く手を振ると、再び目を外に向けた。


　──ああ、そうだ。


　羽の正体とかそういうものの前に。


「……私、寂しいんだ」


　自分と同じ人の存在を知って、心の中に渦巻いていた不安が少しでも晴れたのは──何も沈音だけではなかったのである。


　在紗は細く吐と息いきすると、始業チャイムを耳にし、慌あわてて授業の準備を整えた。





　　　　　　　◇





「あーあ、楽しかったわ。堪たん能のう堪能。ありがとうねみんな。──さ、明日あしたからはちゃんとお仕事頑張りましょ」


　……そんな元げん帥すいの一言で、駆真たちの高校生活は終わりを告げた。


　結局文化祭のあとは一度も学校に顔を出さぬまま、鷹たか崎さき小隊、鳶とび一いち小隊の面々は皓こう成せい大付属高の制服から、紫し紺こんの騎き士し制服に着き替がえ、学校ではなく騎士団本部庁舎へ通う毎日に戻もどったのである。最後まで、元帥の我わが儘ままに付き合わされた形だ。


　──とはいえ、その際元帥を狙ねらう暗殺者と、それに命令を下した田た沼ぬま大将が捕ほ縛ばくされたことから、実はこの急な転入は、大規模作戦の前に騎士団内の不ふ穏おん分子をあぶり出そうという音音の策略だったのではないか……という噂うわさも流れていた。それが完全に偶ぐう然ぜんの産物であることを知っている駆真としては、この人たちには敵かなわないという印象を強める材料にしかならなかったが。


「…………」


　駆真は無言で、目の前に立った佐さ間ま岡おか亮りよう禅ぜん少将の話を聞き流していた。


　今騎士団庁舎のブリーフィングルームには、駆真を含ふくめ数名の騎士たちが集められていた。音音が言うには、今ここにいる騎士たちは草薙特務小隊という名の隊に一時的に所属するメンバーなのだという。


　その言葉を聞いて、駆真の隣となりに座った槙まき奈ななどは傍はた目めにも容易に知れるほど色めき立っていたが──正直、駆真にはどうでもいいことだった。


　何故なら、昨日からずっと、在紗のことで頭が一いつ杯ぱいなのだ。


　なんと昨晩は、在紗からお風ふ呂ろに誘さそってくれたのである。もちろん泡あわの出る入にゆう浴よく剤ざい付きでゴートゥヘヴン。久々に訪おとずれた至福の時であった。


　未だ在紗の心配事とやらの全ぜん貌ぼうは見えてこなかったが……少なくとも、転入騒そう動どうが起こる前よりは神経質さが軽減しているような気がする。それだけでも駆真は少し心が軽くなっていた。


「──ッ！　こ、これは──」


　隣から、引きつるような槙奈の声が聞こえてくる。どうやらスクリーンに映し出された画像を見て度ど肝ぎもを抜ぬかれたらしい。そういえば先ほど、空獣エアの死し骸がいが折り重なった〈城〉という空獣エアの巣が中央都に接近しているとかしていないとか言っていたような気がする。


　しかし駆真はそんなものまったく気にせずに、考えを巡らせていた。


　──何しろ、今週から在紗は夏休みに入るのだ。そしてそれに合わせるように、駆真も休きゆう暇かを申しん請せいし、旅行のプランを立てていたのである。


　在紗が、抱かかえた不安を自分で解消しようというのなら、駆真はあえて口出しするまい。


　だから、駆真は少しでも在紗の気分転てん換かんをしてやれれば──


　と、そのとき佐間岡がひときわ大きい声を上げた。小さく肩かたを揺ゆらし、視線を向ける。


　とはいえそれは、声の大きさに驚おどろいたというよりも──


「──〈城〉の移動速度は非常に緩かん慢まんだが……予測では、恐おそらくあとひと月程度で中央都上空のごく低空に到とう達たつする。そこが、勝負だ。──ここにいるメンバーは、今からひと月の間、この攻こう略りやく戦のことだけを考えろ。特別官舎を用意した。明日から〈城〉攻略戦まではここで生活し、作戦と、メンバー全員の癖くせを頭に叩たたき込みたまえ。……無論、草薙元帥閣下も一いつ緒しよだ」


「────ッ」


　駆真は、目を見開いた。


　──ひと月、本部の特別官舎で過ごせ？


　この、在紗が不安を抱えているであろうときに？


　未だ話を続ける佐間岡の顔を睨みながら、駆真は細く息を吐はいた。そしてそのまま椅い子すを蹴けるように立ち上がり、佐間岡のもとにツカツカと歩いていく。


「……鷹崎少しよう尉い、どうかしましたか？」


　無論、特務小隊に選ばれたとはいえ、一いつ介かいの少尉が易やす々やすと少将に意見できるはずもない。佐間岡の側そばに控ひかえた副官が駆真の前に立ち、彼への道を塞ふさいだ。


　しかし駆真は構わず副官の肩かた越ごしに声を上げる。


「閣下。その特別官舎での生活は強制でしょうか」


「ちょ──鷹崎少尉！」


「まあ、いい」


　副官が慌てて声を上げるが、その背後から佐間岡少将が駆真に発言を許した。


「それで……？　何か問題でもあったかね？」


「は。私には幼い扶ふ養よう家族がいまして。長い間家を空けることはできないのですが」


「……なるほど。しかしこれは何の冗じよう談だんでもなく、蒼そう穹きゆう園えんの危機なんだ。どうにかしてくれ。──攻略戦までの間、施し設せつに預かってもらうというのはどうだ？」


「話になりません」


「鷹崎少尉……ッ、無礼ですよ」


　副官が声を荒あらげて言ってくる。しかし駆真はぴくりとも表情を動かさずにジッと少将の顔を見つめた。


「悪いが、ここは俺も退ひくわけにはいかないんだ。俺は騎士団少将の名にかけて、この蒼穹園を護まもらねばならん。そして鷹崎駆真。君の力はそれに絶対必要だと思っている。……ここは折れてもらうぞ。俺に意見したくば、階級をあと七つは上げてくることだな少尉」


　少尉、という部分にアクセントを置くような調子で、少将が言ってくる。


　確かに彼の言うことも道理だった。どんなに駆真が叫さけぼうと、少尉程度が少将──否いな、ひいては元帥の命令に背そむくことなど許されない。


「…………ッ」


　駆真は唇くちびるを嚙かむと、大人しく席に戻っていった。





　　　　　　　◇





「駆真さんッ！」


　そんな元気のいい声とともに、衛えい二じは皓成大付属高二年七組の扉とびらを開け放った。今日は四時間目の授業が早めに終わったので、ほぼ昼休みの開始と同時に七組に辿り着けたのである。これならさすがに、駆真もまだ教室にいるだろう。


　しかし教室中を見回してみても、駆真はおろか槙奈や元帥、他の騎士団員もまったく見受けられなかった。


「…………？」


　衛えい二じが首を捻ひねっていると、気の毒そうな顔をした女子生徒が一歩前に進み出てきた。


「ええと……鷹崎さんたち、特別聴ちよう講こう期間終わって騎士団に戻ったよ……？」


「は…………？」


　衛二はポカンとした顔でそう返すことしかできなかった。





　　　　　　　◇





「ただいま～！」


　玄げん関かんのドアが開く音のすぐあとに、やたら晴れやかな駆真の声が響ひびいてくる。


「あ……ねえさま」


　鷹崎家のリビングで読書をしていた在紗は、本に栞しおりを挟はさんでからパタンと閉じ、扉の方に目を向けた。すぐに、軽快な足取りで駆真がリビングに入ってくる。


　と、在紗はその姿に少し違い和わ感かんを覚えた。──妙みように、荷物が多いのである。


　いつも持ち歩いている鞄かばんや、自分で微び調ちよう整せいを施ほどこすときなどにたまに持ち帰ってくる天てん駆く機関入りのアタッシェケースなどはまだいい。しかし今の駆真は、その手に大きな段ボール箱を持っていたのだ。


「ね、ねえさま？　どうしたの、その荷物」


　在紗が問うと、駆真はそれらをリビングの隅すみに置いてからにいッ、と笑ってみせる。


「騎士団、辞やめてきちゃった」


　そして、何の気負いもなさそうに、あっさりとそう言った。





　……在紗がその言葉と状じよう況きようをきちんと理解できたのは、それから十分後のことだった。







ＥＮＤ







あとがき







　忘れた頃にやってくる。それがこの私、橘公司。


　まるで災害みたいなキャッチコピーですね。あ、でも「天災」って書くと響きだけはいい感じです。


　長らくお待たせいたしました。蒼穹のカルマ３のお届けでございます。


　表紙を見て「あれっ？」って思った人もいるかもしれません。序章でポカンとした人はもっと多いでしょう。大丈夫、本を間違えたりはしてないはずです。いや、万分の一の確率で本の中身とカバーが入れ替わってたり、奇跡的な乱丁が起こってたりってことがないとは言い切れませんが、多分大丈夫です。





　そんなカルマ三巻。一言で言うなら『蒼穹のカルマ・学園編』です。


　読んだ方は分かると思いますが、番外編や短編集じゃありません。ちゃんとナンバリングタイトルです。


　下地づくりの意味もあった二巻よりは自由にしていいよって話だったので色々いじくり回してみました。いかがでしたでしょうか。


　もうね、森沢さんの描かれる制服駆かる真まが可愛いったらありゃしない。騙だまされるな！　表紙は髪そのままだが中の絵はポニテだ！　と思わず叫びたくなってしまいます。いや、意味ないとか言わないでくださいよ。もしかしたらこの一言が一人のポニーテール難民を救うことになるかもしれないじゃないですか。


　在あり紗さたちの制服もこっそり夏服に替わったりして素敵な感じです。とりあえず挿さし絵えのためだけにレジに運んでも損のない出来ですぜげっへっへ。





　しかし完全単刊完結としか思えなかったこのお話がもう三巻ですよ。


　これもひとえに皆様のおかげでございます。イラストの森沢さん、担当編集のＫさん、Ｈさんをはじめとする関係者様に、今この本を手にとってくださっている読者様。この場を借りて溢あふれる感謝を発信したいと思います。ずびびびび。


　では、また四巻でお会いしましょう！




橘　公 司　　


http://close.h-doing.com/





著者


橘公司


●たちばなこうし





東京都在住。第20回ファンタジア長編小説大賞準入選作『蒼穹のカルマ』でデビュー。ある日夢を見ました。在紗が誤って湖に落ちてしまったのです。すると女神がコンニチハ。貴方が落としたのは金の在紗ですか、銀の在紗ですか。駆真は答えました。肉の在紗です。貴方は正直だ。金の在紗をあげましょう。いや普通の在紗返せよ。




蒼そう穹きゆうのカルマ３





橘たちばな　公こう司し
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